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参加ゼミの皆さまをはじめ、
企業の皆さまや、

Sカレ学生委員会のメンバーに支えられ、
14年目も無事に終了することが出来ました。

本当にありがとうございます。

Sカレ委員会一同
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　Sカレは14年目を迎え、25大学29ゼミ、392名の学生が、8つのテーマに分かれて

成果発表に挑みました。

　ここに至るまでに、一所懸命考え喧々ᨣ々の議論を行う中、大変な時間と手間が

かかったと思います。しかしその分だけ、社会の課題を解決できたという達成感や充

実感もひときわ大きくなったのではないでしょうか。同時に、チームメンバーそれぞれに

かけがえのない経験を積まれる中で、親しい仲間の新しい姿や新しい自分の姿を見

つけることができたのではないかと思います。

　そうした努力の結果、参加される皆さんの発表作品のレベルは年々高くなってきま

した。まさに「Sカレの進化」を感じます。その進化の姿を表にしてみました。

Sカレのझࢫ

Sカレ（Student	Innovat ion	Col lege）は、実際に商品化を目指す商品企画

のインターカレッジです。そのझࢫは、「未来のマーケター」の育成となります。大学

は違えどもマーケティングを学ぼうと志を同じくする若い仲間たちが、互いに助け合

いそして切᛭琢磨し、商品企画の理論を学びつつ、それを実践していく中で、自ら

の企画をサイトで公開しユーザーからの意見を聴き、そこから改善した企画を企業

に提案し、実現した商品を現実の市場において問う、というプロセスを体験します。

具体的には、他にはない以下のような特徴が、育成のカギだと考えています。

商品化の実現

各テーマで1位になったプランは、実際に商品化されます。もちろん検討した結果

中止もありますが、毎年多くの商品が発売されています。これが、他の商品企画コン

ペにはない、Sカレの最大の特徴といえます。

実践的コミュニケーション

商品企画プロセスの中で、学生の皆さんが実際のユーザーや企業の方とコミュ

ニケーションしながら商品企画を進めるという実践的なマーケティングを学ぶ機会

も、世界広しといえどもこのSカレにしかありません。

リアルタイムの競争

企画段階のライバルチームの成果を見ながらリアルタイムに競争するという場も

特徴的です。こうした競争が、アイデアの差別化や、その完成度の向上にഥ車をか

けていきます。

リアルの場での交流

コンセプト発表の「秋カン」（カンファレンス）や、プラン発表の「冬カン」などリアル

のイベントを重視しています。単に発表するというだけでなく、参加学生と企業、さら

にはライバルチームとも交流が生まれています。秋カンでは、前年度の商品化達成

チームにより総合優勝も競われ、参加学生に良い影響を与えています。

Sカレ委員会

Sカレ2019を終えて

　Sカレが最初に始まった頃は、表で言うとʪレベル１ʫでした。その後少しずつ進化し

ました、今では、試作品づくり、ウェブでの商品評価、そして営業や顧客コミュニケー

ションを図るチームが出てきているわけですから、ʪレベル̐ ʫにまで上がっています。

　こうした進化は、各校の先生方や学生の皆さんが毎年、改善に取り組まれた賜物

です。学生の皆さんには、進化したSカレで積んだマーケティングの力を社会で生かし

てほしいと思うと同時に、十年以上にわたる先輩方の苦労なくしてはこのような進化

はなかったことにも思いを஘せて頂きたいと思います。

　最後になりましたが、Sカレを支えて頂いている方々におྱを申し上げます。いつもな

がらSカレの意義を理解し多大のご協力を賜った支援各社の皆様。学生たちを丁

寧に指導して頂きありがとうございました。

　Sカレを運営して頂いた学生委員の方 も々大変だったと思います。しかし、これで

培ったプログラムのマネジメント経験や、協力し合った仲間たちとのつながりが、これ

からの皆様の力となることを期待しています。

　こうした多くの方々の支援に対してあらためておྱを申し上げます。

Sカレ委員長	石井३蔵

神戸大学ʗ流通科学大学名༪教授

調査の真似事

モノづくり導入

顧客評価導入

マーケティング導入

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

「調査～企画」

「調査～企画～試作品づくり」

「調査～企画～試作品づくり～評価～完成品」

「調査～企画～試作品づくり～
評価～完成品～コミュニケーション～営業」
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参加ゼミ紹介
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近畿大学
廣田	章光ゼミ
近畿大学廣田ゼミは、人々のニーズを探り出
し、飛躍的発想で生活を豊かにする体験を生
み出す、デザイン思考を学習している。
折を繰り返しながらも成長していくゼミ"であ࠳"
るため、冬カンで見る私たちは、秋カンの時の
私たちとは一味違う。

私たち大阪市立大学小林ゼミ
は「机上の空論」とᎏ᎐されがちなマーケティ
ングに対し、常に研究と実践を通して取り組ん
できた。これまでのゼミ活動で培った「消費者
に寄り添う感性」を活かし、Sカレでも躍動す
る。Love	is	marketing!

大阪市立大学
小林	哲ゼミ

上元ゼミ1期生は、価値共創の
マーケティングをキーワードに活動を行ってい
る。初参加のSカレに戸惑いも多いが、こつこつ
と頑張るゼミ生達である。学祭の模擬店では
たった1日で企画をまとめしっかりと利益を出す
など、底力も෠れない。

私達宮尾ゼミは十人十色なゼミ
である。個性豊かなメンバーが一つになり、Sカ
レを中心にイノベーションのマネジメントについ
て学んでいる。冬カン優勝という目標の先にあ
る、宮尾先生の笑顔を手に入れるために一丸
となってSカレに挑む。

私達山田ゼミでは、生活課
題における解決のアイデアの組み立てを行
い、それに応じた媒体のデザインを考案、製作
することを学んでいる。

京都産業大学
上元	亘ゼミ

徳山ゼミは個性と自主性を何よ
りも大切にするゼミ。十三人十三色のメンバー
が集結している。全幅の信頼を寄せる徳山先
生のもと、１人１人の独創的な発想力とӶい
ツッコミにもめげない力を武器にSカレ優勝に
挑む。合言葉はタイムマネジメント。

私たち立命館大学吉田満梨ゼ
ミは、個性豊かで十人十色な20名の生徒と、
豊富な知識と的確なアドバイスで私たちをふ
んわりと支えてくれる先生から構成される。楽し
みながらも真݋に、個性と個性を混ざり合わ
せ、無限の可能性を生み出す。

関西大学
徳山	美津恵ゼミ

甲南大学
佐藤	圭ゼミ
ゼミ生より眼鏡に興味がある先生を筆頭に、
毎日明るく楽しく活動している。ゼミ一期生の
私たちはSカレ新参者で、紆余曲折しながら
も日々精進している。各チーム、それぞれの課
題に粘り強く取り組み、ライバルたちを驚かせ
たい。

関西学院大学
石淵	順也ゼミ
関西学院大学石淵ゼミでは学業だけでなく
多様な活動に意欲的に取り組む学生が集ま
りそれぞれの経験を活かした視点で意見が飛
び交う活発なゼミである。我々の強みであるリ
サーチやデータ分析を用い、商品化を目指し
質の高い提案に磨きをかけていく。

私たち秋山ゼミはマーケティングについて学
び、個性的でおもしろいメンバーが揃っている
笑いの絶えないゼミである。
ゼミ活動中もすぐに話が盛り上がってしまうが、
やるときはやるメンバーばかりだ。共に協力しな
がら優勝を目指す。

駒澤大学
菅野	佐織ゼミ
私達菅野ゼミでは製品開発や消費者行動
の研究に日々 励んでおり、一人一人が成長出
来る様に切᛭琢磨して高め合っている。秋カ
ンでは思う様な結果を得られなかったため、冬
カンでは良い結果を残せる様に各グループ全
力で研究に取り組んでいる。

神戸大学
宮尾	学ゼミ

滋賀県立大学
山田	歩ゼミ

専修大学
奥瀬	喜之ゼミ

滋賀大学
山下	悠ゼミ
滋賀大学山下ゼミでは、商品企画の難しさや
楽しさをチームで味わいながらSカレに向けて
日々活動を行っている。秋カンに参加すること
で更に深めた結束を力に変え、冬カンで全
チーム優勝することを目標に、チーム全員の力
を結集して挑みたい。

高崎経済大学
佐藤	敏久ゼミ
高崎経済大学佐藤敏久ゼミは全国各地か
ら集まった個性あふれるチームである。これま
で学生が主体となり様々な活動を行ってき
た。Sカレでは各チームが顧客のインサイトを
見つけ出し、独自性ある商品の開発と市場
化を目指す。

法政大学
杉浦末樹・窪寺暁ゼミ
法政大学杉浦・窪寺ゼミは商品開発とマーケ
ティングを専攻し、経済学部で数少ない、経営
学を学ぶことができるゼミである。2年次には教
科書に沿った学習と、企業様とのワークショッ
プに取り組み、3年次のSカレで優勝を目指し
て活動している。

法政大学西川英彦ゼミは「楽しいをカタチに
する実践的マーケティング」をテーマに大会へ
の参加や企業様への企画提案などの実践を
通して商品企画を学んでいる。2年連続で商
品化の権利を獲得している為、今年も4チーム
で切᛭琢磨し商品化を目指す。

目白大学
長崎	秀俊ゼミ
私たち長崎ゼミは、オンオフを重要視している。
各チームが高い目標を掲げ、夏休み中に集ま
るなどして本気で取り組んでいる。また、チーム
を超えた全体ミーティングで多角的な意見を
出し合ったり、ハロウィン仮装ゼミなどを実施し
て親ກを深めている。

武蔵野大学
古川	一郎ゼミ
私たち古川ゼミではそれぞれ個性の違うメン
バーが集まり、楽しく、お互い助け合いながらも
高め合っている。学科の授業で学んだ商品
企画やマーケティングの知識を活かし、誰も思
いつかない新しい商品を作るためにSカレに全
力で取り組んでいる。

兵庫県立大学
秋山	秀一ゼミ

法政大学
西川	英彦ゼミ

立命館大学
吉田	満梨ゼミ

流通科学大学
東	利一ゼミ

流通科学大学
清水	信年ゼミ

和歌山大学
佐野	楓ゼミ
私たち和歌山大学佐野ゼミは、佐野先生の
ご指導のもとマーケティングを多様な視点から
学んでいる。その研究を実践的な形で活かす
ことができるSカレで最高の仲間と共に優勝を
目指す。

山口大学
藤田	健ゼミ

和歌山大学
柳	到亨ゼミ
私たち柳ゼミは「全力家族が歩む笑顔と涙の
story～ྩ和No.1のʿ愛～」というコンセプト
を掲げ、日々一生懸命活動を行っている。個
性豊かな13人が、父のようにあたたかく時に
厳しい柳先生と共に、成長しながらSカレ優
勝・商品化を目指す。

中村学園大学
明神	実枝ゼミ

中京大学
宮内	美穂ゼミ
私たち宮内ゼミは、2～4年の計23人のゼミ生
が宮内先生ご指導のもと日々マーケティングに
ついて学んでいる。チームでの話し合いだけで
なく、現地調査も積極的に行い商品開発を目
指す。Sカレではʡ優勝ʡの二文字を目標に活
動をしている。

名古屋市立大学
山本	奈央ゼミ

日本大学
石田	大典ゼミ

南山大学
川北	眞紀子ゼミ

日本大学
水野	学ゼミ

私達は文献の輪読を行
い、消費者行動と商品開発についての研究を
行っている。今年度はOBO(会、他大学との
合同ゼミを実施し、Sカレに臨んでいる。協力し
てくださる関係者の皆様への感謝の気持ちを
忘れず、それぞれのテーマで商品化を目指す。

私たち山本奈央ゼミは考えること
と動くことが好きなゼミである。思考錯誤し、アイ
デアに詰まるとみんなでダンスをして息抜きをす
る。一張一எに指導する山本奈央先生の元
でマーケティングを学び、ダンスを息抜きにその
知識を活かしてSカレに挑む。

私達、中村学園大学明神ゼミ
は、キットカットやテトラパックなどの様 な々事例
からマーケティングを学んでいる。また、商品企
画を行う上での手順や顧客のニーズ、価値を
考え取り組んでいる。顧客のニーズを知るため
に日々 調査を行い、商品化を目指す。

私達は春から秋にかけて地元
企業・団体の方と共に産学連携活動させて
いただき、「消費者のニーズに応える方法」を
常に意識し、マーケティングを学んできた。土台
が完成された川北ゼミ、たとえチームは違えど、
互いに支え合い『Sカレ優勝』を目指す。

私たち日本大学石田大典ゼミ
ナールでは、石田先生ご指導のもとマーケティ
ングについて学んでいる。それぞれのチームの
団結力と個性を生かしながら日々切᛭琢磨
し、Sカレ冬カンではテーマ毎の優勝を目指す。

個性あふれる15人の学生と、少
しクセのある先生がマーケティングや商品開発
を学ぶ水野ゼミ。私たちは「型破り」を合言葉
に、全チームが1つの部屋で作業するワイガヤ
を取り入れ切᛭琢磨しながらSカレの準備を
進めている。

私たち流通科学大学清水ゼミ
は、「商品企画」というものに興味を持った14
名が集まったゼミである。Sカレという学生では
貴重な経験の中でスキルをしっかりつけ、好成
績を残すよう取り組んでいる。

私達東ゼミは、「顧客の体験価
値」の探究を第一に考えている。これまで、顧
客の体験価値を追求し成功した事例を通
し、「コト・マーケティング」について学んでき
た。その経験を、今回のSカレにて発揮してい
きたい。

山口大学藤田健ゼミは、厳しくも
ユーモアのある藤田先生のご指導のもと、商
品開発を行っている。今年参加している11期
生は、2年次にペルソナを用いた商品開発を
実践。昨年の学びを活用し、本भ最西端か
ら、Sカレ優勝と商品化を目指す。
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廣田	章光ゼミ
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プに取り組み、3年次のSカレで優勝を目指し
て活動している。

法政大学西川英彦ゼミは「楽しいをカタチに
する実践的マーケティング」をテーマに大会へ
の参加や企業様への企画提案などの実践を
通して商品企画を学んでいる。2年連続で商
品化の権利を獲得している為、今年も4チーム
で切᛭琢磨し商品化を目指す。

目白大学
長崎	秀俊ゼミ
私たち長崎ゼミは、オンオフを重要視している。
各チームが高い目標を掲げ、夏休み中に集ま
るなどして本気で取り組んでいる。また、チーム
を超えた全体ミーティングで多角的な意見を
出し合ったり、ハロウィン仮装ゼミなどを実施し
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を取り入れ切᛭琢磨しながらSカレの準備を
進めている。

私たち流通科学大学清水ゼミ
は、「商品企画」というものに興味を持った14
名が集まったゼミである。Sカレという学生では
貴重な経験の中でスキルをしっかりつけ、好成
績を残すよう取り組んでいる。

私達東ゼミは、「顧客の体験価
値」の探究を第一に考えている。これまで、顧
客の体験価値を追求し成功した事例を通
し、「コト・マーケティング」について学んでき
た。その経験を、今回のSカレにて発揮してい
きたい。

山口大学藤田健ゼミは、厳しくも
ユーモアのある藤田先生のご指導のもと、商
品開発を行っている。今年参加している11期
生は、2年次にペルソナを用いた商品開発を
実践。昨年の学びを活用し、本भ最西端か
ら、Sカレ優勝と商品化を目指す。
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Sカレ実績	今年度商品化 Sカレ実績

カル肩
クッション
トート
Sカレ2016	商品発売

作ろう！自分地図
Sカレ2016	商品発売

gp
Sカレ2016	商品発売 Sカレ2016	商品発売

RAINBOUU

-̗Ｓ̠ ̩̚
Sカレ2015	商品発売

インターンシップ
から始める
就活ノート
Sカレ2015	商品発売Sカレ2016	商品発売

̢asmoke

快眠スイッチ温パジャマ

Sカレ2018	商品発売

首・お腹・手足の構造で、身体
を効率的に温め、さらに3STEP
おやすみ習慣により快眠に導く
商品である。

（大阪市立大学ʗ小林哲ゼミ）

ぺっちゃんこ虫かご

Sカレ2018	商品発売

平らにたためて持ち運べる虫か
ご。標本用虫かごと二種展開。
全面透明なため観察しやすく、
子供の知的好奇心を育む商
品である。

（南山大学ʗ川北眞紀子ゼミ）

ますカプセル

Sカレ2018	商品発売

未来の子供への手紙を出産
時に書き、20年後親子で手紙
を読みつつ枡で乾杯する。時を
越えて子供の成人を祝える最
高の贈り物だ。

（法政大学ʗ西川英彦ゼミ）

ドシラソふ͊みネット

Sカレ2018	商品発売

子供がお手軽に作れて祖父母
に孫の成長をより身近に感じさ
せることができる、ギフトアルバム
作成キットである。

（関西学院大学ʗ石淵順也
ゼミ）

関空限定	
リラックマTシャツ

Sカレ2018	商品発売

空港の空き時間を利用して、関
空限定デザインのリラックマシー
ルでTシャツをアレンジし、オリジ
ナルTシャツを作成できる。
（関西学院大学ʗ石淵順也
ゼミ）

DolFitter
（どるふぃったー）

Sカレ2018	商品化達成

パンプスによる足の痛みを؇和
する商品。つま先や履き口にば
ねが当たるように入れて靴を広
げることで痛みの解消を目指すも
のである。
（専修大学ʗ奥瀬喜之ゼミ）

ますこふれ
Sカレ2017	商品発売

サンカットヘアホイップ
Sカレ2017	商品発売

けなみんぐテープ
Sカレ2017	商品発売

Deco-cheer～デコッチャ～
Sカレ2017	商品発売

MAMA
LEISURE
Sカレ2016	商品発売

RuCush i on 	りゅっくしょん

Sカレ2017	商品発売

まぐねわらい
Sカレ2017	商品発売

ポジレコ
Sカレ2017	商品発売
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Sカレ実績

置け枡-Okemasu-	
Sカレ2013	商品発売

UP	STAND	
Sカレ2013	商品発売

Harful	
Sカレ2013	商品発売

木ྱ
Sカレ2013	商品発売

掛～かける～
Sカレ2013	商品発売

Toki	Tate
Sカレ2013	商品発売

STEP	UP	企業研究
Sカレ2013	商品発売

CONSHELF
Sカレ2013	商品発売

１からの学生生活
企む大学生
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013	
商品発売

１からの経営学部
Sカレ2013	商品発売

エソラ
Sカレ2013	商品発売

Sカレ2014商品発売
わちゃ

１からの学生生活
大学生活に潜む影響力を
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013
商品発売

１からの学生生活
大学生×きっかけ

Sカレ2013	
商品発売

Sカレ2014商品発売
組み立てマス。

Sカレ2014商品発売
Revolutionary	Movement

Sカレ2014商品発売
たためるクッションʡ(uardʡ

わってダース
Sカレ2015	商品発売

絆 シ̩ャツ
OSORO
Sカレ2015	商品発売 Sカレ2015	商品発売

ASOBody

Sカレ2015	商品発売
ます香

a@MU(	
～絆を繋ぐマグカップ～
Sカレ2014商品発売Sカレ2015	商品発売

クレンジング☆サプライズ

Sカレ実績

Student Innovation College 20198



Sカレ実績

置け枡-Okemasu-	
Sカレ2013	商品発売

UP	STAND	
Sカレ2013	商品発売

Harful	
Sカレ2013	商品発売

木ྱ
Sカレ2013	商品発売

掛～かける～
Sカレ2013	商品発売

Toki	Tate
Sカレ2013	商品発売

STEP	UP	企業研究
Sカレ2013	商品発売

CONSHELF
Sカレ2013	商品発売

１からの学生生活
企む大学生
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013	
商品発売

１からの経営学部
Sカレ2013	商品発売

エソラ
Sカレ2013	商品発売

Sカレ2014商品発売
わちゃ

１からの学生生活
大学生活に潜む影響力を
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013
商品発売

１からの学生生活
大学生×きっかけ

Sカレ2013	
商品発売

Sカレ2014商品発売
組み立てマス。

Sカレ2014商品発売
Revolutionary	Movement

Sカレ2014商品発売
たためるクッションʡ(uardʡ

わってダース
Sカレ2015	商品発売

絆 シ̩ャツ
OSORO
Sカレ2015	商品発売 Sカレ2015	商品発売

ASOBody

Sカレ2015	商品発売
ます香

a@MU(	
～絆を繋ぐマグカップ～
Sカレ2014商品発売Sカレ2015	商品発売

クレンジング☆サプライズ

Sカレ実績
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Sカレ実績

FLAT
ペットボトルが入るPCバック
Sカレ2006	商品サンプル化

Sカレ実績
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Sカレ実績

FLAT
ペットボトルが入るPCバック
Sカレ2006	商品サンプル化

Sカレ実績
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Sカレ2019 	活動実績・予定

学生委員会 コンセプト発表

Autumn	Conference

テーマごとに৹査
コンセプト・テーマ1位

25大学392名の3年生

随時Facebookページ公開

法政大学にて、
Sカレ委員・学生委員による
会議を開催

http�//s-colle.ws.hosei.ac.jp/

秋カンでの指摘をうけ、
再検討しつつ、企画書作成

法政大学開催の秋カンにて、
テーマに分かれてコンセプト発表
と৹査により、コンセプト・テーマ
1位を決定

同時に、昨年度のSカレ2018の
商品化達成（実際に発売）チー
ムの総合優勝戦により、総合優勝
などを決定

その後、࠙ 親会実施

近畿大学東大阪キャンパス開催
の冬カンにて、テーマに分かれて
プラン発表と৹査により、プラン・
テーマ1位を決定

さらに各テーマ１位はプラン優勝
戦へ（詳細は次ページ）

その後、৹査・表জを行い、࠙ 親
会実施

次年度秋カンの参加学生の前
で実施される、ファイナリストの
商品化発表と৹査により、総合
優勝などを決定（開催校・時期
は未定）

プラン発表 商品化発表	Sカレ2018総合優勝

Winter	Conference

プラン・テーマ1位
プラン優勝	準優勝	3位
学生৆	日本マーケティング

学会৆

Autumn	Conference

商品化達成の
優秀৆チーム対象

総合優勝	
準優勝	3位

テーマ企業との打ち合わせを行う

9月末（予定）までに商品化達成
（実際に発売）のチームには優
秀৆が授与され、総合優勝戦
のファイナリストとなる
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Sカレ2019 	活動実績・予定

学生委員会 コンセプト発表

Autumn	Conference

テーマごとに৹査
コンセプト・テーマ1位

25大学392名の3年生

随時Facebookページ公開

法政大学にて、
Sカレ委員・学生委員による
会議を開催

http�//s-colle.ws.hosei.ac.jp/

秋カンでの指摘をうけ、
再検討しつつ、企画書作成

法政大学開催の秋カンにて、
テーマに分かれてコンセプト発表
と৹査により、コンセプト・テーマ
1位を決定

同時に、昨年度のSカレ2018の
商品化達成（実際に発売）チー
ムの総合優勝戦により、総合優勝
などを決定

その後、࠙ 親会実施

近畿大学東大阪キャンパス開催
の冬カンにて、テーマに分かれて
プラン発表と৹査により、プラン・
テーマ1位を決定

さらに各テーマ１位はプラン優勝
戦へ（詳細は次ページ）

その後、৹査・表জを行い、࠙ 親
会実施

次年度秋カンの参加学生の前
で実施される、ファイナリストの
商品化発表と৹査により、総合
優勝などを決定（開催校・時期
は未定）

プラン発表 商品化発表	Sカレ2018総合優勝

Winter	Conference

プラン・テーマ1位
プラン優勝	準優勝	3位
学生৆	日本マーケティング

学会৆

Autumn	Conference

商品化達成の
優秀৆チーム対象

総合優勝	
準優勝	3位

テーマ企業との打ち合わせを行う

9月末（予定）までに商品化達成
（実際に発売）のチームには優
秀৆が授与され、総合優勝戦
のファイナリストとなる
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Sカレ冬カンʦプラン発表ʧの流れ

Sカレプラン優勝チームを決定
（準優勝・3位・日本マーケティング学会৆・学生৆もあり）

簡単設置の
避難所ブース

2020年夏休みの
学生旅行

社会課題を
解決する印刷製品

リポ̙若年層
ユーザー拡大策

枡技術と縁起を
活用した商品

クリアシート小物
人生がより

充実する旅雑貨
介護福祉に

役立つマグネット

簡単設置の
避難所ブース
1位チーム

2020年夏休みの
学生旅行
1位チーム

社会課題を
解決する印刷製品

1位チーム

リポ̙若年層
ユーザー拡大策

1位チーム

枡技術と縁起を
活用した商品
1位チーム

クリアシート小物
1位チーム

人生がより
充実する旅雑貨

1位チーム

介護福祉に
役立つマグネット

1位チーム

テーマ毎で予選を開催（半年間の成果を各企業にプレゼン）

冬カンまでの商品ページへの得票数と当日の教員、企業の評価の両方を合わせて
最も評価が高かった１チームがテーマごとに選出される。

決勝に進出すると同時に、商品化権利を獲得

各テーマ1位、計8チームによる優勝戦を開催

プレゼン終了後、教員、企業による投票を行う。
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大橋量器

枡技術と縁起を活用した商品

日本で1300年の歴史を誇る「枡」は、はかりから、酒器として活躍し

てきた。酒器に継ぐ次の柱となり得る商品企画や使い方を、枡の持

つ歴史や縁起物としての背景を加味し、次の世代に伝える提案をす

る。枡技術であるあられ組（枡組）と素材としての桧をベースにする。

商品化は、枡の製造から販売までを手がけ、海外にも枡商品を広め

る「大橋量器」が実施。

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 15

0 1 6	 masu	de	mokkon

0 1 7	 枡アロマ

0 1 8	 夫婦枡

0 1 9	 ぴくます

0 2 0	 枡音－masuoto－

0 2 1	 s leepeace

0 2 2	 ますピロー

0 2 3	 愛犬御守

0 2 4	 Nature	Parfum

0 2 5	 カスタマイ・マスタイム

0 2 6	 枡みくじ

0 2 7	 トキ×マス



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 916

関西大学　徳山美津恵ゼミ/鈴木智也、ささ山晃世、中津小春、工藤実空

家族の誕生日、みんなでハピマ
ス!

「masu	 de	 mokkon（マス	デ	モッコ
ン）」は5年目の結婚記念日である木婚
式に、家族の思い出を共有し、日常生
活に楽しみを増やして欲しいという想い
から生まれた枡技術を応用したフォトフ
レーム。「結婚記念日に外出は難しい」
という家庭でも結婚記念日をより特別な
ものにすることができる。素材は桧を使用
しており、インテリアとして飾ることで桧な
らではの温かみが感じられる。デザインと
しては、木婚式の「夫婦が一本の木の
ように一体になる」という意味から派生
し、木をイメージして枡を縦に積み重ね
た形にした。

「結婚×木を素材とした枡」のキーワー
ドから、木婚式に注目した。調査の中
で、結婚5年未満の夫婦は結婚記念
日のお祝いを毎年行い、木婚式に興味
を示した。しかし、結婚5年以上の夫婦
は結婚記念への特別感が薄れ、祝わ
なくなったという回答がみられ、この5年
を節目とするギャップを埋めようと、忙しく
ても楽しめる商品を考えることにした。

写真Lサイズに合わせ、91×129×56
（㎜）（縦×横×奥行）の枡を3つ重
ねたフォトフレームを考えているが、
様々な写真サイズに合わせて、フォト
フレーム自体のサイズのバリエーショ
ンを増やしてもよいと考えた。

木婚式に関連する商品として販売す
ることから、ターゲットは5年目の結婚
記念日を迎える家族とした。主な販
路として、「枡工房枡屋」・「枡工房
ますや」を考えている。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

プロトタイプ作成に苦労したチームである。今回の商品開発のポイントは結婚記念日だっ
たが、結婚記念日のリアルをもう少し深く探ってもらいたかった。本当に祝いたいのか、それ
は何故か、ということを考えることが新しいアイディアの発見に繋がったのではないだろうか。

枡技術と縁起を活用した商品

マス枡ト〔masu 	de 	mokkon〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/五艘伶奈、土橋梨々香、松浦瑞貴

日常生活を枡と香りで癒す

日常生活で枡を使用してもらうために、
枡とアロマを掛け合わせた商品である。
商品内容は、かんなくずを入れた枡、ヒノ
キアロマオイル、造花・フェイクグリーンで
ある。かんなくずに4～5滴アロマオイルを
垂らし、造花・フェイクグリーンを飾り使
用する。個人の部屋や寝室等に置き、
部屋で香りを楽しみたいときや、寝る前
に枕元に置いてリラックスしたいときに使
用する。この商品は、枡は角の「入」の
字で大入りの縁起を担ぎ、アロマは良い
香りを惹きつけ良い運気を呼び込むとい
う縁起の良い意味が込められる。

枡の特徴であるヒノキの良い香りを活
かしたいと考えた。そこで日常的に使
用されるアロマ製品に注目し、枡とアロ
マを掛け合わせた商品を考えた。アン
ケート調査を実施したところ、アロマ製
品を使用している人は少数だが、使
用してみたい人は多数いることが分か
り、インテリア性と価格を重視し、多く
の人が手に取りやすい商品にした。

初めは置き型のアロマ芳香剤を考え
ていたが、かんなくずにアロマオイルを
垂らしたところ、香りの持続時間が短
いことが明らかになった。そこで、使用
する時にアロマオイルを垂らす使用
方法に変更した。香りを感じやすいヒ
ノキで作られた一合枡を使い、インテ
リア性のあるデザインにするため、造
花・フェイクグリーンを飾った。

販売場所は、枡工房枡屋様、枡工
房枡屋のWeb	 Shop、様々な年代
が訪れる雑貨店、家具・インテリア販
売店を考えた。促進方法は、インスタ
グラムやフェイスブックなどのSNSを
使用する。幅広い世代に商品に関す
る投稿を見てもらうことで認知度を上
げる。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

日常使いができ、インテリアにも馴染むアロマ商品を実現させるために意欲的に取り組んで
いた。コンセプトは良かったと思うが香りのバリエーションにもうひと工夫ほしかった。

枡技術と縁起を活用した商品

枡タード〔枡アロマ〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/立石治、寺田圭輝、浅本愛

枡で想いを永遠に

夫婦枡とは、夫婦の思い出を残したい
高齢者に向けた枡商品である。枡に刻
印するデザインを考えてもらい、2人だけ
の枡で乾杯してもらう、というもの。
また火葬の際は、夫婦枡にお酒を入れ
ることで天国に上手くお酒を持っていく
ことができるという課題解決型の商品で
もある。枡の原料であるヒノキの花言葉
として「不滅・不死」があり、夫婦枡で2
人の思いを永遠のモノとする。天国と現
世をつなぐ新しい枡の利用用途である。
枡を葬儀関連商品と定義することで、新
しい市場を開拓することが可能だ。

多数の高齢者の方にインタビュー・ア
ンケートを行うことで、終活の実態や目
的を把握。そして終活をされている方の
「感謝を伝えたい」というインサイトを発
見した。また何社もの葬儀会社様と相
談し、商品の実現可能性や完成度に
対するアドバイスを頂戴した。その結果
として、お酒を天国に持っていきたいと
いう声が多数存在することを発見した。

一合枡を2つ使用し、商品の包装用
として和紙を使用した。
また枡には、亡くなった際はお酒を入
れて出棺するため火葬場までこぼれ
ないようにする為にフタを取り付けて
いる。実際に枡がちゃんと火葬される
のかに関しても、某葬儀会社様のご
協力の元で検証済みである。

夫婦枡は葬儀会社様にて販売す
る。終活をされている夫婦が葬儀等
の相談をするため、葬儀会社を訪問
した際に提案してもらう。また某葬儀
会社様と提携を約束したため、実施
されている終活イベントやセミナーに
てブース出展・PVを流すことで商品
の認知度を上げる。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

お祝いの定番ツールの升から脱却し新たな視点を創造。終活の新たな習慣をつくることで
新たな市場を発見したことが高く評価される。終活における提案方法、活用習慣のストー
リーづくりは見事。また葬儀業界のインタビューと検証を継続した行動力は高く評価される。

枡技術と縁起を活用した商品

つり枡コーポレーション〔夫婦枡〕
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/赤岩隼之介、岡大貴、中内綾音、西梨々菜

キット仲が深まりマス

父の日に家族みんなで作る写真たてキッ
ト「ぴくます」。家庭内で特に父親と子ど
ものコミュニケーションが十分ではない
ことから発想を得た商品である。枡のフ
レームを顧客自身で組み立ててもらい、
写真をレジンで固定する。レジンは凝固
するまでに時間がかかるためその間を付
属品である「おはなしのたね」を使い家
族仲をより一層深めてもらう商品だ。お
はなしのたねには普段聞かないが気に
なることを載せている。例えば「名前の
由来」や「赤ちゃんの頃の話」など。

一緒にいる時間が多いのに、会話
時間が減少している現在の家族。
家族で過ごす時間にもっと会話を増
やしたいという想いから誕生した。イン
タビュー調査で、家族全員がリビン
グにいても違うことをしているという実
態がわかり、一緒に写真たてを作り
会話をしてもらうという商品にたどり着
いた。

写真が見やすいように枡の形を台形
に変更した。また思い出を詰め込み
ながら、大人も子どもも製作にワクワ
ク感を味わえるようにレジン液で写真
を固めることを選択した。レジン液の
中にラメやビーズを入れてアレンジを
加えることで、唯一無二の写真たてと
なった。

販売促進として、百貨店での催事展
開を提案した。その理由は、（1）大
橋量器様がすでに実施していること、

（2）百貨店はシーズンごとの催事に
力を入れていること、の2点である。百
貨店では、母の日の翌日から、父の日
の広告を至るところで実施するため、
父の日に贈る「ぴくます」は百貨店で
の販売促進が最適であると考えた。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

枡の意味にこだわって着想した「家族の絆を深める」コンセプト、商品名の響きの良さ、さ
らには「おはなしのタネ」で笑顔に溢れる家族の様子が容易に思い浮かぶ素敵な作品で
ある。ただ、フォトフレームカテゴリにおける差別化という点については、工夫の余地がある。

枡技術と縁起を活用した商品

UP☆UP〔ぴくます〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/伊藤明穂、小林将也、鈴木龍平

枡でしか味わえない音を聞こう

枡のスピーカー「枡音」は、枡の密閉力
により、スピーカー内で音が反響し、枡
でしか味わえない音を感じることができる
商品である。既存の商品と違う点は、動
画視聴に特化している点とアイフォンの
上下両方のマイクに対応している点であ
る。両方のマイクに対応させることで、既
存のはめ込み型のスピーカーよりも良質
な音で音楽を楽しむこともでき、簡単に
上質な動画視聴が実現する。自宅でス
マホを使って動画を見る時や、音楽を聴
きながら料理をする時に使うことができ、
日頃身近に感じることが少ない枡が暮ら
しの中に取り入れられる。

近年、アマゾンプライムやネットフリッ
クス等の有料動画配信サービスの
人気が上がっている。このことを踏
まえ、自宅でスマホを使って動画を
見る場面が増えるのではないかと考
えた。実際に20代から50代の男女
117人のうち約7割が自宅でスマホを
使って動画を見ているということが分
かった。

スマホ挿入口は直角三角形の板2枚
を組み合わせることで画面が傾き、見
やすくなるよう工夫した。また、スピー
カーの基本構造であるバックロード
ホーン型の効果を得るために、内部に
長方形に板を取り付けた。マイクにつ
いては、外側の穴を多くすることで低音
がより響くようにした。これもバックロード
ホーン型の効果を活かしたものである。

大橋量器様のSNSでおしゃれな広
告を投稿することで認知度が拡大
することを狙った。価格は、完成品の
まま売ると販売価格が4500円と、高
価格になってしまうので、未完成の
制作キットとして販売することを提案
した。制作キットとして販売することで
コストが削減され、価格を2580円に
することができる。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

枡を使ったスピーカーという提案自体はこれまでにもありそうな提案であるが、スピーカーの
基本構造を踏まえた設計になっている点が評価できる。価格を抑えるためにキット販売にし
た点も工夫されている。ターゲットに向けた販売促進の具体策が示されるとなお良かった。

枡技術と縁起を活用した商品

専修大学奥瀬喜之ゼミ〔枡音－masuo t o－〕
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/佐藤大介、長谷部遥香、初見瑠菜

猫と私のぬくもり空間

眠るという意味の「sleep」と平和という
意味の「peace」で「sleepeace」。
猫が眠るための猫用ベッドである。枡の
製作技術である「あられ組」や「底板の
圧着」により、釘などを使用せず製作で
き猫が使っても安全だ。また、猫が枡の
中で円くなり、満ち満ちの状態で眠ること
で、生活の調和と穏やかさを表す「家
庭円満」をもたらす縁起の良い商品だ。
これまで枡は、枡が持つ縁起の特徴か
ら人々の気を合わせてきた。新たに「人
とペット」が気の合う関係を築くための
商品を私たちは提案する。

枡が持つ縁起に着目し、これまでにない
「人とペット」の気を合わせる商品の
実現を目指した。近年のペットの飼育
実態を調査したところ、犬の飼育数よ
りも猫の飼育数が上回っていた。アン
ケート調査からも猫の人気は明らかで
あった。また、猫には狭い場所を好み
入る生態があることが分かり、猫用の
ペット用品開発に着手することとなる。

サイズは猫が入り眠れるようにするた
め、一升枡よりも大きいサイズである。
猫が入って眠るギリギリのサイズ感を
見つけるのがとても難しかった。
また、枡自体が持つ質感の美しさや
枡の製作に使用される桧の香りな
ど、猫だけでなく飼い主にも気に入っ
て貰えるよう意識した。

販促としては実際に猫が入り眠る姿
の可愛さを知ってもらうため、猫専門
雑誌への掲載やペット用品の展示
会などへの出展を考えた。
また、猫好きたちへ向けてSNSで枡
に入り眠る猫の写真や動画を発信
することで新たな認知拡大に繋が
り、枡×ペットの新規市場開拓が進
むはずだ。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

縁起の良い猫と人との快適な空間を作り出す商品として提案した。コンセプトはシンプルで
ある。試作品作成も検証的調査も積極的に行ったが、縁起を付加すること、価値に見合っ
た価格設定と販路について納得を得ることが難しかった。

枡技術と縁起を活用した商品

チームマスオさん〔s l e epeace〕
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名古屋市立大学　山本奈央ゼミ/荒川隼人、金山悠、近藤李音

どんな想い出も一生の想い出に

縁起の良いことと聞き、誰もが思い浮か
べるものの1つが結婚式である。そこで私
たちは、枡とリングピローを合わせた「ま
すピロー」を考えた。この商品の特徴
は、完成品ではなく手作りキットという点
である。リングピローというのは、式場に
飾っておくウェルカムボードとは違い、指
輪を置いておくために実際に式に登場
するアイテムである。そんな他とは違うアイ
テムを手作りすることによって、結婚式の
想い出を増やすことができ、式後も飾っ
て幸せな気持ちを想い出すことができ
る。

新婚の方やウェディングプランナー
にお話を伺ったところ、和装向けのリ
ングピローがあまり商品として出回っ
ていないことを知り、そのため自分でリ
ングピローを手作りする人が多いこと
わかった。そんな人たちのニーズに応
え、作る時間さえも大切な思い出にし
てほしいという思いからこの商品を考
えた。

9人の新婚さんにキットの内容などを
相談し、「ますピロー」のみでも使用
でき、またアレンジしやすいシンプルで
かわいいデザインにたどり着いた。完
成までの作り方は実際にYouTube
にアップし、アレンジ方法も実際に
Instagramにアップした。そして、試
作品を用いて手作りキットから完成ま
でを新婚さんに体験していただいた。

本商品は完成品ではなく、手作りキッ
トという点から、販売促進の方法は
ワークショップを提案した。ワークショッ
プを行うことにより、2人の想い出を増
やしていただき、さらに新婚さんにとっ
て重要な情報交換の機会を提供でき
ると考えた。そんなワークショップを、大
垣市で結婚式を手がける料亭さんで
開催させていただくことが決定した。

指導教員
山本奈央先生
からのコメント

秋カンでプロトタイプができていたので、「どう魅力を伝えるか」「いかに販路を獲得するか」
そして「新婚さんに喜んでもらえるのか」を徹底的に考えた点が評価できる。一つ一つのア
イディアを多くの方にインタビューしながら洗練させていった点を高く評価したい。

枡技術と縁起を活用した商品

チームあびす〔ますピロー〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 23

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

法政大学　杉浦末樹・窪寺暁ゼミ/須田華緒里、千葉あさひ、中山勝喜

ペットの命の尊さを実感する枡

ペットロスや飼育放棄問題を解決したい
という想いから誕生した「愛犬御守」。
犬の年齢が唯一視覚的に現れる毛を
豆枡のストラップの中に入れて、1年に1
回「愛犬との時の流れを実感してもらう
機会」を生み出す商品だ。毛を入れて、
完成したお守りは1年間飼い主の想い
を乗せて愛犬を守り続けてくれる。ペット
と過ごすことが当たり前になるにつれて、
薄れてしまう限られた時間を再認識して
もらうことが狙いだ。枡でワンちゃんの幸
せを紡ぎ出し、飼い主に一生を全力で
愛される犬を作り出す未来への希望が
詰まった商品である。

ペットを亡くした際、多くの人が「もっと
してあげられることがあったのではない
か。」この言葉と向き合う。涙ぐみなが
ら語る何人もの飼い主さんと話をした。
そこにはペットと暮らせる時間は限られ
ているが、自覚をして行動できている人
は少ない現状があったのだ。「見えな
い現状」を可視化する、そして解決す
る商品を目指し試行錯誤を重ねた。

持ち歩きが容易な豆枡を使用した。枡
の中に犬の毛を入れ、側面には肉球
のスタンプを押す。年々変わる毛の色
の変化を楽しむため、中身が見える透
明なプラスチック板で蓋をする。蓋は
各自で接着してもらうが、この手間が
愛犬と向き合う時間となる。願いは5つ
あり、年齢を重ねるにつれて変化する
犬の状況と飼い主の願いに対応する。

愛犬家が多く集まるペット神社で販
売する。また、ターゲットに確実に届く
ように犬界隈のインフルエンサーであ
る「むらかみかづを」様に宣伝を依
頼する。日本全国から購入可能にす
るため、神社のネット販売も使用す
る。調査より、犬の飼い主は散歩の
際に犬の情報交換が盛んであること
から、口コミでの拡散も期待。

指導教員
杉浦末樹先生
窪寺暁先生
からのコメント

まずは、カテゴリー1位、おめでとう。枡+ペットという一見離れたターゲットを見事形にでき
た。実は、皆さんのチームが、アイディア創出や販路開拓では、一番苦しんでいたかもしれ
ない。まずは商品化、そして、社会に出ても、地道な努力を忘れずに頑張ってください。

枡技術と縁起を活用した商品

MASU	PLANT〔愛犬御守〕
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/佐々木絵美、齊藤崚、松本真幸

益 リ々ラックスできるインテリア性
のあるお洒落な芳香剤

私 たちが 作った 商 品 は N a t u r e	
Par fumだ。この商品はモイストポプリの
ようなもので、芳香剤のように使える。枡
のヒノキの香りとアロマオイルの香りでリ
ラックスできる商品。お好みの香りを選ぶ
ことができる。ハンドメイド商品であり、香
りが弱くなった時はアロマオイルをかけて
香りを復活させられる。私達は使ってい
ただく全ての皆様に良い縁起をお届け
できたらと思い、枡に込められた「益々」
の意味をかけてこの商品を製作した。

私達は「枡をもっと身近に感じて欲し
い」と思い縁起をかついだ商品を製
作した。調査の中で市場規模が拡
大し続けている芳香剤市場に注目
し、その中でもフランスで人気のモイ
ストポプリという芳香剤と枡を掛け合
わせることにした。若い年代の女性を
中心に縁起とともにお洒落なインテリ
アとして手に取ってもらいたい。

枡にソルトを入れて、上に花びらを置
く。その工程を3回繰り返し層を作り
上げる。最後に塩の上に花と花びら
を置き、そこにアロマオイルをかける。
塩と花とアロマオイルが合わさり、心
地よい匂いが漂う。さらに塩や花がア
ロマオイルを吸収することにより、長く
匂いが保たれる作品が完成。

商品はハンドメイドで発売し、コストを
抑えると共に自分で製作する楽しさ
と愛着感を持たせる。インテリア雑貨
店、オンラインストアでの販売を行う。
また商品の認知度を上げるためにイ
ンスタグラムなどSNSを利用し簡単
に作れる手軽さ、オリジナル感を宣
伝する。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

中間プレゼンから大きくアイデアを変えて頑張った。チームのまとまりも良く、スケジュール管
理も一番しっかりしていて、楽しそうだった。アイデアをもっとアピールする可能性を、各自でも
う一度振り返ったら良いと思う。

枡技術と縁起を活用した商品

Fou r "M "〔Na tu r e 	Pa r f um〕
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目白大学　長崎秀俊ゼミ/小出阿実、最首誠互、渡邉かのん

見た目も香りも楽しめる幸せバス
タイム

カスタマイ・マスタイムは、疲れを感じて
いる現代の若者に向けた、湯船にぷか
ぷか浮かべることで視覚的にもリラック
スができる商品である。枡の材質である
檜は、風水では、お風呂にあると運気が
上昇するとされており、縁起の良い季節
湯を掛け合わせることで、お風呂に入り
ながら明日への縁起を担ぐことができる。
さらに、香りや成分、効能を得ることでリ
ラックスができる商品である。また、片付
け方が簡単なため、季節湯だけではな
く、花風呂に使用したりなど、自分好み
に幅広く使用することができる。

企業様の若者に枡を広めたいという思
いに注目し、あえて若者に馴染みのな
い季節湯と掛け合わせる商品を考案し
た。20～50代の男女にアンケート調査
を行った結果、リラックス効果を高める
ために、効能や香りを重要視した入浴
剤の使用や物を浮かべていることがわか
り、湯船に浮かべ、見た目や効能、香り
を楽しめる商品に需要があると考えた。

試作品は構造の違う2つのパターン
で作成した。試作品案①は側面か
ら板を差し込む構造、商品案②は
本体の上から二重構造で上蓋を被
せる構造となっている。実際に使用し
た際の使い勝手、製作の際の手間
やコスト等を検討した結果、試作品
案①の側面から板を差し込む構造
の試作品案を採用した。

実際に20～50代に使用してもらい、
頂いた意見を踏まえ20代をターゲット
に設定した。SNSに商品の写真を上
げ、購入が出来るようURLを記載す
る。またハッシュタグを使い、検索ワー
ドで上位に上がるようSEOを活用す
ることで枡の認知が広がると予想され
る。直接手に取って良さを感じてもらう
ため、実店舗での販売を考えている。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

アイデア出し、試作品づくり、発表資料作成を最も効率的かつ効果的に進めたチーム。ア
イデアをすぐに立体的画像にしたり、試作品を作って議論を進めていくプロセスを実践でき
たことは、社会人になってから大いに役立つだろう。

枡技術と縁起を活用した商品

目白大学　長崎ゼミ　Ｄチーム〔カスタマイ・マスタイム〕
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立命館大学　吉田満梨ゼミ/重田ひかり、坂井咲月、岡田翔真

おみくじによって枡を身近に

枡みくじは若者に枡に興味を持つきっか
けとなる商品である。商品内容は水と枡
とフィルムで、手順は以下の通りだ。
1枡棚から枡を引き出す
2水を注いでフィルムに書かれた文字が
浮かび上がる
3手で浮いてきた文字を組み合わせ、今
の自分を表す漢字、を受け取る
4備え付けのQRで漢字の詳細を見る
QRを設置することで外国の方も読める
よう多言語化し、あえて吉凶を用いない
ことで抵抗なく持って帰ってもらえるように
した。また木合わせるという枡の生業の
元、持ち帰って鍵入れとして使ってもらい
家族の繁栄を願う。

そもそも枡に興味がある人しかどんなに
見た目、利便性が良くても購入しない
のではないか、という仮説の元、若者
により楽しく気軽に枡を手に取って欲
しいという思いがあった。近年流行し
た水みくじに習いおみくじを引くだけで
はなく、運勢を見る所まで参拝者が行
う、話題性、エンターテインメント性を
組み込んだ体験型みくじを提案した。

枡そのものの良さが伝わるように、そし
て神社の外観と親和性を得られるよ
うにあえて枡をそのまま使い、おみくじ
というギミックを加えるものとした。枡
は持ち帰りやすいように3勺枡を想定
していたが文字の浮き具合、文字が
水に浮かぶことにより見える影の美し
さを考慮し、8勺枡に変更した。

本商品は東京行く時あのおみくじを
引こうよ、という若者の観光プランに組
み込んでもらえるよう、あえて1つの神
社に限定して置く事で話題性、限定
物であるという価値を付与した。また、
Instagramのストーリーにおみくじを
体験している動画を上げてもらう事を
想定し、15秒以内に体験が終わるよ
うにおみくじの内容を構成している。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

このチームは秋カンまでに枡おみくじのコンセプトが固まって以降、プロトタイプの完成や協
力してくれる神社との提携獲得を含め、いくつもの課題をチームで乗り越えてきた。新規制
の高いアイデアを、ここまで実現可能なものに出来たのは、3人の行動力の賜物だと思う。

枡技術と縁起を活用した商品

枡田桧〔枡みくじ〕
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流通科学大学　清水信年ゼミ/白木雛世、香川征槻、田中翔己、松田佳明

「トキを超えます」

私たちが提案した商品は、時代を超え
て歴史上の人物とお酒をたしなむことが
できる枡である。枡の裏にQRコードを印
字しスマホのカメラでQRコードを読み取
るとスマホの画面にAR技術を用いたア
ニメキャラの戦国武将が現れる仕組み
だ。
今回ご協力して頂いた大橋量器様の
会社が岐阜県大垣市にあるということか
ら大垣という土地に注目した。大垣市と
いえば、織田信長を討ち取った明智光
秀の出身の地であり、2020年の大河ド
ラマ「麒麟が来る」の撮影の地である
ため注目を浴びる土地であろう。大垣市
で販売するお土産として提案した。

歴史に興味がある人、大河ドラマの撮
影地となった場所ではどれくらいの経済
効果があるのか。商品化するにあたって
本当にニーズがあるのか、本当に大垣市
の観光客が増加するのかなど調べた。
また、私たちが行ったアンケートでは枡を
使ってお酒を飲んだことはないが機会が
あれば枡を使って飲んでみたいという人
は8割もいた。

本来の枡は、飲み口が厚く飲みづ
らかったため枡の内側を湾曲するよ
うに削り女性でも飲みやすい形にし
た。
また、明智光秀の家紋である桔梗の
花には、桔梗のきへんを無くして読む
と「更に吉」となり縁起に良いとされ
ていたため側面にてデザインした。

戦国ゲームの火付け役として、コー
エーテクモゲームズが販売した「戦
国無双」というゲームに目を付けた。
「戦国無双」とのコラボにより若い
人への枡への認知、新規顧客開拓
を狙いたい。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

お酒を楽しむという、枡本来の使い方にこだわったのはよかったが、もう一つのテーマに添え
られた「縁起」に関して苦労し何度も方向転換したのは、少し時間とパワーを浪費してしまっ
たかも。そのため最終案も詰めが甘い部分が目立ったが、しかし発想自体は評価したい。

枡技術と縁起を活用した商品

トキカケマス〔トキ×マス〕
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美販

クリアシート小物

撥水性や柔軟性など多様な優れた特性を持つPET・PP素材のク

リアシート。クリアシートの特性を生かし、購入した人に新しい価値や

喜びを届ける“もらってウレシいクリアシート小物ʡを提案する。

商品化は、様々なパッケージデザインで段ボールケースや化粧ケース

などの企画・製造・販売をトータルに行う「美販」が実施。
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0 3 0	 クリアシートサコッシュ

0 3 1	 ショウグラス

0 3 2	 ティーホルダー

0 3 3	 パッカーンパーカー

0 3 4	 あにまるクリーンボックス

0 3 5	 デコletter

0 3 6	 スマホCookingサポート

0 3 7	 ひもぴった

0 3 8	 BOXLab〔ボックスラボ〕

0 3 9	 0（クリア）

0 4 0	 くりあ神社

0 4 1	 かぶせーる

0 4 2	 くらべ～る観察キット

0 4 3	 出張型お絵描き教室

0 4 4	 TATEKAKE

0 4 5	 ポッチャリン袋
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大阪市立大学　小林哲ゼミ/髙田真之介、前田晃希、肥後菜留美

ありそうでなかった、謎解き×クリ
アシート

近年人気拡大中の謎解きゲーム。そん
な謎解きゲームを便利にするアイテムと
してクリアシート製のカバン、クリアシート
サコッシュを製作した。用途は2つ。ゲー
ム中に使うキットの入れ物として。また、
ゲーム内の謎そのものとして。メインの用
途だけでなく、荷物入れ自体を謎にして
しまうという、既存の代替品にはない意
外性を持った用途も加えることで差別化
を図った。謎解きとクリアシート、それぞれ
の可能性を広げる商品となっている。

謎解きゲームではゲーム開始後、参加
者が会場に用意されている問題用紙
やメモ用紙、筆記用具等のキットを持っ
て会場を探索する。会場内を動き回る
にも関わらず、両手がふさがってしまう不
便さに私達は着目した。自らのカバンを
ゲーム中に携帯しないことから、会場で
のみ使うカバンの必要性を拾い上げ、ク
リアシートでカバンを作ることにした。

A4サイズのクリアシート3枚を使用し、
A5サイズが余裕をもって入るサイズに
仕上げた。このサイズ感により、謎解き
キットが問題なく入る上、持ち運びに邪
魔にならないコンパクトさを実現した。
また、未使用時の収納利便性を考慮
し、組み立て式を採用した。組み立て
の容易さやフタの開け閉めのスムーズ
さを追求し、設計図に改良を重ねた。

謎解き運営会社様を取引先として想定し
た。
印刷したいデザインや必要な個数は、運営
会社様はもちろん、開催イベントによって異なる
ので、個別にアプローチする必要があった。
運営会社様には、安価なコストや、企画の新
規性・ユニークさを根拠とした顧客満足度
の向上を想定されるメリットとして提示し、販
売促進をかけた。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

クリアシートで作られたカバンを謎解きゲームというシチュエーションで使用するというアイデ
アは、クリアシートの透明性を活かし、耐久性がないという弱点を克服しており、よく考えられ
ていると思う。カバン自体を謎解きゲームのツールにするという発想も面白い。

クリアシート小物

クリコッシュ〔クリアシートサコッシュ〕
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関西大学　徳山美津恵ゼミ/浅居彩乃、下道未羽、中村直人

眼鏡を魅せて手間を省こう

この商品は、主に眼鏡をもつ30歳～50
歳の男女をターゲットとした、クリアな眼
鏡ケースである。この商品は、通常の眼
鏡ケースと違う点が3つある。①素材が
クリアシートであるため、中身が一目瞭
然である。②自分好みにアレンジできる。
使い方としては、室内での見やすい保
管の他に、車に乗るときに使うサングラス
を車の鍵と一緒に玄関に吊すことができ
る。これにより、サングラスを熱で痛めるこ
とがない。また、デザインがとてもシンプル
であり、組み立て式で、持ち運びにも便
利な商品となっている。

眼鏡使用者187名に眼鏡の購買場所
や保管方法についてアンケート調査を
行った。実際に使用者の声を聞くことも
でき、商品企画の一助となった。プロトタ
イプ制作において複数眼鏡店にヒアリ
ング調査を行ったり、設計の専門的知
識を持った方から協力を得ることができ
た。それにより、プロトタイプの強度は上
がり、使用シーンの拡大にも繋がった。

まず、シンプルで使いやすい構造を考
え、紐で開閉するものとした。はじめ
は強度が低かったが、専門家の協
力を仰ぎ、のりしろを付け、強度を強く
し、折りたためること利点とした上で
A4サイズに収まるように工夫した。紐
は取り外しを可能にすることでオリジ
ナルのケースを作ることができるものに
した。

商品を提供するにあたり、主にノベル
ティ配布での方法で考えている。そこ
で、激安眼鏡御三家と言われている、
JINS・Zoff・OWNDAYSの3社に私
達が開発した眼鏡ケースを営業する
ことを検討中だ。その他には、アパレル
ショップ・雑貨店・眼鏡ミュージアムの
イベントと取引先企業の拡大も視野に
入れて販売することを目標としている。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

眼鏡ケースの可能性に目をつけ、早い段階で実態調査やプロトタイプ作成を行ったチーム
である。秋カン後も積極的に動いた行動力のあるチームであった。ただ商品の肝となるター
ゲットや使用シーンが最後まで絞り切れず、企業にも強く提案できなかった点が残念である。

クリアシート小物

S a i r a〔ショウグラス〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/大倉稔成、近兼生慎、出上裕真

サッと使えてずっとキープ

ティーホルダーはティッシュをすぐに使い
たい人（風邪や花粉症など）をターゲッ
トとし、ティッシュを保護してたくさん持
ち歩くための製品である。この製品は、
ティッシュケースが5つで、1つはカバンや
リュックサックに装着用で、残りのマジッ
クテープの付いた4つがストック用であ
る。ストックを複数用意し、マジックテー
プを付けている理由はカバンの中でバラ
バラにならないためと、人によって必要な
ティッシュの量が違うので持っていく量を
調整出来るようにするためである。大きさ
は縦8.5cm、横11.5cmとなっている。

この製品を思いついたきっかけは、
ポケットティッシュをかばんに入れてお
くと他の物を入れたり、ポケットティッ
シュを出し入れしたりしているうちにグ
シャグシャになってしまったということ
があったからである。グシャグシャに
なったことのある人をアンケートで調
査してみたところ80%以上の人があ
ると答えた。

まず初めに紙でポケットティッシュが収
まるサイズの箱の展開図を作り、実
際にクリアシートを使って製作した。
カバンなどに吊り下げる方の箱では、
見た目とコンパクトさを重視しカードリ
ングを選んだ。ストック用の箱では、コ
スト面と粘着力の面からマジックテー
プに選んだ。

この製品の販売場所として選んだの
は、ターゲットとしている風邪や花粉
症の人がよく来るドラッグストアやポ
ケットティッシュが販売されている100
円ショップなどの店舗である。クリア
シートの特徴である透明性や加工
の容易さなどを生かして、自分好み
にマスキングテープなどを使ってカス
タマイズできることをアピールする。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

ポケットティッシュがポケットの中でぐちゃぐちゃになることを問題として、クリアシートを使い解
決に導くための商品開発に取り組んでいた。クリアシートでしか出来ないベネフィットをもう少
し追求できれば良かった。

クリアシート小物

京都産業大学クリアシート	〔ティーホルダー〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/金山昌太、田中杏佳、野田悦正

あなたのフードと自信を保つ

写真を見返した時にフードが型くずれし
てしまっている自分を見て後悔するという
軽い悩みや、フードの型くずれをダサい
と感じて人の目を気にして自分のオシャ
レに対する自信がなくなり、人前に立つ
のを怖がってしまうといった深刻な悩み
などを解決するためにこの商品が生まれ
た。すぐに崩れてしまうフードの形を、これ
を入れるだけで形を整え、常にボリュー
ムがある状態を保てる商品である。
透明でかつ軽いため、外からは目立つこ
となく、付けてる感じもないため気軽に装
着できるのがポイント。価格は200円程
度でお手頃である。

日常にありふれた、一部のシーンの
少しの違和感に意識を向け、私達
は写真撮影時にフードを整える人に
着目した。なぜ、フードを整えるのか、
観察とインタビューを繰り返し行うこと
で、フードの形は自分で崩れてしまっ
ていると認識する度に気になるという
ことに気がついた。

パッカーンパーカーは何度も検証を重
ね、変化した。こだわった点は組み立て
式であることと、ターゲットの理想のフード
の高さに仕立てることである。これらにこ
だわることによって、小売店の在庫の保
存のしやすさと、ユーザーの満足度の
向上を図ることができるデザインとなった。
さらに、不要な部分を削ることでコストダウ
ンにも成功した。

私たちはパッカーンパーカーを近畿大
学から全国へ展開したいと考えていた
ため、販売場所を近大通りの服屋に
決めた。販売促進には力を入れ、近
大生向けに近大picksというキュレー
ションサイトを使った。また、オシャレに
関心のある学生を惹きつけるために服
飾系の投稿をしているInstagramの
インフルエンサーに協力を要請した。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

日常生活に存在するクールとクールじゃない境目を見事に発見。プロトタイピングと検証を
繰り返していった。

クリアシート小物

とぅるとぅるファクトリー〔パッカーンパーカー〕
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駒澤大学　菅野佐織ゼミ/田中郁圭、古屋元康、鈴木皓人

クリアシートを使って環境問題を
解決する

ターゲットは子供（幼少期）や親子など
でこの商品のテーマとしては「商品に愛
着を持たせる」「環境問題への意識づ
けをする」「コミュニケーションの一環に
する」ことの3つである。また特徴として
は「キッドになっていてかつ5段階で組
み立て可能」「デコレーションができる」
「軽く持ち運び可能」「水洗い可能」
「動物の種類によって分別ができる」
の5つである。
小さい頃から環境問題に対して触れて
もらい、環境問題を知ることや行動を起
こすきっかけになるようにした。

近年、テロ対策や不法投棄などの
理由で公共のゴミ箱が減少してると
感じることやコンビニなどのゴミ箱にゴ
ミが集中してあふれていることやポイ
捨ての多さなどの現状から持ち運べ
るゴミ箱の必要性を感じ、まずは学
生を対象に定量調査、定性調査を
行った。

まずはクリアシートの素材の確認をし
て折りたたんで持ち運び可能なもの
をつくりはじめたがクリアシートの素
材の耐久性などの多くの問題、壁に
ぶち当たり、折り畳み式は断念して
洋服やバックなどにひっかけて持ち
運べるものをできるだけたくさん作り、
デザインも工夫した。

販売促進としては環境問題、特にプ
ラスチック問題を扱いかつこども向け
のイベントを行っている世田谷区・環
境政策部・環境計画課の環境エネ
ルギーラボというイベントに提案し、
地域から産学官連携で環境問題や
プラスチック問題を解決していくよう
にした。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らの提案はプラスチックを使いながらもごみ問題の解決を訴求するというパラドキシカルな提
案だったが社会問題に果敢に挑戦した点は大変評価したい。日本は社会問題の解決につ
ながるマーケティング提案が少ないので彼らの思想は教員自身も大変共感するものであった。

クリアシート小物

クリアシート小物〔あにまるクリーンボックス〕
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滋賀大学　山下悠ゼミ/野村晃洋、長谷川莉穂、柏木勇磨

作って楽しい!もらって嬉しいギフ
ト

封 筒と写 真 立てを合わせた「デコレ
ター」、敬老の日などに子供たちが自由
に装飾したものを手紙と共にプレゼント
し、その後写真立てに変形して飾る。も
らう側はもちろんのこと、作る側も何度も
納得いくまで貼り直すことで楽しさと達成
感が生まれる商品だ。また、お互いの距
離が遠くプレゼントを渡すことが難しい
時も、宛先を貼ってそのまま送ることが可
能。近年スマホの普及による写真のデー
タ化が進む中、今一度現物の写真と子
供たちからのメッセージを一緒に飾ること
で子供たちの成長をより感じてもらうこと
が出来る。

思いを届けるギフトを作りたいという願
いからターゲットとする祖父母世代の
人々にもらって嬉しいギフトについて調
査した。手紙や写真アルバムといった
手作りの物をもらうことが嬉しいという調
査結果とともに、孫と離れている祖父母
にとってはプレゼントを受け取る機会が
少ないという意見から封筒と写真たて
を組み合わせるアイデアが生まれた。

今回ターゲットとなる幼稚園児や祖
父母世代の人々に使ってもらうこと
を考慮して5つのプロトタイプを製作
し、安全性や構造面の追求を行っ
た。封筒の角を丸くすることや変形
過程をシンプルなものにすることでより
使いやすいものにすることが出来た。
また、試作品を実際に使ってもらうこ
とで検証調査を行った。

商品の目的上、ノベルティーでの販
売を主としている。幼稚園や保育園
はもちろんのこと、敬老の日や勤労感
謝の日などに子供たちを対象とした
様々なイベント団体への販売を検討
している。また、写真のデータ化によ
り衰退しつつある写真プリント業界
への貢献も期待している。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

秋カン・冬カンともに開催日当日の朝までスライド作成に勤しむなど、チームとしてまとまった
時間をあまり取ることができなかった。コンセプトは分かりやすかったが、検証的調査は不足
気味であり、もっとプロダクトの価値を高めることができれば良かったと思う。

クリアシート小物

Eve rybady〔デコle t t e r〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/草間凱斗、牧野有花、山根瑞貴

壁にピタッ!と快適cooking

スマホcook ingサポートは、クリアシート
の特徴である、タッチパネル操作が可
能・撥水性・透明の3点を活かし、料理
時のスマートフォン操作の煩しさを解消
するスマートフォンホルダーである。吸
盤を付属品とし、壁に貼り付けることで、
キッチンスペースを確保して欲しいという
ユーザーの声を取り入れている。スマー
トフォンを中に入れたまま操作が可能
で、様々な大きさのスマートフォンや、ケー
スに入ったスマートフォンに対応するた
め、幅の調整も可能になっている。

アンケート調査を行い、スマートフォンを
操作しながら料理をする人のうち、不便
さを感じたことがあると87%の人が回
答した。某有名料理サイト株式会社の
代表取締役の方に企画書を送り、ス
マートフォンの置き場所に不便さを感じ
るユーザーは多いと思うという回答をい
ただいた。そのため、この商品は料理を
する人に向けての需要があると考えた。

はじめは三角形のスタンドを作り、
ニーズに合わせてスタンド、平置きが
両方できるプロトタイプを作成してい
た。しかし、料理をする人に実際に
使っていただいたところ、キッチンに
置き場所がない、操作性が悪いとい
うご指摘をいただき、スタンド型をや
め、スペースを取らない壁に貼り付け
るつくりにした。

展開図がA4	サイズ1枚に収まるの
で、吸盤を付属品とし、料理雑誌に
挟んで付録としての販売を想定す
る。また、自宅での復習用として、生
徒にレシピと一緒に配布する料理教
室や、対象の食材を購入した人にノ
ベルティとして配布するスーパーマー
ケットを視野に入れている。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

家庭で料理をする際にスマートフォンを使用するユーザーに注目した点は面白いと思った。
撥水性・透明性というクリアシートの特性も生かされている。より観察を重ね、ユーザーに
とってより利用しやすいデザインに改善できると良かったのではないかと思う。

クリアシート小物

専大クリアシート班〔スマホCookingサポート〕
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/阿部愛海、中村花音、西澤絢乃

みえず	ほどけず	ハイセンス

この商品は、スニーカーに取り付けるだ
けで靴紐のほどけを防止するグッズであ
る。ファッションとしてスニーカーを履きた
いが、靴紐がほどけるのが嫌な人をター
ゲットとした。靴紐がほどけないグッズは
目立つことが多く、普段使いをするのが
難しく、スニーカーのもつ本来のファッショ
ン性を損なってしまうという問題があっ
た。しかし、クリアシートの透明であるとい
う利点を生かし、この商品は目立つこと
なく靴紐のほどけをを防止することができ
る。また、価格面でも既存商品を大きく
上回る安さを実現した。

近年、ファッションの一部としてスニー
カーを履く人が増加している。しかし、
多くの人が日常的に靴紐のほどけに
困っている。靴紐ほどけ対策の既存
品は存在するが、装着していることが
目立つため、普段使いしにくい。実際
に、大学生71人に調査したところ、
76%の人が既製品に代わる靴紐ほ
どけ対策商品がほしいと回答した。

クリアシートの利点である、透明・軽
い・変形の容易さを活かし、見えずに
靴紐のほどけを防止する商品を目指
した。どのタイプのスニーカーにも対
応できるサイズ感や靴紐を綺麗な形
で残すデザインにし、出来るだけ靴
紐を結んだ時にクリアシートの部分
が見えないよう設計した。

まずB	 to	 Bを営業活動とすることで
企業に製品を理解してもらい、顧客
への共同販促につなげる。またB	 to	
Cを便利雑貨雑誌への掲載や店頭
チラシ、取扱店舗のオンラインサイト
への掲載することで顧客への認知を
広げ、店頭や雑誌にて購入してもら
えるように促していく。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

ファッション性を意識した商品である。探索的調査で糸口を見つけるまで苦労したが、試
作品作成、検証的調査において積極的に動くことができた。BtoBtoCの最初のBへのア
プローチに時間がかかり、確実性を積み上げることに不足した点が悔やまれる。

クリアシート小物

高崎経済大学佐藤ゼミナール　くりぼうや〔ひもぴった〕
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日本大学　水野学ゼミ/小笠原めぐみ、栫沙佳、中西美奈

4つのリンクが叶う!おもちゃ+コ
ミュニケーションツール

透明なPETシートと身近なスマホをリ
ンクさせ、様々な影遊びができる商品
「BOXLab」。PETシートに書いた絵
とスマホを本商品に入れ、スマホライトを
つけて映った影を楽しむ。その影と現実
をリンクさせ、白い洋服に影を写して遊
ぶ洋服着せ替えや、自分が影に入るIN
アートなど遊び方は無限大に生まれ、親
子や子供同士をリンクさせるツールにも
なる。
日常で見つけた"影"から発想し、面白さ
と新しさを追求したこのボックスラボは、
遊び心溢れるチームの良さを"クリア"に
出すことができた。

クリアシートは"透明"だからこそ、光を通
し"影を映す"事に気づき、影に注目し
た。年長の子供の親から「子供だけで
遊ぶ事が増え、実は寂しい。」と聞き、
身近なスマホと影を組み合わせる事で
親子の絆が深まると考えた。実際に遊
んでもらうと親子に加え子供同士の絆
も深まり、更には子供達が自ら様々な遊
び方を生み出していく様子も発見した。

影を生み出すにはどんな形が最適なの
かを、様々なプロトタイプを作成して検
証した。その中でも安定感のある箱型
に決定。ターゲットである子どもに実際
に使ってもらうことで、持ちやすさや使い
やすさなどの問題点を発見し「サイズ
の変更」「スマホがズレない工夫」「箱
の補強」などを行った。PETシートでし
か出来ないこの商品が生まれた。

ボックスラボは、「親と子」「子と子」のコ
ミュニケーションが重要であることから、
顧客参加型の親子イベントやワーク
ショップにて販売する。中でも、子供の
参加型劇を行う"劇団"のワークショッ
プを使って、子供同士の交流で新た
な遊び方を無限大に引き出せるだろ
う。また、本商品での演出を加えた劇も
作成し、更なる販売促進も期待できる。

指導教員
水野学先生
からのコメント

コンセプト、販路、プロモーション。どれをとっても斬新なのだが、この商品の素晴らしさを説
明するのはそこではない。それは実際に試作品で遊んでくれた子供たちが、たくさんの手書
き応援メッセージを作ってくれたこと。市場規模より顧客の笑顔。これこそSカレ商品だ。

クリアシート小物

凸凹フレンズ〔BOXLab〔ボックスラボ〕〕
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法政大学　杉浦末樹・窪寺暁ゼミ/村澤舞、堀井梨央、末冨美空

ストレスもシワも"0（クリア）"に就
活

ストレスなく、ワイシャツを持ち運ぶことの
できるケース。遠方での就活、部活後
の面接、など様々な場面でワイシャツを
持ち運ぶ就活生のストレスを減らしたい
という想いが込められた本商品。クリア
シートの特性を活かし、多くの人が気に
している襟のシワをつけない構造にした。
また、就活バッグに入るサイズで、使う時
も使わない時もコンパクトに持ち運ぶこと
が可能。ノベルティとして配布をすること
で多くの就活生の手に渡りやすくなって
いる。就職活動で多くのストレスを抱えた
方に向けた、もらってウレシい商品だ。

ワイシャツを何にも入れず持ち運ぶとし
わくちゃになる、という体験と、就活活
動の際ワイシャツが綺麗でないと面接
も不安になるという意見に着目し、就
職活動の際のストレスを"少しでも"減ら
したいという想いを込めて制作を始め
た。実際に就活生125人に就活活動
で気にしていることについて聞いたとこ
ろ、4割近くが身だしなみと答えている。

クリアシートの特性の湾曲する、軽
い、の二点を活かした。湾曲すること
で襟を覆え、競合商品にはない襟の
キープ力を実現した。また、約A5サ
イズでワイシャツを持ち運ぶことが可
能で、使わない際も軽々コンパクトに
持ち運ぶことができる。検証的調査
の結果、2日間持ち運んでもシワをつ
けず持ち運ぶことが出来た。

スーツ会社など、就活生にPRをした
い企業に自社の広告が印刷された
本商品を購入していただき、人材会
社の就活イベントで就活生に来場
者特典として配布する。この販促によ
り、本商品が多くの就活生の手に渡
る。また、ノベルティ展示会に出展す
ることで、さらなる販路獲得だけでな
く、認知度拡大を図る。

指導教員
杉浦末樹先生
窪寺暁先生
からのコメント

就活生の視点から、ワイシャツを持ち運ぶ就活生というターゲットという、学生らしい新たな
ニーズを発見できたと思う。常に消費者目線に立ち、課題の通りもらってウレシいクリアシー
ト小物を制作できていた。

クリアシート小物

くらるて’〔0（クリア）〕
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法政大学　西川英彦ゼミ/金丸莉央、園田純平、中野広大

日本を感じて思い出の一枚を

クリアシートと神社を掛け合わせて「くり
あ神社」。本商品は、神社で使用するイ
ンスタ映えするフォトフレームである。神
社で写真を撮る際にフレームのようにか
ざして神社を背景に写真を撮影する。ま
た、御朱印帳のサイズに合わせ、普段は
しおりとしても使える。季節ごとに見え方
の違う写真を楽しんでもらえるよう、伝統
行事ごとに違った柄を展開した。神社
側の若者にもっと伝統行事に触れてもら
いたいという思い、消費者のもっとインス
タ映えする写真で楽しみたいという思い
に寄り添った商品である。

調査の中で神社の宮司さんに話を
聞く中で「最近の若い人たちは伝統
行事にあまり参加してくれない」とい
う声があがった。若者と神社をつな
ぐツールとして、流行のIns tagram
に注目し、実際に20代ユーザーに話
を聞くと、神社では「インスタ映えする
写真、その季節にしかないものを写し
たい」という声に出会った。

クリアシートの中に日本の伝統行事
のシルエットをくり抜いた紙を入れ、
背景にかざすと映える写真が撮れる
ように仕上げた。表には和の模様を
採用し、裏には行事ごとの豆知識を
添え、映える写真を撮ることを通して
日本の行事について知ってもらうデ
ザインにした。

本商品は日本の伝統行事を伝え続
けている神社でのノベルティが適して
いることから、神社の行事で配布す
る。東京都神楽坂にある赤城神社
様とは販売が決定していた。また、
東京都のすべての神社をまとめてい
る東京都神社庁のご協力で、都内
1400の神社に本商品を提供し、認
知拡大を図る予定であった。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

とても緻密に設計された、秀逸な企画だ。若者の「インスタ映え」を梃子に、若者の伝統
行事への態度を変えるものだ。古典的条件づけの効果をもたらす可能性をもつ。しかも、
Instagramで投稿・シェアされることで、その影響は他者に伝搬する。

クリアシート小物

C l e a t o r〔くりあ神社〕
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/茂野亜美、中島侑人、間立直樹、望月恭介

植木鉢にかぶせて、雨風、害虫
から守る

様々な大きさの植木鉢に対応できるよう
に、3つの異なる大きさのかぶせーるが
あり、既存の植木鉢にかぶせて使用す
る。断面に小さな穴をあけ、通気性を良
くし、上の面を開閉可能にして水をあげ
られるようにする。クリアシートで囲まれて
いるため風や害虫、鳥などから植物を
守ることができる。また、クリアシートは透
明であるので、植物に必要な光合成を
邪魔せずに育てることができる。汚れてし
まっても洗うことが出来るので、繰り返し
使うことができる。

家で育てていた植物が害虫に所々
食べられてしまっているのを見て防げ
ないか、植物をできるだけきれいな状
態で保たせたいということで考えた。
また、家で植物を育てる場合、虫が
家に入ってしまうことが嫌だ、気になる
という意見も多く、これがを一気に解
決できるものはないかと制作した。

クリアシートの透明という点を活かし
植物の成長を妨げない植木鉢をコ
ンセプトに始まった。試作品の段階
ではクリアシートで作った箱の中に
土を入れ育てることを想定していた
が、水やりの面から上にかぶせるの
はどうか、という意見をいただき、既
存の植木鉢にかぶせるタイプのかぶ
せーるに変更した。

独立した花屋に行く人の割合は大
型ショッピングモールなどの中にある
花屋に行く人の割合の方が高い。な
ので、実際に花を買ったお客さんに
ノベルティーとして配布し、かぶせー
るを知ってもらう。そして実際に使って
いただいたお客様から感想や意見
をいただき、SNSのハッシュタグ付き
投稿を促し商品の拡散につなげる。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

アイデアがたくさん出て困っているようだった。一つのアイデアをブラッシュアップしたり、ア
ピールする方策を改善したりする可能性がなかったのか、ターゲットが望んでいる本質は
何かなど、もう一度各自で振り返ったらいいと思う。

クリアシート小物

かぶせーる〔かぶせーる〕
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目白大学　長崎秀俊ゼミ/安田茉優、江藤良恵、松井英里、矢吹瑞生

一目でわかる体験型自由研究

くらべ～る観察キットは子供と自然が触
れ合うきっかけづくりを行い、学ばせるこ
とを目的とした観察キットである。この商
品の特徴は比較しながら観察出来るこ
とである。全面透明な為、一目見ただけ
で違いを理解することが出来る。また、比
較基準を自由に設定できる為、モノを見
る力が養われる。自然との関わりが減少
している現代に向けて、私達は教育を
絡めた新しい学びを提供する。くらべ～
る観察キットを使用してもらうことで、親
子の会話の時間を増やす。そして多くの
発見と体験を子供達に実感してほしい
と願い提案した商品である。

教育の観点からどのようなことが求めら
れ、必要とされているのかを詳しく知る
ために小学館技術編集部の方にお話
を伺った。その結果、子供たち自身に体
験させることが重要だと気づくことができ
た。また、児童館や小学校にも足を運
び検証的調査を行った結果、子供た
ちのニーズや使用場面などについて意
見を伺いプロトタイプの改善を図った。

コンセプトを元にターゲットに寄り添った
プロトタイプを制作。小学校や児童館の
先生方に意見を頂き、使用場面につい
てヒアリングを行った。また実際に小学生
に使用してもらった感想を参考に上下
で比較できるよう試作品を改良し使用
方法の幅が広がった。さらに蓋を取り付
けることで持ち運びやすく改良。試行錯
誤を重ね納得のいく製品を制作した。

出版社や小学校への訪問調査から
体験と学習には高い関連性があるこ
とが分かった。以上を踏まえ、子供向
け教育雑誌の付録や自然観察会、
小学校での利用を提案した。これら
BtoBtoCによる販売は、体験を通じ
て高度な学習が得られるだけでなく、
今までにない新たな学習教材として
販売の可能性を広げられると考えた。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

秋カンでは優勝争いに割り込む大健闘をみせ、冬カンに向けて更にモチベーションを上げ
て取り組んでいた。自らの企画案の精緻化は勿論のこと、競合ゼミ資料の傾向分析や、選
考委員の方々のコメントの真意にも迫ろうとしていた。本当に多くのことを経験したと思う。

クリアシート小物

Myme（マイミー）〔くらべ～る観察キット〕
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立命館大学　吉田満梨ゼミ/西村桜子、北橋渚、稲原豊、芝原太一

子供の笑顔や成長が「クリアに
見える」サービス

これは、子供にクリアシートに絵を描いて
もらい、それと一緒に写真撮影をし、クリ
アシートはアルバムにして、保護者に渡
すという一連の流れを提供するサービ
スである。人が求めることが、モノからコト
に変化してきている現代の流れをくみ取
り、サービスという形にした。皆さんは、
子供の頃に感動したことは今でも強く記
憶に残っていないだろうか。だからこそ、
子供がワクワクできる環境を私たち大人
が作っていく必要があるのだ。

はじめは、「写真を撮るときに子供の
目線が合わない」という1人のお母さ
んの悩みに焦点を当てた。現代は子
育てにおけるスマートフォン利用が拡
大してきていること、子供はお絵描きが
大好きなこと、子供は自分の感情をうま
く伝えられないということから、スマホを
使い、子供に情報発信手段を与えつ
つ、興味を持ってもらえることを考えた。

私たちは実際に大学の近くの保育
園を訪れ、園長さん、社長さんとお
話しをし、サービスのヒントを得ること
が出来た。子供が飽きることの無いよ
う、クリアシートに色を付ける、形を変
える、などレパートリーを豊富にした。
毎月のイベントに関連した絵を描い
てもらうことで、感受性の向上も狙っ
た。

また、サービスにおいて美販の社員
ではなく、保育専門学生をボランティ
アとして採用する。子供にとっても親
しみやすく、学生も保育現場の現状
を知ることができ、両者にとってメリット
となるからだ。そのため、幼稚園など
のホームページでの訴求、SNSでの
拡散、写真投稿コンテストを実施し、
知名度を高める。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

小さな子どもをターゲットとした商品提案だったが、実際に保育園を訪問してコンセプトの
検証やピボットを行ったことで提案の方向性がより明確になった。仕組みとして成立させる
難しさがあったが、顧客価値自体には自信を持てた企画だったのではないかと思う。

クリアシート小物

C l e aR〔出張型お絵描き教室〕
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山口大学　藤田健ゼミ/宇髙稜、青木千紘、新田恵美子

あなたをサポート、快適メイク

１人暮らしの女性は、１つの机で食事・
メイク・勉強を行うことが多い。液状のも
のが溢れてしまったり、マスカラなどが飛
び散ってしまうなど、机の上が汚れてしま
うことは困ったことだ。そこで、こうした問
題を防ぐために、本商品を開発した。商
品は２つの部分に分かれている。１つめ
は立てかけ部分である。ここは棒状のメ
イク道具を立てかけて倒れないようにす
る。２つめはシート部分である。ここは、机
に汚れがついてしまう化粧品を仮置きす
る。こうした仕掛けにより、多くの女性に
喜んでもらえる快適メイク商品ができた。

私たちはメイクシーンに着目し、女子
学生5名のメイクを観察した。その中
の１名が大量のティッシュを机の上
に敷いていた。この事実から、机のメ
イク汚れを気にする人がいることが
把握できた。その後、山口大学女子
学生50名にアンケートをしたところ、
半数以上が机の上でメイクをしてい
ることが明らかになった。

本製品の立てかけ部分とシート部分の
形状を確定させるため、ユーステストを
繰り返した。その過程でユーザーの声
をくみ取り、立てかけ用のくぼみの数や
シートの大きさを適宜変更した。また、
ユーザーの「収納しやすい形状にして
欲しい」という声を受け、A4サイズに折り
畳むことができる構造に変更した。その
結果、商品の収納問題も解決できた。

私たちの活動に協力してくださる販売店
とともに、山口大学学生を対象としたメ
イクセミナーを企画。大学生をメイクセミ
ナーに招待し、ブランドロゴの入った本
製品を渡すことで、製品とブランド双方
の認知度向上を狙う予定であった。こう
した実績を積み重ねることで、販売店の
責任者が集まる会議で成果を公表し、
県内全域での展開を企図していた。

指導教員
藤田健先生
からのコメント

私はいま、カノンを聴きながら、この文章を書いている。彼・彼女らは、カノンのように美しく
ハーモナイズされたチームだったのか、カノンのように完成された商品を世に送り出せたの
か。能力はあるのに、本気にならなかったのではないか。少し残念に思う。

クリアシート小物

カノン〔TATEKAKE〕
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/加藤都、上坂理奈、下田温美

貯金箱に変身!貯めて学べるワ
クワクポチ袋!

子どもに貯金のきっかけを手軽に与えら
れる商品。親がお年玉を入れてポチ袋
として渡し、もらった子どもが貯金箱に組
み替える。付属のシートは親子で一緒に
貯金の目標やルールを考えられるものに
した。ペンやシールを使ってデコレーショ
ン出来るので自分だけのオリジナル貯
金箱を作ることができる。
ポッチャリン袋はクリアシート素材の良さ
である「透明」や「柔軟」を生かして、子
どもが楽しく貯金に取り組める工夫を施
した。
手軽で楽しい金融教育を実現したいと
いう想いから生まれた商品である。

金融教育の重要性が高まっている現
代、家庭での金融教育に注目した。小
学生の保護者へのアンケート調査で、
貯金に取り組ませたいが取り組めていな
い親が7割ということを発見。そこで、子ど
もの金融教育について専門家へヒアリン
グ調査を実施したところ「お年玉といっ
たお金を手にする機会が金融教育を行
うチャンスである」というヒントを得た。

クリアシートの透明性を生かしモチベー
ションアップを図るため、高さが出やす
いように底面を小さめに、マーク付きの
目盛りをつけることで到達した際に塗っ
て達成感を味わえるようにした。付属
シートは専門家の意見を反映して計
画的に貯金出来るよう工夫。実際使用
した親子からは「お手伝いをしてお金
を貯めていた」などの声をいただいた。

最終消費者だけでなく、ノベルティと
して使ってもらう銀行や金融教育を
行う団体、店頭に置いてもらう小売
企業へもアプローチする。その際、新
聞やテレビなどのメディアに取り上げ
てもらうパブリシティを行い、認知度
拡大を狙う。既に、わかやま新報と毎
日新聞社では記事化に成功した。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

行動力抜群&アイデア豊かな3人組。こどもの金銭教育に悩む親をターゲットに、大きなお
金を手にするお年玉を活用する商品「ボッチャリン袋」。クリアシートという素材の透明性を
活用し、子どもの貯金へのモチベーションをアップさせた仕掛けは優れている。

クリアシート小物

cLea t en〔ポッチャリン袋〕
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DHC

人生がより充実する旅雑貨

DHCのファッションˍインナーウェア部門にて、人生100年時代と

言われる現代を、楽しく、豊かに、そして健康に過ごせるような旅・行

楽商品を新シリーズとして立ち上げる。新シリーズ立ち上げにあたり、

『キャッチーなシリーズ名』と新シリーズデビュー時に発売する旅・

行楽雑貨について、学生らしい切り口で提案をする。

商品化は、化粧品・健康商品・ダイエット・ファッションなど、あらゆる

事業から女性の美と健康を支えている「DHC」が実施。
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0 4 8	 服ぴったんバッグ

0 4 9	 満足度up!おみやげマルチバッグ

0 5 0	 取り出し楽チン旅ともリュック

0 5 1	 かぶりーな

0 5 2	 3way	×	ポケバック

0 5 3	 キャリーのように開く!トラベルリュック

0 5 4	 姿勢ケアリュック

0 5 5	 足すっぽりんケット

0 5 6	 バッグdeフットレスト

0 5 7	 2快パジャマ

0 5 8	 あっしゅclean

0 5 9	 かんたん着圧!レッグウォーマー

0 6 0	 手袋付きマフラー

0 6 1	 ロールパジャマ

0 6 2	 腸（超）スッキリはらまき

0 6 3	 ホっと快適らくりんぱ
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大阪市立大学　小林哲ゼミ/天川佳奈美、大道和輝、金佳妙、丸山智寛

賢く、旅上手を実現したい女性
に

この商品は手提げ型で、服を入れる専
用スペースとその他の小物を入れるス
ペースに分かれている。これにより、服の
上に小物類を置くこと、小物類を探して
出す過程で畳んだ服が乱れてしまうこ
と、の2点を防ぐことができる。また、服専
用スペースは、プリントを挟んで整理する
ファイルのような構造である。服を綺麗に
畳んだ状態で、バッグにプリントを入れる
ような形で縦に入れ、仕切板で挟み、そ
の挟んだ圧力で服にぐちゃぐちゃじわが
つくことを防ぐ。さらに、このような構造によ
り、小さいサイズでも十分な収納力があ
る。

旅を快適にするというコンセプトの上
で始まり、調査を進めていく上で、旅
行中のカバンの中でつく服のしわに
悩んでいる女性がいることが分かっ
た。そんな彼女たちの悩みに着目し
た構造のカバンを作るべく、私たちは
今回、バッグの中の「整理」に着目し
た。

生地は軽くて丈夫なキャンバス生地
を使用。カバンを肩からかける・腕に
かける・手に持つ様々な使用シーン
を想定し、持ち手の長さを絶妙に調
整した。明るい色の服を選ばなくなっ
てくる世代でも気持ちは若くありたい
という願いを元に今回カバンの色を
赤で作成した。

ターゲットをDHCユーザーである40
代から50代女性に設定した。販売
チャネルがDHCカタログであったた
め、紙面を見て一目で商品の良さ
が伝わるよう工夫した。商品の1番の
ポイントである「服ぴったん構造」を
写真付きで分かりやすく説明した。ま
た、情報を載せ過ぎないようにシンプ
ルなデザインにした。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

小旅行用の旅行カバンに対する顧客の悩みを的確に捉え、それを解決するために、洋服と
その他のものを分け、洋服を個々収納する専用スペースを作るというアイデアはなるほどと思
う。カバンとしての完成度（デザイン性）が高まれば、さらに満足度があがるであろう。

人生がより充実する旅雑貨

チームしろたん〔服ぴったんバッグ〕
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関西大学　徳山美津恵ゼミ/横村遥香、坂田陸哉、大仁穂香

これ 1つでおみやげ E n j o y	
LIFE

この商品は、おみやげ専用エコバッグで
ある。大きな特徴として、スケトるん、冷え
ひえキーパー、しわトリコがある。スケトる
んは、バッグの側面の一部が透明であ
り、バッグの底の部分にあるお土産が見
えるようになっている。冷えひえキーパー
は、冷蔵商品専用スペースのことであ
る。最後のしわトリコは、小分け袋専用
ポケットである。これで、小分け袋がくちゃ
くちゃになる心配がない。他にも、肩への
衝撃を和らげるクッション素材の持ち手
であったり、使わない時は、折りたたんで
持ち運ぶことが可能となっている。

ターゲット層である40代から50代女
性のお土産事情を知るため、手荷物
観察調査、ヒアリング調査を行った。
調査の結果、ターゲット層はサラリー
マンや学生と比べより多くのお土産を
持っていることがわかった。お土産の
大きさや重さなどの詳細を知るため、
インタビュー調査も行い、旅先でつい
つい買ってしまうお土産に着目した。

試作品としては既存の商品をベースに
私たちの商品の機能を付け加えた。特
徴として普通のお土産入れとは別に保
冷部分を作成、小分け袋を綺麗に保
つため小分け袋用ポケットを作成、買っ
たお土産を確認できるスケルトンを使用
した窓を取り付けた。加えて、肩への負
担を和らげるクッション素材の持ち手とコ
ンパクトに持ち運べるように工夫をした。

D H Cの場 合 、販 売 方 法がD H C
から設定された販路である会報誌
『DHC	 	 Sty le』での掲載であった
ため販売場所などは考える必要はな
く、誌面デザインが重要視されてい
た。私たちの商品のこだわりである3
つの点を大きく載せ、この商品の特
徴や魅力が伝わるようにした。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

ターゲット層に対する新幹線駅での行動観察によって発見された「お土産を買いたい、け
ど荷物は嫌」というニーズを、うまく商品化してくれたのではないだろうか。プロトタイプの改
善をあと数回重ねることができれば、更に良い商品になったのにという点が残念である。

人生がより充実する旅雑貨

t o r i c o〔満足度up !おみやげマルチバッグ〕
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/松尾美早紀、野村宗平、宇田直人

あなたの旅に共にして、ストレスフ
リーで楽しい旅行を。

旅行のときの取り出しにくさによるストレ
スを解消してあげたい。そんな思いで生
まれたのが、サイドポケットとサイドスリット
チャックのついた「取り出し楽チン旅とも
リュック」である。旅行時に両手が空く
リュックサックを持っていくのは便利だ
が、必要なものを全部リュックに詰め込
むので、必要なものがぱっと取り出せるよ
うにどうにかしてほしいという消費者の想
いも詰め込まれている。いつも頑張る大
人の女性たちが旅行をするときに共にし
て、ストレスなく旅を楽しめるような商品で
ある。

観光地に調査したときに、リュック
サックとショルダーバックの二つを
もって観 光している女 性たちが多
く、リュクサックは便利だけれど、取
り出すのが面倒だからという声を聞
いた。実際に、リュックサック使用者
で、荷物の取り出しにくさを感じてい
る人は二人に一人であった。

旅行中の動作を考慮しながら、取り
出しやすさについて考え抜き、背負っ
たまま横から小銭やカードの小物が
取り出せるサイドポケットや肩紐を外
すだけで中身が大きくみえるようにサ
イドスリットチャックを施した。詰めた
荷物を一気に取り出せるようにカバ
ンの口は大きく開くように製作した。

本 商 品はD H Cの会 報 誌である
DHCs t y l eやDHC公式オンライン
ショップで販売されることから、サイドポ
ケットやサイドスリットチャックの使い方
とその説明、リュックサックの中身がよく
わかるように内部に備えられたポケット
を図説で行う。ターゲット層のモデルを
起用して、旅行時での使用場面を載
せ、実感がわくように誌面展開を図る。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

「取り出し楽チン旅ともリュック」は、旅先の消費者ニーズは勿論、日常使いの消費者ニー
ズも捉えた、優れた商品である。試作品の完成度も大変高かった。異なる才能をもつ3名
のチームワークも素晴らしかった。Sカレでの経験を就活、将来の仕事に活かしてほしい。

人生がより充実する旅雑貨

旅サポート隊〔取り出し楽チン旅ともリュック〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/瀬川このみ、藤岡聖也、村上大誠、山下すみれ

旅の恋人～時間を有意義に～

100cm×40cmのフード付きタオルであ
る。素材は、吸水性や速乾性、軽量で
あることが特徴であるマイクロファイバー
を使用する。フードの取り外しが可能で
あり、タオルの端にボタンをつけ、サイズ
調節ができるので、誰にでもフィットする。
カットパイル仕立てにすることで、髪が絡
まりにくく傷みにくい作りにする。また、旅
のもう一つの悩みである荷物が多くなる
ことを考慮し、フードにまとめてたたむこと
ができるのでコンパクトに収納できる。

宿泊先で髪を乾かすときの悩みに着
目した。ドライヤーの風力が弱いこと、
ドライヤーの台数が少ないこと、髪が
パサパサになること、100円5分など
の制限があることが挙げられる。髪を
乾かすのに時間がかかってしまうスト
レスの軽減や、髪を美しく保っていた
だきたい思いから商品開発をした。

ご家庭の洗濯機でも洗えるマイクロ
ファイバーを使い、取り外し機能を付
加するのにボタンを付けた。コンパク
トに収納するため、タオルにガイドライ
ンをいれ、それに沿ってたためるよう
にした。ロングの人や髪の多さが気
になる人でも簡単に巻けるように、長
さを試行錯誤した結果、10 0 cm×
40cmで作成した。

DHCs t y l eの紙面で紹介する。悩
みを共感してもらいやすくするため、
シーンをイラストなどで表す。実際に
使ってみて本当に髪の乾きが早いの
かの検証結果や、使ってみた感想
を載せる。読みやすくするために説明
をだらだら書くのではなく、メリットを大
きく書く。使用方法を分かりやすく可
愛いイラストで紹介。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

商品自体がやや地味でベネフィットをしっかりプロモーションできるかどうかが実用化の鍵に
なっていたものと考えられる。吸水性のテストができれば良かった。

人生がより充実する旅雑貨

メイプル〔かぶりーな〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/片山詩音、山口真奈

大人の女性へ!無駄なく賢くス
マートな旅を叶える旅鞄

旅先ではミニショルダーやトートバック、
お土産用バックなどのサブバックを持っ
ていきたいが、利用シーンが限られると
思うと持っていきにくい。そんなお悩みを
解決してくれるサブバックが、「3way	×	
ポケバック」である。
鞄のポケットとして忍ばせておき、利用
シーンに合わせて簡単に形を変えて使う
ことができる。ガイドラインに合わせて折り
たたむだけの手軽さが特徴である。
急な雨でも心配せずに使える撥水性と、
ツイル地ならではの高見えする光沢感を
兼ね備えた生地で、大人の女性の旅に
ピッタリの鞄である。

インタビューで、4人に1人が旅行鞄の
使い勝手の悪さに不満を感じている
ことを知り、旅行鞄の悩みについて街
頭調査を行った。30－50代女性が、
機能性や多様性を重要視しているこ
とに着目し、競合商品との差別化を
意識して商品を開発した。また、鞄製
作のプロの方の元に何度も足を運び、
アイデアのブラッシュアップを行った。

最終形まで、6回の試作品制作を
行った。鞄自体の機能面だけでな
く、生地の機能性や質感にもこだわ
るため、生地屋に足を運び、繊維会
社にも問い合わせた。1番こだわった
のは、1枚の布から複数の形へと変
化できる鞄の構造である。この構造
は、コスト面においても実現可能性
を高めるポイントとなっている。

DHC	 styleに掲載する紙面を考案
するにあたり、いかにわかりやすく、興
味を持ってもらえる紙面であるかに注
意した。実際の1日の旅行シーンを
イラストで載せることで、旅先での利
用シーンをイメージしてもらいやすくし
た。また、写真で「3way	×	ポケバッ
ク」のある時ない時を対比すること
で、使い勝手の良さもアピールした。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

ペルソナ設定、観察調査、問題の特定そして解決のデザイン思考がうまく活用された企画。
単なる製品ではなくその使用を通じた体験がしっかりとデザインされている。それも旅行の時
間経過と共に変化する問題をうまくすくい上げているところが見事。最高のチームワーク。

人生がより充実する旅雑貨

とらべるん〔3way 	×	ポケバック〕
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神戸大学　宮尾学ゼミ/奥村優奈、九津見萌、中川遥、吉倉菜央

旅の始まりから終わりまでずーっ
と活躍

リュックは身軽で便利な一方、整理整
頓しにくい。そんな悩みを解決するのが、
この「キャリーのように開く、トラベルリュッ
ク」。キャリーケースのように横向きにガ
バッと開けられることで、一目で物がどこ
にあるのか分かり取り出しやすい。また、
リュックであるため膝の上でコンパクトに
開けることができる。その上、キャリーケー
スの中に入れることができたり、荷物が増
えてもキャリーケースから出して対応でき
る。旅の始まりから終わりまでずっと活躍
してほしい、そんな私たちの思いが込め
られたリュックである。

荷物がどうしても多くなってしまう旅行
で、リュックの中が物でごちゃついて
しまい、取り出したいものが見つから
なくなるという悩みに着目した。そこで
キャリーケースの開き方から着想を
得て、横向きに開くことができるトラベ
ルリュックを考案した。

本商品の最大の特徴である“がばっ
と開く! "を実現させるためにファス
ナーのつけ方にこだわった。その他に
も5つのポーチやメッシュポケットなど
使いやすさを重視して仕上げられて
いる。また、女性が旅行中にわくわく
できるよう、中身のデザインをドット柄
にし、機能だけでなくデザイン性にも
工夫を凝らした。

ページ上部に漫画を載せ、リュックの
ごちゃつきに悩んでいる人に誌面を
読み込んでもらうきっかけにする。旅
行の流れに沿って商品を紹介するこ
とで、実際の使用シーンを読者にイ
メージしてもらう。紙面での販売とい
う強みを生かし、写真を多用すること
でポケットや仕切りなどのこだわり部
分を詳細に説明する。

指導教員
宮尾学先生
からのコメント

冬カン2週間前に1からプランを立て直すなど,最後までハラハラさせられた。とはいえ,初期
の調査から一貫して顧客の事を考え,粘り強くに課題に向き合ったのが良い成果につな
がった。きちんと会議の議事録を作ったり,クラウドで情報共有したりしたのも良かった。

人生がより充実する旅雑貨

チームRokko〔キャリーのように開く!トラベルリュック〕
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駒沢大学　菅野佐織ゼミ/尾崎夏海、西村彩花、森翼、LEE

姿勢改善で肩こり予防	多収能
の旅行用リュック

この商品はDHCの顧客層の40～60代
の女性の健康の悩みである肩こりから
考えたリュックである。背もたれは美しい
姿勢の形であるS字型のクッションで、
持ち手には姿勢矯正ベルトが取り付けら
れていいる。これらによって普段より美し
い姿勢でリュックを背負うことができる。ま
た、中身は背もたれ側に重いもの、背も
たれより遠くに軽いものを入れるようにす
ることによってもっと持ちやすくなる。楽し
い旅行だからこそ荷物の重さで肩こりに
悩まず、美しい姿勢で旅行を楽しんで欲
しいという気持ちから考えた。

自分たちとは離れた年代に向けた商
品開発だったため持ちやすいリュック
とは何か、どうすれば肩こりの予防に
なるのか自分たちでリュックを背負っ
てみたり、母親に聞いたりたくさん調
査をした。調べてきて姿勢の悪さが
肩こりの原因の一つであることわか
り、姿勢改善ができるリュックの開発
に取り組んだ。

試作品制作にあたって私たちは既存
の商品だと自分たちが入れたい機能
を付け加えることができないため一から
リュックを作成した。
リュックはミシンを使って制作して、背も
たれのS字型と持ち手部分はクッショ
ンを買って形を作った。また既存商品
の姿勢矯正ベルトの紐が短かったた
め紐を付け足し、調整しやすくした。

販促場所は、DHC会員様に毎月届
けられる会報誌『DHC	 sty le』であ
る。ポイントである背面部分や持ち手
部分、中の仕切りの構造を載せ、こ
れらが姿勢矯正に繋がると伝える。ま
た実際に姿勢矯正リュックを試しても
らった際の「姿勢が良くなった」とい
う声や写真を載せることで、このリュッ
クの効果をアピールすることができる。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らの提案は紆余曲折はあったが、最終的には40～60代女性をターゲットとした姿勢矯
正機能のある旅用のリュックの提案であった。姿勢矯正グッズは数多あるものの、リュックで
姿勢矯正ができるなら一朝一夕である。もし商品化されたらぜひ私も買いたいと思っていた。

人生がより充実する旅雑貨

駒澤大学　旅雑貨開発班〔姿勢ケアリュック〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 55

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

専修大学　奥瀬喜之ゼミ/佐藤那智、村山賢吾、岡本育美

足をすっぽりするだけで、移動中
も冷えに悩まずリラックス

旅行の移動中に多くの女性が悩む足
の冷えを解消することに特化した「足
すっぽりんケット」。ポケット状の構造、保
温性の高いウォームパイル生地により、
冷えに悩まずリラックスできるブランケッ
トである。また、汎用性を高めるため、
①クッションに変形、②ケース付きで持ち
運びしやすいという2つの機能を付加。
冷えだけでなく、身体の痛みにも対応で
きる。女性に、苦痛なく快適な旅をしてほ
しいという想いから生み出した商品であ
る。

40代、50代の女性が旅行の際に抱
えている悩みを解決する商品を提
案したいと考えた。アンケート調査に
よって移動中に足の冷えに悩む女
性が多いことが分かったため、移動
中の足の冷えを解決すべく、商品企
画に取り組んだ。

足先まで温められるよう、ブランケット
を大きなポケット状に縫うことで、足先
まで入るようにした。生地は吸湿発
熱・保温性・超極細繊維の機能を
持つウォームパイルを使用。ブランケッ
トの裏側にポケットを付け、そこにブラ
ンケットを入れ込むだけで簡単にクッ
ションへと変形出来るようにした。

少し贅沢して美と健康を高める旅
雑貨を選んでほしいという思いから
「ちょっぴり贅沢旅マルシェ」という
DHC旅雑貨シリーズを立ち上げる。
最大の特徴である足をすっぽり入れ
ることで得られる保温性、変形して
使い方を選べる多様性をアピールポ
イントとし、DHC誌面のイメージ図を
作成する。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

旅行で移動中の女性のニーズに対応した、高機能で多機能な商品。比較的シンプルなつ
くりではあるが、ニーズは高いと思う。足すっぽりんケットの高機能性と快適性をしっかり伝え
られるような販売促進方法が提案できると良かった。

人生がより充実する旅雑貨

すっぽりん〔足すっぽりんケット〕
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/鈴木歌菫、堀野辺直斗、山本ゆりあ

すっきりした足で、旅行を楽しく
快適に。

「旅行中の足のむくみを予防、特別な
旅行をすっきりした足で」というコンセプト
の基できたのが「バッグdeフットレスト」
である。旅に必須であるバッグとして持ち
運び、電車やバスの移動中はフットレスト
として使用することで、女性の悩みの1つ
である足のむくみを予防する。高さに加
え、フットカバーで足を温めることでふた
つの面からむくみにアプローチできる。旅
行という楽しい時間を足のむくみを感じ
ることなく快適に過ごしてもらいたい、とい
う願いを込めて作った商品である。

旅というテーマから必ず起こる移動中
に着目。DHC様の顧客層である40
～50代の女性をターゲットに、女性
の悩みに焦点を当て、実施した調査
結果から約8割の女性が感じていた
足のむくみに注目した。足のむくみを
予防するには、できる限り足を高く上
げることと温めることが必要であり、そ
れを実現させる旅雑貨を考案した。

マチの長さにこだわり、どんな女性でも
足を置けるようにするため、27cm。容
量は22Lと少ないように思えるが、冬
服でも十分な量が入る。バッグに足を
乗せることは周りの目が気になるという
声を基に、バッグを覆うカバーを作っ
た。靴を脱いでの使用になるが、足
の冷えを感じないように暖かいフットカ
バーを付けたこともポイントである。

D H C 様の会 員 様に届く「 D H C	
Style」の紙面に掲載する。足のむく
みの原因、むくみからくる悪影響を述
べた後、フットレストの効果について
述べ商品の紹介に移る。実際に商
品を手に取れない紙面でも十分伝
わるように、図や画像を入れ、実際に
バッグからフットレストにする手順、バッ
グの容量や素材など詳細を載せる。

指導教員
佐藤敏久ゼ先生
からのコメント

旅行の際の足のむくみを、自分のバッグに足を乗せることで予防、解消する商品である。目
の付け所はユニークで、あったらいいなを追求したが使用価値と効果の検証が不足し訴
求しきれなかった。

人生がより充実する旅雑貨

きのこのやま〔バッグdeフットレスト〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 57

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

中京大学　宮内美穂ゼミ/安保憂駿、竹下陸、東玲名、山川諒

軽快に快眠してより良い旅を

我々の商 品は、軽 快の「 快 」と快 眠
の「快」をあわせた、「2快パジャマ」
（ツー快パジャマ）である。
携帯性があり、気軽に旅行に持って行
けることができ、旅行での疲れを快眠す
ることによって癒すことの出来るパジャマ
である。
まず、携帯性としては、手のひらサイズに
収まるサイズに収納可能にした。次に、
快眠性としては、ターゲットであるアラ
フォー女性のお肌事情などを考慮し、
生地、形、縫い目、縫い方の4つの面で
快眠性を実現した。

167人へのアンケート調査の結果、旅
行に寝巻きを持参する女性は約6割、
その中でも寝巻きが荷物になると答えた
女性は約7割もいる。そして寝巻きを持
参しない女性の約8が、荷物になるとい
う理由であった。また、身体の疲れをとる
には質の良い睡眠が最も効果的だとわ
かった。結果、旅行には携帯性と快眠
性に優れたパジャマが必要だと考えた。

試作品に関しては、被服設計を専門
分野としている教授や、被服設計につ
いて学んでいる学生の方々の協力を
得て、生地、形、縫い目、縫い方など
様々な面で携帯性と快眠性の両方を
実現させるために、試行錯誤した。結
果、手のひらサイズに収まるサイズに収
納可能で、様々な面で快眠性を向上
させるような工夫をすることができた。

販売促進の方法としては、オンライン
ショップ、カタログでの販売ということ
で、カタログでの紙面を打ち出す際の
デザインを考えた。紙面の内容として
は我々が消費者に1番伝えたい、携
帯性と快眠性の大きな2つの軸で構
成した。そして、実際に使用シーンや、
アンケート結果などの写真なども利用
し、より伝わりやすい工夫を行った。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

とにかく案出しに梃子摺っていた。ボツになったものは30を下らないだろう。そのなかで、旅行
中の疲労を快眠で回復させるパジャマのニーズを母親の世代に確認し、被服科の教授や
睡眠の専門家のご協力を得ながら、粘り強く作り上げたが、如何せん時間が足りなかった。

人生がより充実する旅雑貨

旅のお供班〔2快パジャマ〕
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日本大学　水野学ゼミ/中山侑紀、内田遥香、長谷川海帆

旅行の余韻に浸るステキな時間
を提供するオーガナイザー

かさばる⾐類を小さく圧縮でき、そのまま
洗える「あっしゅclean」。服を入れ、側
面のファスナーを締めるだけで簡単に圧
縮が可能。また、メッシュ生地のため洗
濯物をネットに移し替えずにそのまま洗
濯することができる。帰宅後に、荷解きの
手間と時間を減らすことで、旅行の余韻
に浸る時間を生み出す商品である。さら
に、便利グッズでさえも可愛いものを持
ちたいという願望に寄り添ったデザインと
なっている。日常に戻るその瞬間まで旅
行を楽しく、快適に過ごして欲しいという
3人の想いの詰まった商品である。

旅行の際、誰しもが直面する問題と
して、「帰りの荷物整理」が挙げら
れ、半数以上が解決策として圧縮
袋を活用している。しかし、既存の圧
縮袋に不満を感じている人はなんと
76%。また、帰宅後に荷解きや通常
の家事に時間を取られ、旅行を振り
返る時間があまり取れていないという
ことも調査からわかった。

「ジップだと圧縮しにくいという」既存
製品に対する不満の声を基に、ファス
ナーを側面に取り付け、そのまま締め
るだけで全体が圧縮できるようにした。
また端をV字にすることで簡単に締め
られるよう工夫した。さらに「無地では
なく可愛いものが欲しい」という声を
基に柄の調査を行い、花柄などを抑
え1位であった水玉模様を採用した。

販路は「DHC	 STYLE」の紙面と
なっており、購入前にお客様に手に
取ってみてもらうことができない。その
ため、写真やイラストを用いて、商品
のサイズ感や服の容量の目安をわか
りやすく表示した。また、実際の使用
シーンに沿って説明することで紙面
でも使い方が伝わるように工夫をし
た。

指導教員
水野学先生
からのコメント

終わりよければすべてよし。ということで「旅の終わり」に注目したこの商品は、使えばわかる
手軽さと機能性で、一度手にした人はみんな欲しくなる。ただそこにたどり着くまでの過程
は、トライ&エラーの連続。その苦労があったからこそ、しっかりした企画になっている。

人生がより充実する旅雑貨

OCEAN’S3〔あっしゅclean〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 59

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

法政大学　西川英彦ゼミ/小谷野綾也、布施夏実、山田理七子

3秒でセット!座席でいつでもすぐ
着圧!

足のむくみに着圧と温めの2つで対処
する商品。移動中の足のむくみはなんと
かしたいけど、着圧ソックスはデザイン的
に家から履かない、座席での靴下の履
き換えは億劫といった女性の声から生
まれた。従来の着圧商品とは異なり、マ
ジックテープで簡単に装着できるのが
最大の特徴。この仕組みにより服の上か
らでも着圧が可能になり、旅行の移動
中に簡単に足のむくみをケアすることがで
きる。めんどうなことはせずに、笑顔で旅
行してもらいたいというメンバーの想いを
込めて、「笑顔叶える旅じたく」というシ
リーズ名も共に考案した。

「人生がより充実する旅雑貨」という
テーマを受けて、海老名SA、バスタ新
宿、東京駅、羽田空港にて合計63名
の女性にインタビュー調査を実施。旅
行中の悩みを伺うなかで、多くあげられ
た移動中の足のむくみに注目した。専
門家に協力を仰ぎ体の仕組みやむくみ
のメカニズムを理解し、簡単かつ効果
のある着圧商品のニーズを発見した。

効果的な着圧のために体の構造を考
え、商品を扇形にした。⾐服圧測定装
置で圧力を計測し、市販品と比べても充
分な圧が出ることがわかった。さらに保温
性に優れた糸を用いた素材を使用し、温
かさが実感できる試作品に仕上がった。
また旅雑貨という特性上、携行のしやす
さも重要であるため、コンパクトなポーチ
に収納できるサイズにもこだわった。

ターゲットである40～50代の女性に向
けて「DHC	 Style」で販促を行なう。
実際の利用シーンを想起させる写真
を用い、商品の3つの特徴がすぐにわ
かる誌面を心がけた。商品に触れられ
ないカタログという販路で効果を伝え
るために、専門家の声を併せて掲載
する。またDHCオンラインショップのクチ
コミ機能も活用する予定であった。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

王道の開発スタイルを丹念に実践した、模範的な企画だ。多くのインタビューで得た顧客の
不満を起点に、専門家の協力も得つつ試行錯誤を繰り返し、着実に企画が改善されてきた
ことが高く評価できる。こうした手法の着実な実践こそが、皆さんの未来を切り拓くだろう。

人生がより充実する旅雑貨

たびすけっと〔かんたん着圧!レッグウォーマー〕
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/倉林秀樹屋比久カレン中村綾太

手袋とマフラーが一体となって
旅行中もラクラク

おしゃれに気を使いながら寒さ対策をし
たい40代をターゲットにし、ボタン式でマ
フラーと取り外し可能な手袋を合わせた
ツーウェイマフラーだ。これにより例えば
スマートフォン使用時がお菓子を食べる
時脱いだ手袋を気にしなくてもいい。くっ
ついてるから絶対なくならない。また、既
存の商品は、もこもこ素材しかなかった
が、生地をウールとアンゴラを使うことによ
り、保温性を保ちつつ、今までの子供っ
ぽさを無くし大人なお上品に仕上げるこ
とができた

おしゃれと豊かをキーワードに私たち
はまだよりよくなることができるをマフ
ラーに絞りました。そして、40代にマフ
ラーに欲しい機能を調査したところ
約半数がツーウェイにしたいと答えた
ことから私たちはおしゃれを忘れずに
旅行を楽しんでもらえるように手袋を
しまう負担をなくすことができるこの商
品を閃いた。

既存のマフラーは帽子と手袋がつき
もこもこの子供向けが多かったが、
私たちの商品はウール素材のおが
げで保温性がよくお上品を演出す
ることができた。また、アンゴラ素材を
使ったことにより手触りがよく滑らかな
マフラーに仕上げお上品な大人っ
ぽさを売りにすることに成功した。

新しいがゆえにいかに利便性を伝えら
れることが重要であるため、実際に使
用場面を適切に伝えられる動画形式
に見せていきたい。そこで、DHCでの
販売ということもありパンフレット販売
はそのままに使用動画にリンクするQR
コードを載せることでより利便性を伝
える。また実際に40代の人につけても
らい、その声をパンフレットに使用。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

面白いアイデアがどんどん出てくるチームだった。アイデアが出すぎてかえって混乱しているよ
うに見えた。アイデアの本質をもう一段追及したらどうなるのか、どのようにアピールしたらい
いかを考える時間のスケジュール管理など各自で振り返ったらよいと思う。

人生がより充実する旅雑貨

古川チーム〔手袋付きマフラー〕
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目白大学　長崎秀俊ゼミ/桑野春香、中島悠貴、山本美空

かさばらずにパジャマを持ち運ぶ
まとまるパジャマ

上下セット売り。生地にはコットンリネンと
いう生地を使用。この生地は柔らかく・
通気性がよい・丈夫でどの気候でもきや
すいため選定。
この商品の機能はパジャマをしまうため
の収納袋が不要。まとめ方が簡単で持
ち運びやすく、かさばらない。
商品の使用方法は上下のパジャマを途
中まで畳み、それを重ねて一緒に巻いて
いき上半身のパジャマについているボタ
ンでしっかり留める。そうすることでコンパ
クトな筒状にまとめることができる。

パジャマの生地や形態を決定すべく
調査を、メンバーが手分けをして多
種多様なアパレルショップを回り調
査を行った。ある程度、商品の使用
などが決まりプロトタイプが完成。そ
のプロトタイプを大学内で商品の感
想などを聞き取り調査し、街頭インタ
ビューなども行ったところコンパクトで
使いやすいとの意見をいただけた。

当初は生地を買い、一から試作品を
作成しようと考えていた。しかし、ほん
商品の生地や形態などの決定が遅
れ政策を断念。やむを得ず、既存の
商品にほんの少し手を加えたものと
なってしまった。形や素材も想像して
いたものにより近いものを作ることがで
きたため、結果的にはいい形になっ
た。

カタログでの販売という条件があっ
たため、目で見てもらうことしかでき
ない。そのため、実際にこの商品を
DHC会員の複数人に試験してもら
い感想などと、コンパクトにした状態
で数時間持ち運んでいただき持ち運
びやすさを実感してもった感想など
を商品紹介ページに大々的に記載
し促進を図る。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

製品のアイディア出しや調査設計と実施、資料作成などに相当苦労していた様子が伺え
た。ただ最後にはプロトタイプ施策にも間に合い、堂 と々したプレゼンテーションを見せてく
れた。この経験を次の成長にもつなげてもらいたい。

人生がより充実する旅雑貨

長崎ゼミ　C班〔ロールパジャマ〕
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立命館大学　吉田満梨ゼミ/玉田大地、野田実花子、石浦菜々子、浅野良太

悩みを予防で快適呼ぼう

普段は便秘にならないのに、旅行に行
くと便秘気味になってしまうという女性
が意外にも多く、その旅特有の悩みを
DHCが大切にしている美と健康に注目
し解決出来る商品となっている。

実際に普段と比べて、旅先で便秘
気味になった経験はありますかと女
性180人にアンケートをとったところ、
はいが73%、いいえが27%であった。
このことから、普段は便秘ではないの
に、旅行に行くと便秘気味になってし
まう女性は多いことがわかった

実際に設計図を書き、材料、記事を
決め、買いに行き、手縫いで製作し
た。成型物は禁止という制約があっ
たため、そこには気をつけて製作に取
り組んだ。

DHC側から、紙面での販売促進を
考えてほしいとのことだったので、紙
面での販売促進を考えた。
レイアウトや画像の配置にこだわり、こ
の商品の強みが伝わるように工夫し
た。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

人生がより充実する旅雑貨という難しいお題であったとおもう。何度も0に戻り開発している
ところを見てきたので、最終的に形になりよかったと思う。

人生がより充実する旅雑貨

マリアンジュ〔腸（超）スッキリはらまき〕
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/大久保尚貴、坂本涼歌、高家円香、辻琴音

ぽかぽか楽ちんスリッパで旅行
を足元から快適に

らくりんぱは、乗り物での移動中に足元
の冷えを気にすることなく快適に過ごせ
る旅行用スリッパである。全体的にゆとり
を持たせることで靴を脱いだ時の開放
感をキープし、調節ベルトでゆったり感
も調整可能である。さらに、ウール入りの
ニットを使用し、特に冷えを感じやすいつ
ま先と足首部分は生地に厚みを持たせ
ることで温かさを実現している。また、底
の切れ目と調節ベルトによってコンパクト
に収納可能である。合成皮革の底に滑
り止め加工を施したり、全体的に洗濯で
きる素材を使用したりするなど安全面と
衛生面にもこだわった。

ターゲットである40～50代女性205
名にアンケート調査を行ったところ、
旅行での移動中は靴を脱いで快適
に過ごしたいが足の冷えが気になる
という人が多くいた。そこで、温かさ
に加え、旅行で必要とされるコンパク
トさを両立させることで、女性の旅な
らではの悩みを解決できる旅行用ス
リッパの開発を開始した。

女性が好む色を考慮し、生地選び
から細かい構造まで何度も改良を重
ね試作品を制作した。靴下ではなく
スリッパを履いているようなデザインに
することで公共交通機関でも使用し
やすいよう工夫した。さらに、サーモ
グラフィによる比較実験やモニター
調査を行い、商品の特徴についての
確認も行った。

販路であるDHCsty l eの誌面デザ
インを考案した。商品を使用してい
る写真を大きく載せ、使用シーンをイ
メージしやすいよう工夫した。また、3
つの快適ポイントをアピールするだけ
でなく、多くの女性から共感を得られ
た底に触れずに収納できる様子も写
真とともにわかりやすく表現し、読み込
んでもらえるような誌面を意識した。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

素直で感受性豊かな4人組。「健康」・「旅」・「100年人生」という与えられた課題に忠
実に答える商品を最後までぶれずに取り組む姿勢を評価したい。商品価値は「市場」と
「生産」のインタフェースのなかで生まれる、ということを再現した優れた企画である。

人生がより充実する旅雑貨

f l a t e l l o〔ホっと快適らくりんぱ〕
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ニチレイマグネット

介護福祉に役立つマグネット

昨今、少子高齢化の影響で介護福祉社会の要望はますます高まっ

ている。このことを背景に、介護福祉を受ける人だけでなく与える人に

対しても便利で幸せになるような、フレキシブルマグネットの技術を活

用した学生らしい豊かなアイデアを提案する。

商品化は、「磁石を変え、社会に貢献したい。」という理念をもとに

様々なマグネットを製作している「ニチレイマグネット」が実施。
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0 6 6	 ハピネスカード

0 6 7	 あんしん!まもネット

0 6 8	 すとっぱ

0 6 9	 行こカッパ

0 7 0	 ぱっくんオープナー

0 7 1	 マジネット

0 7 2	 マグネトランプ

0 7 3	 まぐねまも～る

0 7 4	 ひかるんホルダー

0 7 5	 マグレター

0 7 6	 Maguick（マグイック）

0 7 7	 まぐほるくん

0 7 8	 マグネボード

0 7 9	 まぐかばー

0 8 0	 マグ引き

0 8 1	 ぱず缶
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大阪市立大学　小林哲ゼミ/浅井佑太、岡讓治、小林未希、外山優奈

思わず誰かと話したくなっちゃう
ハピネスカード

マグネットをきっかけに介護施設が会話
で溢れてほしいと願って作った「ハピネ
スカード」。毎日変わるお題、そしてそれ
に沿ったを内容をハート型のカラフルな
カードに書いていく。カードに書かれた
内容から入居者様同士で共通の話題
を見つけ、そこから会話を始めることがで
きる商品。介護施設で暮らす方々により
快適な生活をしてもらうという軸を持ち、
様々なアイデアを出し合いながら制作し
た。

13施設で223名の介護士の方にアン
ケート調査を行ったところ、介護士に
とって精神的に大変な業務が「メンタ
ルケア」であることが分かり、中には「1
対1で話す機会がない」という回答が
あった。さらに私たちが施設に訪問し
た際に、入居者が同じテーブルに座っ
ているのに何も話さずじっとしているとい
う様子を見て、「会話」に目をつけた。

介護商品として大きさとデザインに工夫
を施した。小さすぎる物は誤飲の可能
性があるため、適度な大きさに設定した。
デザインは「介護施設がハッピーになる
こと」を願い、クローバーや青い鳥を用
いた。試作品を介護施設で実際に導入
したところ、入居者の自発的に話しかけ
ている姿が見られ、介護士からは「より深
い話が出来た」との声を頂いた。

介護施設内での使用が考えられるの
で、介護商品・福祉商品を販売するオ
ンラインストアでの販売を想定している。
また、注目度を高め、商品やブランドの
認知度を上げるために、介護福祉系
の雑誌への掲載も考えている。サンプリ
ングとしていくつかの介護施設で使用
していただく等、さらなる明確な4P分
析のブラッシュアップにつなげたい。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

ハピネスカードは、介護にとって重要なメンタルケアに必要な介護者との会話を生み出し、
介護者にとって、そして、介護する側にとっても有効なツールとなる。ただ、マグネットである
必然性が弱く、その点がもう少し明確になればさらに良い商品になったと思う。

介護福祉に役立つマグネット

チームすだちそば〔ハピネスカード〕
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/海野勝大、金山奈央、樋口文乃

介護者・要介護者・周囲の方に
安心を届けるストラップ

介護に携わる方々に快適で幸せな外出
シーンを提供したい。そんな願いのもと、
考えた商品である。これはマグネットを
ベースとした商品であり、介護者用と要
介護者用の2種類をセットで販売する。
外出時に、ペアでこのストラップをカバン
などにつけていただくことで、介護中であ
ると周囲の方が理解する助けとなる。一
見要介護者には見えないけれど介護が
必要な方や、要介護者が介護者とはぐ
れてしまった場合など、この他にも様々な
シーンにおいて周囲の方に気にかけても
らいやすくなり、介護者・要介護者に安
心を届ける商品である。

介護者の方から、「要介護者に付き
添う際、動くペースに合わせるため周り
から冷たい目で見られる」という声があ
り、開発した。実際に調査したところ、
要介護者と介護者の、周囲からの理
解が得られないという不安（6割）があ
ることが分かった。一方で、周囲には、
要介護者に声かけをしづらいというた
めらいがある（8割）ことも分かった。

要介護者用ストラップの表面には、任
意で病名や症状を記入できる空欄を
設けた。中面には、緊急時の連絡先や
服用薬などを記入することができる。介
護者用ストラップの中面には、緊急時
の対処手順を記載した。また、ストラップ
をユーザーに見せた際、愛らしいデザイ
ンを希望する方が多かったため、優しく
微笑むお年寄りのイラストを採用した。

介護施設でのサンプリングや介護
用品を取り扱う店での販売促進を
実施する。また、ニチレイマグネット社
様が運営するネット通販サイト「ぺ
たぺたん」においても販売する。本
商品は、商品に対する周囲の認知
が商品そのものの価値へと繋がるた
め、認知拡大を目指すことが重要と
なる。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

要介護者と介護者が、自らの動きが遅いことを周りに上手に伝えたいというニーズを持ってい
るという点は、丁寧な定性的調査の成果である。このニーズに対して、マグネットの特性を生
かした商品提案が出来ている点が素晴らしい。この経験を就活、将来の仕事に活かして。

介護福祉に役立つマグネット

介護現場に寄り添い隊〔あんしん!まもネット〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/遠藤栞、中村哲也、長尾凪紗

おじいちゃんおばあちゃんにいつ
でも寄り添う

すとっぱとは、介護施設内で持ち運べる
簡易鞄で、ストッパの内容としてはキット
となっている。キットの内容としては、マグ
ネットと型紙のみである。キットを完成さ
せるとポシェットになる。ポシェットの開閉
部分をマグネットシートで留めれるように
しているので、おじいちゃんおばあちゃん
でも簡単に開閉できる。ポシェットの生
地は自分の好きな生地にすることかでき
る。自分のお気に入りだった服や、着な
くなった服を使い、世界でたった一つの
自分だけのポシェットを作ることができる
商品である。

介 護 施 設に住む高 齢 者の声とし
て、「薬やお金を手軽に持ち運びた
い」、「暇な時間をなくしたい」などの
意見を聞き、チームでこの製品を考
えた。実際におじいちゃんおばあちゃ
んにプレゼントをしたいかアンケートを
取ったところ、8割以上の方がしたい
と回答し、中には一緒に作りたいとい
う声もあった。

介護施設内で小銭や薬など小物の
忘れ物をしないように、首からぶら下
げる事ができるポシェットを考えた。
開閉部分をマグネットシートにし、誰
でも簡単に開け閉めできるようになっ
ている。高齢者の忘れ物を防ぎ、負
担が軽減される。また、手作りキット
で手先を使うので、頭の回転も促進
できるように作成した。

介護用品を扱うサイトに掲載し、施
設の介護者に購買してもらい、介護
施設で扱ってもらえるようにする。ま
た、SNSからもこの商品を紹介、投
稿し、広めるようにする。それにより若
者への認知度を高め、孫から祖父
母へのプレゼントとしての販路を確
立する。写真で作り方を分かりやすく
伝え、目にとまるよう工夫する。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

商品の内容やプロモーションに更なる取り組みが必要であったと思うが介護施設の問題
を把握しマグネットを用いて日常使いができる商品になったと考えられる。

介護福祉に役立つマグネット

さがたん〔すとっぱ〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/水野早紀、中出美咲、椋野起信

雨の日のお出かけをHappyに

車いす用のレインコート、『行こカッパ』。
「足元が濡れてしまう」という既存製品
の問題点を、足を覆うような袋構造にす
ることで解決。また、首元がマグネットで
留める構造になっており、細かな調節が
可能なので、髪が乱れにくくなっている。
ゆえに、車いす利用者の雨の日のお出
かけを支援する商品だ。車いすの後ろ
までしっかりカバーできているので、車い
す利用者の大切な荷物を濡らすこともな
い。袖の長さは短すぎず、長すぎず、自
走型車いすに合わせて作られている。

「車いす利用者は雨の日に出かけ
ない」という認識があるが、ある車い
す利用者の、家族との旅行中に雨
が降ったら一人旅館に残って待機
する、という話から、出かけたくても出
かけられない状況があることを発見し
た。その理由の一つに、介護者に傘
をさしてもらうのは、大変で申し訳ない
という感情面の障壁も存在している。

水玉模様のナイロンを使用すること
で、雨の日に合うデザインとなってお
り、楽しくお出かけをしてもらいたいと
いう気持ちが込められている。足元と
肩部分のマグネットを張り合わせるこ
とで、簡単に収納することができる。
付属の収納かばんは、車いすの持ち
手に掛けて持ち運ぶことを想定し、
手提げかばんになっている。

なるべくターゲットとなる方への接点
を多くするため、福祉用品の商品カ
タログへの掲載や、福祉用品のレン
タルカタログ会社に車いすのレンタル
オプションにすることで、悩みを持った
ユーザーに直接届かせることができ
る。また、SNSでの車いす利用者の
コミュニティを利用し、認知拡大を図
る。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

介護者と被介護者の両者に共感するため徹底的に現場を訪問し続けた行動力と粘り強
さがもたらした成果。雨の日の車椅子介護体験を変える提案は、ボランティアを通じた観
察調査と人間関係を形成して得られた貴重な情報が結びついたもの。

介護福祉に役立つマグネット

鮪ネット〔行こカッパ〕
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/大谷澄弥、岡本雪乃、東口花子、山本涼香

あなたにピタッと寄り添い隊

高齢者の方の自分で「したい」が「でき
ない」という声に着目した商品である。こ
の商品は簡単2ステップでその声を解決
する袋の開封補助商品である。まず、1
ステップ目として袋の開けたい部分に合
わせる。そして、2ステップ目として星の目
印部分を持ち、ひねって開封する仕組
みとなっている。指先の細かい作業を軽
減するだけでなく、マグネットの特性を活
かし、薄い袋でもしっかりと挟めることや、
コンパクトなので収納場所に困らないこ
とが強みである。また、愛着を持ってもら
うためにかわいい動物柄での展開であ
る。

4件の老人ホームで観察を行った。調
査をした結果、日常生活でさまざまなこと
に困っていることが分かった。その中で
袋の開封が難しいという高齢者の方の
声に着目した。さらに介護士の方にもお
話を伺ったところ入居者の方に自分自
身で袋を開けてもらうと手間が減り、助
かるといった声があったため、薬や菓子
の袋の開封を助ける商品を考案した。

プロトタイプには1 .木製クリップ2 .試
供品として頂いたマグネット3.クリップ
の留め具として輪ゴムを利用した。プ
ロトタイプを作るにあたり工夫した点
が2点ある。1点目はクリップ、マグネッ
トのみでは開封したい対象を上手く
開けることが出来なかったため、輪ゴ
ムを使用したことである。2点目は商品
に適しているクリップの選定である。

直接訪問をし、入居者の方に実際
に体験してもらいそこから販売に繋
げることを考えた。なぜなら、実際に
使って便利さを体験してもらわないと
購入までに至らないのではないかと
考えたからだ。その後、介護者の方
が介護製品の購入によく使うといわ
れている介護製品のカタログへの掲
載を考えた。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

複数の介護施設を訪問し、ヒアリングや観察を地道に重ねることで、介護を受ける人々を
奮い立たせる優れたコンセプトを提案している。商品の利便性や実現可能性が高いだけ
に、試作品のユーステストやブラッシュアップまで手が回らなかったことが悔やまれる。

介護福祉に役立つマグネット

テトラポッド〔ぱっくんオープナー〕
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神戸大学　宮尾学ゼミ/中島悠、水嶋啓仁、青木大希、竹田若人

既存の介護靴をより安全に、長
く、自分で使えるように

マジネットは、マジックテープの裏面にフ
レキシブルマグネットを張り付けた商品
である。介護施設で実際に使われてい
る介護靴のベルト部分のマジックテープ
のオスとメスに、それぞれマジネットを張り
付けることで、磁石で張り付く介護靴が
誕生する。これによりマジックテープの欠
点である劣化やごみ詰まりといった問題
を解消し、劣化して歩行中に外れてし
まったベルトを踏んで転倒する事故を未
然に防ぐことができるほか、様々な介護
現場のマジックテープに転用することが
できる。

私たちは有馬高原病院という認知
症患者の多く入居する施設に調査
を行った。その際、靴を安全に履いて
もらうためには、一人ひとり介護士が
靴を履させてあげなくてはならず、か
なりの手間を要するというニーズを見
つけた。磁石によりベルトが安定する
靴があれば自立支援につながるとの
声をいただいた。

実際に、適当な大きさにカットしたマ
ジネットを介護靴に装着してみると、
吸着力の弱さが問題となった。フレキ
シブルマグネットだけでは安全を保
障できる強度には至らず、粒状のマ
グネットを埋め込強度をアップさせる
などの試行錯誤を行い、改善を目指
して努力した。

有馬高原病院からはコンセプトに対
して高評価を貰い、冬カンまでの開
発にかかる経費の支援をしていただ
いた。販売チャネルについては、有
馬高原病院をはじめとした、介護施
設や病院などに大きな単位で購入
してもらい、徐々に家庭用として介護
ショップやホームセンターなどの小売
店での販売を目指す。

指導教員
宮尾学先生
からのコメント

介護・福祉という難しいテーマに正面から向き合ってアイデアを考えた。有馬高原病院で
の調査で介護の現場を観察し,良いアイデアを考えたのだがあと一歩詰めが足りなかっ
た。男子のみで手堅いチームだったが,もう少し遊び心があっても良かったかも。

介護福祉に役立つマグネット

マジネット班〔マジネット〕
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滋賀大学　山下悠ゼミ/惣宇利楓、祖父江将吾、岩宮聖也

どんな人でも遊べるかんたんトラ
ンプ

複雑なゲームができない認知症患者の
方々や、動作障害を抱え、細かい動きに
難のある方々でも、安心して楽しく遊べ
るのが「マグネトランプ」だ。磁石の取っ
手「マグハンド」を手に取り付ければ、
スチールシート製のカードに軽く触れる
だけで、カードを取り上げることが可能
だ。デザイン面においても、高齢者の方
にとって分かりやすく、馴染み深い干支
の動物をイラストを使用することで、「カー
ドの判別が難しい」という悩みも解消。
カードの角を丸く、マグハンドもゴムを使
用した柔らかいものになっているため、安
全面にも抜かりない。

老人ホームでの調査やボランティア
活動の中で、レクリエーションに課題
を見出した。利用者の飽き、介護施
設に掛かる人手と費用のコストなど
多面的な課題があったが、特に認
知症や拘縮の問題を抱える高齢者
の方々でも楽しめるレクリエーション
が求められていることが分かった。

「従来の52枚のトランプは、要介護度
の高い高齢者の方が遊ぶには難易度
が高い」という声から、赤青12枚ずつ
の24枚でカードを作成。一目でカード
の判別がつくように干支の動物を使用
し、分かりやすいデザインを心掛けた。
最も重視したのは使いやすさ。実際に
使用してもらいながら、カードのサイズと
形状、マグネットの磁力を調整した。

メインターゲットは介護施設の利用
者。施設職員の方々の介護製品の
購入ルートである介護施設向けカタ
ログや、介護用品販売ECサイトで
販売する。介護情報メディアへのプ
レスリリース等を行うことで知名度を
向上させ、大型・中小、各規模の介
護施設への販売を試みる。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

介護する側が直接役に立つ商品を開発すべく、滋賀大学に近い介護施設を何度も訪れ
てアイデアの収集を行った。秋カンと冬カンの間に、レクリエーション活動を支援する商品へ
とテーマの変更を余儀なくされたが、アイデアは悪くないと思う。

介護福祉に役立つマグネット

SO ISOI〔マグネトランプ〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/高橋美絹、原田涼太、平井茉由

マグネットで届けよう!想いと安心

マグネットを使って、高齢者の鍵を守る
キーケースが「まぐねまも～る」である。
介護施設に行く時でも、介護を受ける
高齢者と介護者の両者が安心して鍵
を管理できる商品になっている。マグネッ
トを使用することで簡単に鍵を取り出す
ことが可能になり、帰宅したら玄関に貼
り付け目視で管理することもでき、鍵の
紛失も防げる。写真等が入る御守り型
にすることで、介護を受ける人が家族な
どの想いを常に感じられると同時に、介
護施設の利用者同士の会話にも繋が
る。私達の願い「マグネットで届けよう!
想いと安心」を具現化することができた。

初めに、介護の現状を把握するため
介護施設を2軒訪問した。そこでお
話を伺ったところ「鍵の取り扱いに
困っている」ことが分かった。さらに
調査を進めていくと、「高齢者は持
ち手が伸びる方が扱いやすい」「目
視で管理できれば失くしにくい」など
のニーズが見つかり、それらを満たす
商品の開発を行った。

素材は御守りらしさを表現するため、
塩ビ版和紙等を使用。形は普通の御
守りより角を取り、安全性を確保した。
両サイドから鍵が見えない設計にし、鍵
を安心して持ち運べるようにした。また、
スプリングコードを使用することで鞄に
ついたままでも鍵穴に差し込みやすくし
た。カラーバリエーションを増やすことで
様々なニーズにも対応可能となった。

いつも調査をさせて頂いているデイサービ
スセンター「なごやか向ヶ丘遊園」にノベル
ティとして販売した後、なごやか全53店舗で
ノベルティとして販売。最終的にニチレイ様
が運営する「ぺたぺたん」での販売を考え
た。
また、商品の販促方法として「ケアたのめー
る」や「ヤマシタシマシタ」などの介護用品
販売サイトへの広告の掲載を検討した。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

観察調査での現場の声を踏まえて、完成度も高く、ニーズのある商品を提案できたと思う。
提案した価格で販売促進等にかかるコストまで吸収できるかどうか、具体的に示せるとより
良かったのではないかと思う。

介護福祉に役立つマグネット

まぐねまも～る班〔まぐねまも～る〕
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中村学園大学　明神実枝ゼミ/池原叶笑、梅崎竜哉、大川内日菜子、中村光里

日常のトイレの不安を解消

ひかるんホルダーは、杖の置き場所の困
り事や夜間に杖を見つけられないという
問題を解決する。フレキシブルマグネット
を杖に固定し、手すりや柱に巻きつけて
使用する。要介護2の杖を使用する高
齢者をターゲットとし、使用シーンはトイレ
で杖を手放す瞬間を想定している。具
体的には多目的トイレを使用する時、就
寝前後にトイレにいく時である。夜間や
暗い場所では光るように夜光塗料を使
用していることから、杖を見つけやすくす
る。高齢者のトイレでの問題を解決し、よ
り快適な生活を送れるようにしたいと考
えた商品である。

4カ所の介護施設訪問から、介護士の
方にお話を聞いた結果、手作りの杖立
てを作成していることが分かり、杖に対し
て不満があると考えた。また、作業療法
士の方からは、外出時に高齢者は多
目的トイレへ行く際、杖を入口近くの壁
にもたれ掛けさせて行くことが、安全の
ため便座まで杖を使えるよう近くの手す
りに杖を固定するという考えに至った。

試作品は、トイレで杖を手放す瞬間
の困り事解決を想定して制作した。
マグネシートの裏表どちらでも活用で
きるという特性を利用した。また、マグ
ネシートに暗い場所で光る夜光塗料
を塗布し、杖を固定する留め具を回
転可能にすることで、どのような形の
手すりにも対応できるようにした。

販売促進としては、杖とひかるんホル
ダーのセット購入プランを設定する。
販売場所は、介護用品カタログ、ネッ
ト販売、百貨店などの杖を取り扱っ
ている店舗である。また、競合他社
製品の販売価格は1000円に近いこ
とから、販売価格を500円とし、価格
による差別化を図る。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

高齢者の困り事について調査を重ねるうちに、私たちが高齢者に対していかに間違ったイ
メージを持っているかを痛感し、その都度、認識を改めた。固定観念の壁を乗り越えて、本
当の困り事に辿り着くことができた。それだけに、試作品制作にもう少し時間が欲しかった。

介護福祉に役立つマグネット

M&N	 - 	マグネット&ナカムラ〔ひかるんホルダー〕
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/加藤雄大、吉森美月、真島浩誌

手紙1枚から家族とレクに架け
橋を

マグネットとレターを合わせてマグレ
ター。家族に日頃の気持ちや想いを伝
える機会がない高齢者がお手紙を書く
機会を、老人ホームのレクリエーション
で提供する。スチールペーパーにマグネ
カラーシートを貼ることでデコレーション
ができ、切って貼るだけで簡単に心のこ
もったお手紙を作ることができる。またマ
グレターは、レクリエーションを考案する
のに困っている、老人ホームの職員さん
にも、バリエーションを増やすという点で
貢献します。マグレターは高齢者と老人
ホームの職員さんの両方を幸せにする
商品である。

ある高齢者の「日常会話ばかりで、
感謝とか日頃の気持ちを伝えられて
いない」という声から手紙に注目し
た。また調査の中で、老人ホームの
職員様の大変な業務がレクリエー
ションの考案であるということを知り、
レクリエーションの中に手紙を書く機
会があったら、と考えマグレターを考
案した。

ハサミで切ることができる・印刷できる
フレキシブルマグネットの特性を活用
した。マグネットの厚みも、高齢者の
力で切れるよう薄めのものを用意し、
商品のデザインも高齢者から意見を
いただきながら、シニア向けのものに
した。またサイズも扱いやすい手のひ
らサイズにすることで、工作しやすく
工夫した。

私たちは、本商品を介護施設でのレ
クリエーション時に使っていただくこと
を想定して考案した。そのため介護
施設の職員様が購読する雑誌に特
集していただけるようにアプローチを
かけた。また販売チャネルとしては、
職員様がよく利用するとおっしゃって
いたネット上の販売サイトを想定し
た。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

二転三転しながらも次 と々アイデアが出ていた。各方面に連絡し壁にあたりながらも、続け
ていったようだ。最後には企画スピードも上がり、素早く調査し企画を仕上げてくるように
なった。力がついたのではないだろうか。

介護福祉に役立つマグネット

川北ゼミ　マグネットチーム〔マグレター〕
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日本大学　水野学ゼミ/宮本健志郎佐々木理名吉野巧

利用者の身体状態を迅速かつ
正確に伝えるツール

診察、治療を担う看護師に対して介護
士は利用者の身体状態を看護師に報
告するまでが業務である。この商品はそ
んな報告業務をサポートするものであり、
どのように痛がっているかに加え、どのよ
うに苦しんでいるか、というのをイラスト化
し見やすくすることにより、外国人スタッフ
がより迅速かつ正確に初期伝達できる
というものである。この商品を使うことによ
り病気の見当をある程度付けることがで
き、看護師はより早く治療、診断に取り
掛かれる。

「外国人が何か困っていることはない
だろうか?」コミュニケーションが欠かせ
ない介護現場にも関わらず、外国人
が働いていることに驚いた私達は、イン
タビューを重ねていく上で、「外国人
スタッフがズキズキなどといった日本独
特の表現が難しく、痛みの程度を上手
くスタッフに伝えられない」ということに
気づき、本商品への着想に繋がった。

外国人スタッフの使いやすさを追求
し、フェイススケールをオリジナルで
作ったり、オノマトペ（ZUKIZUKIな
ど）はアルファベット順に並べるなど
と、工夫を施した。特にフェイススケー
ルに関しては、顔のバリエーションを
多様にすることで、この商品に独自性
を持たすことに成功した。

外国人介護従事者がいる有料老人
ホームを50施設以上リストアップし、直
接訪問販売（B	 to	 B）を予定してい
た。また、技能実習期間を終え、母国
に帰っていった外国人の方々のクチコ
ミによって本商品が世界へと広がるよ
うなプラットフォームの構想を思い描い
ていた。既存の物がまだないため大き
な新市場を掴むチャンスがあった。

指導教員
水野学先生
からのコメント

「介護職員の多国籍化問題」という非常に先見の明に長けたこの企画。徹底した調査と試
作品づくりに加え、専門家の意見やアドバイスも取り入れることで、外国人介護職員の方々が
大絶賛する商品に仕上がった。これを掲げ、広大なブルーオーシャンにこぎ出してみたかった。

介護福祉に役立つマグネット

チームソクラテス〔Magu i ck（マグイック）〕
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/犬飼哲仁、上田えりか、佐藤杏菜、中村有希

パチっと片手で簡単作業	まぐほ
るくん

「まぐほるくん」は、病気や怪我などによっ
て片手が不自由な方でも、一人で薬や
食品の袋を開けることができる便利な道
具である。薬のような小さく薄い袋でも、
お菓子のような厚みのある袋でも対応
可能。マグネットと自由に曲がる塩化ビ
ニル素材のシンクマットを使って簡単に
固定できる。袋以外にも、スマホ置きや
ブックホルダーにもなる多機能性を有し
ており、いずれも片手で簡単に使うことが
できる。片手での生活でも自分一人でで
きることを増やすことによって、介護者の
負担も減らし、日常生活が豊かになる便
利なアイテムである。

老人介護施設を訪問し、理学療法士
の方への聞き取りを行い、その中で片
手での生活の不自由さに注目した。デ
イサービスを利用し普段は自宅で生
活しているという高齢者の1日の生活を
分析した結果、薬を朝昼晩の3回飲
むことや、お菓子を食べたりスマホや本
で休息を楽しむなど、決まって手を使う
シーンが何度かあることがわかった。

高齢者でも片手で簡単に使えるよ
う、磁石の強さや土台の重さ、シー
トの柔らかさなど細かくこだわった。
また、試作品を実際に施設の方に
使ってもらうことで改良を重ね、使い
やすい形を追求した。袋をきちんと固
定しながらも使用後に袋を抜き取り
やすいよう、磁石の強さを変えるなど
工夫して試作品を作成した。

調査の結果、介護用品の購入の際
に病院や施設でもらったカタログを
使用すること、本商品がリハビリ用具
としても使えるという意見があったこと
から、施設向けとして地域包括支援
センターや介護老人保健施設（要
介護認定2以上の方）、要介護認
定2以下の方へはカタログ販売、ネッ
ト販売を想定した提案を展開する。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

試行錯誤の中から、片手が不自由な人が抱える問題に着目し、磁石で簡単に解決する商品
コンセプトをまとめた。介護施設や街頭、家族への聞き取り調査から、袋開けだけでなく様々
な用途も開発した。さらなる検証が必要だが、発想がユニークで実現して欲しい商品である。

介護福祉に役立つマグネット

はぴてぃぶ〔まぐほるくん〕
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武蔵野大学　古川一郎ゼミ/野坂優斗、井上奈穂、川原幹太

介護福祉士の負担を減らす

「モノからコトへ」、マグネット×ITで介護
福祉業界に今までなかった新たな商品
である。ターゲットはホームヘルパーの
中小規模事業所。基本的には、ホワイト
ボードの行動予定表を想定している。
介護福祉士の名前の横にあるQRコー
ドを読み込むことで、業務日誌など今ま
で紙面で行っていたものをスマートフォン
などのデバイスで記録できるようになる。

介護福祉業界の問題点である「重
労働」という点に着目し、商品コンセ
プト、試作品制作をスタートした。そ
の過程で介護福祉士の方々、高齢
者福祉を研究領域とする教授の方
に伺い、大規模事業所と中小規模
事業所のIT導入に関する格差とい
う問題が明らかになった。

介護福祉士の平均年齢が高いた
め、どれだけ簡単なプロセスでデバイ
スで記録してもらうかということが課
題であった。その課題をQRコード読
み込むという形で解決した。また、介
護福祉士と利用者名を色分けするこ
とで、誰が誰を担当しているのか明
確に区別できるようにした。

BtoBのため、介護用品を多く取り扱
う「けあ太郎」や中小規模の事業
所に向け「ASKUL」などECサイト
を主な販売チャネルとして考えた。ま
た、「Care	 Tex」などBtoBの介護
商品展示会に出展することで、知名
度を上げるプロモーションなども行う
必要があると考えた。

指導教員
古川一郎先生
からのコメント

モノではなくコト、中小事業者をターゲットに介護ビジネスの生産性を高める仕組みづくりの
アイデアは悪くなかったと思う。アイデアをどのようにアピールしたらいいのか、完成度をより
一層高めるための方法など、もう一度各自で振り返ったら良いと思う。

介護福祉に役立つマグネット

マグネデュース〔マグネボード〕
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目白大学　長崎秀俊ゼミ/吉田尚道、松田果穂、佐古叶佳、武田英里香

生活に寄り添うディスポケース

まぐかばーは、水を弾く和柄のカバーで
出来たディスポケースである。ディスポと
は、介護時に使用されるビニール手袋
である。まくかばーはワンハンドで開けや
すく、施設での生活感を表に出さずに
設置する事ができる。介護職の方はディ
スポをポケットに詰めている事が多いが、
いくつかのディスポをまくかばー付きで設
置する事で、不衛生な点を解消する事
も出来る。さらには表面に果物の写真と
漢字をマグネットで取り外しする事が可
能であり、脳トレとしての役割も担う。ま
た、利用者さんとのコミュニケーションに
繋がる事を想定した。

秋カンから、3箇所の介護施設にお
世話になり、ボランティアにも参加し
た。それぞれ施設内での環境は違っ
ていたが、ディスポケースの必要性
に気付いた。また、初めはデイサービ
スをターゲットに絞っていたが冬カン
ではデイサービスだけではない施設
でも使える商品提案をしようと心がけ
た。

制作の過程としては、まず、平均的
な大きさのディスポに合わせて厚紙
でケースを作る。上から水を弾く素
材の和柄のシートを貼り付け、ワンハ
ンドで開け閉めしやすいようにマグネ
ターキーを貼り付け完成。ゼミ生か
ら意見が出た中身が少なくなっても
取りやすくする工夫なども考えたが、
難しかった。

介護施設に購入してもらいたいと考
え、実際に介護施設で使われてい
る介護用品の通販サイトへの販売
経路を想定した。他にもFacebook
のページで商品を多くの方に知って
もらおうと考えた。また、施設で実際
試してもらってから提供するなどして、
販売促進をしようと考えていた。

指導教員
長崎秀俊先生
からのコメント

学生達の知らない介護の世界に踏み入らねばならず戸惑うことも多かったと思う。しかし教
師の予想とは裏腹に、自ら介護体験をしたり介護施設へのインタビューをコーディネートし
てきたりと、自主性を持って取り組んでくれ、たくましく成長してくれていた。

介護福祉に役立つマグネット

まぐまぐズ〔まぐかばー〕
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流通科学大学　清水信年ゼミ/大原享汰、西嶋駿

くじ引きと融合し、新たな価値を
提供するマグネット

商品紹介
マグネットとくじ引き、あわせて『マグ引
き』。くじ引きという誰もが一度使ったこと
のある物をマグネット化して、レクリエー
ションの一環にした。くじ引きを使ってワ
クワク感を掻き立てて、レクリエーション
をさらに楽しめるようにした商品だ。また、
くじ引きだけの性能にとどまらず、マグ引
きを使って遊ぶことができないかなどの
遊びを提案することも企画していた。レク
リエーションに飽きてしまう入居者の想
いをヒントにして、チームでどんな価値を
介護福祉の現状に提供できるのかを考
えて生まれた商品である。

介護福祉の現状ではレクリエーショ
ンに飽きてしまう入居者の方が多くい
る。現地調査を行った際には、レクリ
エーション自体に飽きてしまったとい
う声は多かった。そこから、私達はレ
クリエーション自体を考える事は難し
いと感じて、レクリエーションを盛り上
げたり、さらに楽しめるような物を企画
した。

マグネットを張るホワイトボードにはレ
クリエーションを書き込めるようにし
た。書いたレクリエーションを上から
張り付けて隠しておく。めくる際にそれ
が見えるという事である。ただのマグ
ネットでは、高齢者はめくりにくいと感
じたのでマグネットの右半分は磁気
を使用しないなどの工夫を施した。

本商品は施設での利用を前提に作
成している。したがって、個人に向け
ての販売は企画していない。施設で
の販売を企画しており、数は2つ、3
つで購入してもらい使用していただ
く。サービス付き介護住宅で使用を
考えており、デイサービスなどは販売
しないと考えている。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

メンバー一人の離脱という困難を、男子二人でよく乗り越えた。高齢者介護施設の現場に
足を運んでの複数回の調査と、最終的に一つのストーリーある企画にまとめあげたことに、
二人の努力と成長がよく表れていると感じる。

介護福祉に役立つマグネット

清水ゼミ　マグネットチーム〔マグ引き〕
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流通科学大学　東利一ゼミ/山本啓人、酒井蓮、寺脇雛子、奥野葵、劉皓諭

高齢者が自由な時間に楽しめる
アイテム

ジグソーパズルとスチール缶を掛け合
わせた立体的なパズル。それがこの「ぱ
ず缶」である。立体的であることで難易
度が向上しており、同じ18ピースのジグ
ソーパズルと比較するとクリアまでの時
間が約9分もの差が生まれている。認知
症予防や手先のリハビリテーションを期
待しているが、何よりも重視しているのが
「コミュニケーション」である。施設での
レクリエーションに加え、隙間時間に本
製品で遊びながら絵柄やパズルについ
て会話を弾ませる……そんな時間を演
出し、より介護現場を明るくするのがこの
「ぱず缶」である。

介護施設を訪問した私達は、施設の
自由時間に椅子に座ってボーッとして
いるだけの高齢者が何名か居ることに
気が付いた。そこで、自由な時間に簡単
に遊べれば、普段の会話がより弾み、
施設での時間が楽しくなるのではないか
と考えた。ぱず缶を試してもらった過程
では、缶という特徴的な形に対する会
話や、絵柄に対する会話が生まれた。

イラストを楽しめる大きさにしつつも、ク
リアを諦めない程度の難易度の実
現を目指した結果、現在のサイズ感
に落ち着いた。体験してもらった様子
では、遊ぶ前に難しそうだという感想
を抱いており、クリア出来た時には自
分の脳はまだまだ元気であると、自信
にも繋がった。

作ってみるまでは、平面のものとどの
程度難易度が違ってくるのか疑問
だった。これは他の者が見ても同じ
感想を抱くだろう。故に、福祉機器
の常設展示場に展示し、実際に体
験してもらいたいと考えている。そうし
て認知拡大を図った後に、介護用
品店やカタログ等で販売を予定して
いる。

指導教員
東利一先生
からのコメント

テーマ1位、おめでとう。メンバーの追加、製品コンセプトの変更3回。あまたの困難を乗り越
えられたのはなぜか?どんな状況でも、メンバー間で目標を共有し、共有目標のもと各自が
主体的に動き、サポートし合った。皆は、「権威によらないリーダーシップ」のお手本!

介護福祉に役立つマグネット

テイスト〔ぱず缶〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 982 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 982 St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 982



協和チャック工業

簡単設置の避難所ブース

近頃、自然災害による被害が数多く発生しており、その中で避難所

を利用する機会も増加している。そうした避難所をより快適な環境に

するために協和チャック工業にて開発される被災地向けスペースの

商品について、「社会の役に立ちたいŉという強い思いを乗せ、製品

改良やブランディングなどトータルデザインの提案をする。

商品化は長年培ってきた技術力を生かした企画・製造・販売を行う

「協和チャック工業ŉが実施。
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0 8 4	 らくらくお守りブース

0 8 5	 子供向けキッズスペース

0 8 6	 POP	UP	TOILET

0 8 7	 繋がLINKシアター

0 8 8	 Pet	Home

0 8 9	 「Chack	Cl in ic」

0 9 0	 サピュ家

0 9 1	 CANox

0 9 2	 Rel ie f 	Tent
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/林祐希、井村優太、足立心

避難所生活におけるプライバ
シー問題を解決する

この商品は避難所生活におけるプライ
バシー問題を解決する居住用ブース
「らくらくお守りブース」である。手軽さと
サイズにこだわった。サイズは2.0×2 .0×
1 . 8であり、今や当たり前の支援物資に
なった布団やダンボールベッドがすっぽ
り入るサイズである。また、取り付けの難
しい屋根の代わりに高さを高めに設定
することでプライバシーの確保と簡単設
置を実現した。これらの特徴により、男女
問わず幅広い年齢層の方々にストレスな
く組み立て、生活していただく商品であ
る。

東日本大震災を機に防災への関心が
高まったがプライバシー問題が現在も解
決されていなかった。さらに約90人への
アンケートから、大学生の7割は災害グッ
ズを「買う・買い替える」のが手間で備
蓄していないことが分かり、ネット上で簡
単に契約し、必要な時に配達される保
険形式の販売方法を提案することで、
手軽に災害対策ができる工夫をした。

従来の基本的なモデルにサイズの変
更を行った。2種類のサイズ展開で単
身世帯、家族世帯に対応している。ま
た簡単設置を追求したため、屋根を
取り付ける代わりに高さを1.8mにする
ことで、今までのテントよりも空間に余裕
を持てるようにした。さらに、現在普及し
ている段ボールベットをブースの中に
収まるサイズにし共存できるようにした。

被災地でのプライバシー空間確保
の重要性や本製品の有用性を伝
え、今後の契約に繋げやすいクラウ
ドファンディングを実施する。
また、この事業で得た売り上げの一
部から支援活動として、支援物資や
本製品を避難所へ送り、認知拡大
を図る。さらに実際に使用してもらうこ
とで契約へのアプローチをする。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

	「らくらくお守りブース」は、災害時の消費者ニーズをよく考えた商品である。単身用、世帯
用などの製品仕様を具体的に検討し、保険形式などの価格、販売施策も検討できており、
実現可能性が高い商品である。Sカレでの経験を就活、将来の仕事に活かしてほしい。

簡単設置の避難所ブース

チーム魚崎〔らくらくお守りブース〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/中川梨々亜、藤井雄平、宮本沙里奈

元気が出る空間で日常に近い
環境

構造は、18 0×1 8 0のテントを2個使用
し、そのテントをチャックで繋ぐ。テントの
周りには、タイベックと防音シートを使用
する。タイベックを二重にし、その間に防
音シートを挟む。テントの外側と内側の
タイベックには、子供が喜びそうなイラス
トを印刷する。そして、テントの天井には、
レールを波を打つように取り付ける。そ
のレールにタイベック製のカーテンをつ
けて、テント内で迷路を作る。カーテンは
真っ白で、後から子供たち自身でイラスト
などを描けるようにしておく。

避難所の現状は、避難する際に家
族とはぐれた子供が安心できる空
間がない、親・子のそれぞれのプライ
ベート時間が取れない、子供は情
報収集したり今後の見通しができな
いのでよりストレスをためてしまう。こ
れらを踏まえてこの子供向けキッズス
ペースを作ることにした。

実際の大きさを具体的に知るため
に、段ボールやタイベックを使って試
作品制作を予定していたが、商品
内容についてのチーム内での話し合
いやさらに詳しく避難所の現状を知
るためのインタビュー調査に時間が
押されたことや制作の難しさもあり、
試作品制作は行わず。

顧客は市町村役場・幼稚園である。
保管は市町村役場でしてもらう。販
売方法は直接営業で音楽フェスや
防災イベントなどのイベント等にも貸し
出しや販売をする。日常とのつながり
を持ってもらい子供が普段から利用
できるよう迷路機能もつけている。そ
れによって避難時にもすぐに組み立
てることができる。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

避難所の現状について調査し提案した基本的なコンセプトは悪くなかったが、商品の仕
様やベネフィットに具体性が欠けていた。

簡単設置の避難所ブース

Me l t y〔子供向けキッズスペース〕
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/鯛島彩加、清水祐花、辻慎也、森大輔

今日も明日も快適に!

仮設避難所ブースに防臭シートを掛け
合わせたトイレブース。避難所生活にお
けるトイレ事情は悲惨な物である。汚れ
ていて落ち着くことができない、においが
気になる、プライバシーが守られていない
など様々な問題点があげられ、行きたく
ても行きたくないというのが現状だ。この
避難所の現状を変えるべく、におい・プラ
イバシーに着目して、トイレブースに防臭
シートを貼り、屋根をつけることによって
少しでもにおいを軽減し、出来る限りスト
レスを感じないようにしてもらいたいと願
いを込めた商品だ。

熊本県の地震で被災した方にインタ
ビューを行ったところ、「トイレを流す
ときに水のにおいがきつくて、トイレに
行きたくても行けない」という現状を
知った。さらに阪神淡路大震災にお
ける、避難所生活で困ったことにつ
いての調査では、全体の約4割近く
の方が"トイレ"と答えていた。

壁面の素材にはタイベックを使用
し、耐久性の向上と軽量化を図っ
た。その壁面に、フタロシアニンとゼオ
ライトを利用した防臭シートを貼り付
けた。この防臭シートは、触媒効果と
吸着作用があり、アンモニア臭を90
パーセントカットしてくれる。屋根も装
備しており、屋外に設置する予定で
ある。

本商品は災害が起きた時に使用する
ものであるので、地方自治体への直
接販売を実施する。また、初期販売
地域として、近々起こると言われてい
る南海トラフで大きな被害が予想され
る近畿・四国を中心に防災イベントに
出展し、本商品を実際に使用してい
ただいた方により身近に感じていただ
いたりなどをし、認知度拡大を図る。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

実際に被災された方へのインタビュー調査を踏まえたうえで、避難所生活という過酷な環
境下で日々を送る人々の心理的な負担を、少しでも和らげようとする想いと努力が詰まった
コンセプトである。試作品の有効性のさらなる検討について、課題の残る結果となった。

簡単設置の避難所ブース

P O P C O R N 	 F O R C E〔POP 	 U P 	 T O I L E T〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 87

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

駒澤大学　菅野佐織ゼミ/阿部巴音、小松茉裕、豊田桜子、北上涼太

避難所生活での一期一会であ
る。

この商品は、協和チャック工業株式会
社様が考えた避難所ブースに映画館と
プラネタリウムの機能を加えた商品だ。
昼は映画、夜はプラネタリウムを上映す
る。避難所では、知らない人同士が生
活する場であるため、助け合いが必要
である。また、震災という非日常の経験に
より精神的に不安定な状況において、
気分転換は必要不可欠である。同じ映
画やプラネタリウムを観ることで、商品を
使用した方々に助け合いの気持ちをう
み、気分転換に役立てたいと考え開発
した商品である。

避難所生活でのつながりに着目し、
一期一会をコンセプトに研究をした。
プラネタリウムを避難所に設置する
にあたり、調査を行ったところ、「下
ばかり見ていたが、地震が来てから
初めて上を見ることができた。」という
現地のこえもあり、被災者の気分転
換につながることがわかった。

映画を投影するために避難所ブー
スの内側に灰色の防音カーテンをつ
けることにした。カーテンを防音にする
ことで、映画の音がブースの外に漏
れないよう工夫した。プラネタリウムに
ついては、投影するために既存の避
難所ブースに半円の屋根をつけるこ
とで、星を綺麗に映すことができるよ
う工夫した。

避難所生活は、知らない人同士が
一緒に生活する空間。私たちは避
難所にこの繋がリンクシアターを導
入し、入ってくれた人々を繋げて、少
しでも避難所にいる人同士の助け
合いの気持ちができればという思い
だ。レンタルではなく、各自治体に販
売をすることで被災地の道路状況
が悪い場合でも使用できる。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らの提案は、災害で避難をしている人々が、不安で不便な生活の中にあっても、共に何
か経験をすることによって、少しでも気持ちをリフレッシュしたり、一期一会の出会いを感じら
れたりできる。機能的であり、情緒的でもある空間の提案という点で、大変評価したい。

簡単設置の避難所ブース

駒澤大学　菅野ゼミ　避難所ブース〔繋がLINKシアター〕
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滋賀大学　山下悠ゼミ/内藤彩華、酒井幸介、陳是憲

ペットも人も、快適な避難生活
を。

ペット数は増加しているのに、アレルギー
やニオイの問題、人命優先のため避難
する際に受け入れてもらえず、ペットを理
由に避難できない人々の悩みを解決す
るための「Pe t 	 H ome」。「避難生活
でも、大切な家族であるペットと一緒に
いたい」そんな願いを叶えるために、ペッ
トとの避難で懸念される問題も解決で
きる「ペットと"屋外"で避難するテント」
を考案した。飼い主が避難するスペー
スとペットが避難するスペースを分けるこ
とで、普段ケージに慣れているペットや、
別々で飼い主と寝ている生活スタイルに
適応できる商品である。

ペットを飼っている人は多いが、ペット
の災害時を想定した対策が取られて
いないのではないかと着目した。人の
避難グッズは用意していてもペットの
分は用意していないなど飼い主のペッ
トとの避難に対する意識の低さや、そ
もそも迷惑をかけるため避難できない
と諦めている人の多さから、どうにか
ペットも人も避難できないかと考えた。

避難を想定すると、軽くて、早く設営で
きる必要があり、また屋外に設置して
も耐えられるほどの生地を使用するこ
と、既存のアウトドアテントとの差別化
をいかに図るのかという点で大変苦
労した。普段、噛み癖があるからペッ
トはケージで過ごしているとの回答が
あり、そういった生活スタイルの家庭に
も対応できるようなテントを意識した。

行政は人命優先かつ、市民に対して
平等である必要がある。そのため、ペッ
トの飼い主をターゲットとして重要視
している。しかし、ペットを飼っていない
人にも、ペットのスペースとして使う部
分を荷物置き場や子供の遊ぶスペー
スと各々に応じて利用してもらえるた
め、徐々に一般顧客の方にもターゲッ
トとして目を向けられると考えていた。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

大規模災害の時には避難所からあふれる人が出てくる可能性が高いという問題を発見し
たことは非常に面白いと思う。しかし、「ペットを避難させる手段」なのか「人間を避難させ
る手段」なのかがどっちつかずになってしまい、焦点がぼやけてしまったのは残念である。

簡単設置の避難所ブース

TJYK〔Pe t 	Home〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/鈴木友佑、小林翠、本田元輝

素早く簡単に清潔と安心を届け
る避難所ブース

避難所生活を強いられている人たちに、
安心できる生活を送っていただくため
の場所を届けたいと私たちは強く思っ
た。「Chack 	 C l i n i c」は軽くて丈夫で
透けなく通気性があり、快適な空間を
作りだせる「タイベック」、ゴミ・ウイルスな
どのミクロな物質を強力にキャッチする
ことができ、清潔な空間を作りだせる「ト
レミクロン」、簡単に素材を接合させて
密閉されたプライベート空間を作りだせ
る「チャック」を組み合わせた避難所
ブースである。「Chack 	 C l i n i c」は私
たちの被災者への思いを詰め込んだ商
品である。

避難所の実態を調査する中で、災
害が多い日本の避難所が非常に劣
悪であり、問題視されていることを理
解した。より具体的には、日本の避難
所が他国と比べ、プライベートスペー
スが確保されていないこと、風邪や
感染症などの衛生面の懸念を、避
難所生活経験者が不安視している
ことに注目した。

「避難所では自分だけ優遇を受ける
ことを遠慮するといった被災者心理
が働く」、「窓がないと避難所では危
険である」などの避難所生活の専
門家や教授などの意見をもとに、サイ
ズ、デザイン、使用方法の観点から、
避難所というデリケートな場所でも
使いやすいようにブラッシュアップを
行った。

販売先としては行政を想定し、国の
プッシュ型支援という方法での販
売を考えた。そのためにはCh a c k	
C l in i cへの信頼度と認知度を獲得
することが重要ではないかと考え、市
や自治体が開く防災展覧会や避難
訓練への出店、クラウドファンディング
を実施して、様々な方向の人々から
信頼度と認知度の獲得を目指す。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

避難所で問題視される衛生面に着目し、商品を企画した点はよかった。Chack 	 C l i n i c
の特徴を行政に理解させ、購入してもらうための、より具体的な方法が提示できればさらに
良かったと思う。

簡単設置の避難所ブース

専修大学奥瀬ゼミナールチャック班〔「Chack	Clinic」〕
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中村学園大学　明神実枝ゼミ/龍明日香、黒木郁香、角田美希、日高翔太

チャックでつなぐ日常

日本人は互いを思いやり、支え・助け合
うことができる。非常時こそ、そういった行
動のきっかけになってくれたらと、この商
品を「サピュ家」とした。サピュイエとは、
フランス語で「寄り添う」という意味であ
る。取材の中から見えてきた「プライバ
シーの確保」と「周囲の人との交流促
進」という正反対のニーズに応え、両者
を促すことが出来る商品だ。人目を気に
する際にはチャックで締め切り、知り合い
との交流の際は、壁部分を上に巻き上
げ、ボタンで留めることができる。少しでも
普段の生活に近づけた空間を再現し
た商品である。

実際に被災地で母子を対象に支援
を行う団体に取材をした際、プライバ
シー問題が生死にかかわるレベルだ
と知った。世界から見ても、日本の避
難所生活は最低レベルであると言わ
れた。取材を重ねる中で、製品を企
画する上で何よりもまず生活空間の
実現が最優先であると考えた。

プライバシー確保と人との交流の2点
に注目し、製品改善を行った。プライ
バシー確保の点では、チャックを閉め
ることで隙間から覗かれる心配をなく
す。人との交流の点では、出入り口を
くるくると上にあげ、留め具で固定する
ことで、知り合いとの交流を促す。コン
セプトとなる「チャックでつなぐ日常」を
実現する避難所ブースへと改善した。

避難所ブースの販売先として、避難
所物資提供等を被災地に提供して
いる「CIVIC	 FORCE」を挙げた。
災害などにより交通網が遮断されて
いる可能性が高い被災地に物資を
提供するために、輸送手段を確保
し、実際に被災地のニーズを調査し
ているというメリットが挙げられる。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

そもそも、避難所についてニュースでチラッと見たことがある程度で何も知らなかった。被災
地支援に関わる方々にお話を伺う度に理解が深まり、次第に問題が明らかになり、解決策
を形にできた。チャックの使い方や黄色い旗を取り付ける工夫がキラリと光る企画になった。

簡単設置の避難所ブース

ネクサス〔サピュ家〕
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名古屋市立大学　山本奈央ゼミ/阿部祐大、木村茉歩、鳥居美月

できる!をかなえる勉強スペース

できる!をかなえる勉強スペース
「CANox」は避難所に勉強スペースを
確保するためのブースである。自分たち
も勉強が必要な環境を経験したからこ
そ共感できる思いがあり、避難所で十分
な配慮を受けられず置き去りにされてい
る中高生の力になりたいという思いから
誕生した。
実際に避難所では勉強スペースを作る
ことが難しかったり、集中しづらかったり
するという問題があるが、「CANox」を
使えば視界を遮るため集中して勉強で
きる!光を漏らさないため夜でも勉強でき
る!避難所でも勉強できる!という特徴が
ある。

まず、私たちは避難所では実際にど
のような問題があるか調べるために、
災害ボランティア団体の方等にインタ
ビューを行った。インタビューを行って
いく上で、避難所では中高生への配
慮が不十分であることが分かった。
そこで、学生の本分である勉強に目
を付け、避難所生活をする中高生の
勉強をサポート出来ないかと考えた。

勉強スペースということで、実際にど
れくらいの壁の高さがあれば周りが
気にならないか、広さはどれくらい確
保すれば良いかといった点を中心に
プロトタイプの改良に取り組んだ。ま
た避難所で実際に使っている風景
を想像して、壁紙の作りやチャックの
付ける位置と数を工夫した。

実際に避難所で使用するために、一般
の方々だけでなく政府や自治体にも良
さを伝える必要がある。防災訓練やイベ
ント等で展示することによって認知度を
高める。また、防災用品のカタログに掲
載して町内会や学習支援ボランティア
団体に販売する。彼らに備蓄してもらい
避難所で支援を行う際に持って行って
もらうことで、避難所の中高生に届ける。

指導教員
山本奈央先生
からのコメント

多くの自治体や関係者にインタビューをし、避難所を運営する自治体の購入は難しいこと
に気づいた時には悩んでいたが、そこであきらめず「誰かの役に立ち、自分たちが情熱を
もって取り組めるアイディア」にこだわったことが1位につながったと思う。おめでとう!

簡単設置の避難所ブース

PeC〔CANox〕
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流通科学大学　清水信年ゼミ/大西賢尚、佐治稜太、山名壱斉

避難者同士のボランティアの人
手不足を解消するテント

この商品は、避難所でのボランティアの
人手不足という問題を解決するために、
子供をあずけるスペースを提供する商
品である。避難所では避難している人た
ち同士で助け合いながら行っているボラ
ンティアもあり、そのボランティアに「子供
がいると参加できない」という避難所の
人たちに向けた商品である。子供をあ
ずけることで、親は避難者同士のボラン
ティアに参加でき、ボランティアの人手不
足解消・託児スペースの提供というメリッ
トがあり、子供の安全が周りからでも確
認でき安心感を向上させるため屋根は
なく高さは1mに設定した。

観察法から、避難所の人手不足によ
り子供の面倒とボランティア活動の
両立をすることが難しいため、避難時
でも子供をあずけられるスペースが欲
しいことが分かった。また子供をあず
けることには不安があり、常時見える
ところで管理したいということも分かっ
た。以上のことから、従来の商品にこ
れらを解決できる製品改良を行った。

私たちの商品は、災害後避難所で利
用してもらう臨時の託児所だ。そのため
材料は軽く持ち運びやすいものにする必
要がある。そこで側面には丈夫な「タイ
ベック」を使用し、骨組みには軽い「紙
管」を使用している。広さは縦3.6m横
3.6m高さ1mだ。高さ1mに設定してい
るのは、周囲の人が託児所内部の様
子を常時見えるようにするためだ。

販売方法として、販売方式とレンタル方
式を選択した。それは販売相手が地方
自治体・NPO法人を考えているからだ。
両者の違いは地方自治体の場合、災
害が起きた時だけ利用するがNPO法
人は災害が起こった場所に行って利用
するかだ。そのため地方自治体にはレン
タル方式を用い、NPO法人には買って
いただきNPO法人で運用していただく。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

自分自身が経験することも、周囲で経験者を探すこともなかなか難しいテーマに挑んだこと
が、このチームに最後まで重くのしかかった。ユーザー調査は十分にできたと言えないが、
限られた情報を発想力でカバーしようと苦労を重ねた努力を評価したい。

簡単設置の避難所ブース

r yuka〔Re l i e f 	Ten t〕



明成孝橋美術

社会課題を解決する印刷製品

現代社会における問題や課題、悩み事や困り事の解決は、お客様

の喜びに繋がる－そう信じる学生たちが、多種多様な企画デザイン・

特घ印刷加工技術を使って、製品開発に取り組む。

商品化は、「より良い商品イメージづくりをカタチにします！」を合言葉

に、お客様と共にパッケージ製作を中心に「売れる商品」づくりを目

指す「明成孝橋美術」が実施。
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0 9 4	 ベジぽん	～たねたね博士からの挑戦状～

0 9 5	 出勤ログインカレンダー

0 9 6	 スマートデスク

0 9 7	 世界のかるちゃかるた

0 9 8	 SOS発信下敷き

0 9 9	 みがくんダー&はもるん

1 0 0	 Mom	Link

1 0 1	 Baby	Memory

1 0 2	 オモイデジタル

1 0 3	 Connect	the	heart

1 0 4	 まわすとっく

1 0 5	 めくって揃えて懐話ふだ

1 0 6	 トリックフロアステッカー

1 0 7	 エッジプロテクター

1 0 8	 あなた、じしん

1 0 9	 Bloovo（ブラーボ）
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/本田悠貴、三宅由桂、宮嶋心

親子で野菜を「育てる・作る・食
べる」家庭野菜栽培キット

植木鉢になるパッケージの中に種、土、
ポット、成長記録ノートが入っている。野
菜の種類は、購入時におけるネット上で
の表示と、配達後のQRコード読み取り
によってのみ把握が可能であり、親が選
び子供と育てることを想定する。実がな
るまで何の野菜が育つかわからないわく
わく感を通して、子供が野菜に親しみ苦
手克服につながると考えた。成長記録
ノートにも飽きずに栽培を続けられる工
夫を凝らし、また背面のQRコードは子供
と作れるひらがなのレシピや、意見交換
ができる掲示板につながり、親子で楽し
く野菜を食べることを実現する。

「子どもの頃、ニガテな野菜を食べさせ
られた」というメンバーの思いから着想
を得る。実際に子どもを持つ多くの親
が、子供に野菜を食べてもらうために
工夫をしていると回答。ただ食べるだ
けではなく、「育てる・作る・食べる」とい
う過程を通すことによって、野菜に対し
てより身近に、また愛着を持つきっかけ
になればという想いを商品に込めた。

パッケージとなる植木鉢をユーザー
に見せた際の「ベランダに置きたくな
るようなデザインがいい」という声を
基に、子供そして両親が育てたくなる
デザインに仕上げた。また、栽培記
録ノートで野菜を楽しく学び、思い出
となる日に日記を書くことで、子供達
は野菜により愛着を持つことができ
る。

購入者のみ野菜の種類を知ることが
できるよう、教育系のネット通販での
販売を実施する。また、親子で簡単
に作れるレシピやママ同士で意見交
換ができるwebページの開設、イン
フルエンサーによるSNSでの宣伝と
いった、ターゲットが本商品を魅力に
感じる販売促進活動を行う。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

この野菜キットの斬新な点は、購買者（保護者）と使用者（子供）を分け、栽培開始時に使用
者は何ができるか分からない点にある。野菜摂取不足は、健康や社会保障費に影響する課
題であり、その解決の試みるユニークな商品である。この経験を就活、将来の仕事に活かして。

社会課題を解決する印刷製品

たねたね〔ベジぽん	～たねたね博士からの挑戦状～〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 95

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

京都産業大学　上元亘ゼミ/今村康輝、高野龍之介、福本倫央

社員のモチベーションアップにつ
ながる商品

私たちは社会課題として、日本の労働
者のモチベーション低下に着目した。
海外と比較したデータでは138か国中
130位というデータもありどの調査を見て
も低い傾向にある。そこで、ゲームのログ
インボーナスのような機能の付いたカレ
ンダーを制作した。生地は布を使用し
日付の位置には、モチベーションの向上
につながるような小物を入れて頂くことを
想定したポケットを装着。これを中小企
業や個人経営の管理職又は店長等に
購入して頂き、労働者のモチベーション
アップに繋げる。

自分たちが、学校終わりのアルバイ
トが億劫に感じることが多い。そのた
め、会社員でも同じような感覚になっ
ているのではないかと考えた。,会社
に出社するための動機付けになるも
のがあれば、出社へのモチベーショ
ンになるのではないかと感じ、この商
品を企画しようと考えた。

カレンダーに使う素材は布を使用し、
日付のところには小物が入るようなポ
ケットを装着。商品サイズは縦60cm
横40cmで制作予定だったが、企画
を変えたのが冬カンの二週間前で
中身についての話し合いや資料の
作成に多くの時間を使ったため試
作品は未完成に終わった。

顧客は主に中小企業。企業に買い
取ってもらい普通社員の方に渡して
もらい使用する。販売方法は明成
孝橋様の取引先と取引する際にモ
チベーションアップにつながる商品を
開発しました。と提案し買ってもらうと
ころから初める。また、企業以外にも
小売でも考えている。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

従業員のモチベーションは日本企業が抱える大きな問題の1つであることは確かである。商
品の対象が正規雇用者か非正規雇用者か、またはこれを使うことにより実際にどの程度
従業員のモチベーションが上がるかに関する課題を残した。

社会課題を解決する印刷製品

京都産業大学印刷製品チーム〔出勤ログインカレンダー〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/川添陸、長尾百華、藤本拡哉

デスクも仕事もスマートに

業務効率を向上させるためのトヨタ式
3Sなどが昨今有名になっているが、実
際に働いている人たちのデスクはまだま
だ汚いままである。そんな現状を改善し、
作業効率を高める助けになる商品を開
発した。本商品はこれまでの収納グッズ
のジャンルになかったキーボードの下を
利用したものである。無意識にものを置
きっぱなしにしてしまう、そんな人たちにも
扱いやすいものとなっている。この商品は
クリエイティブな商品をニッチ市場に向
けて販売しているキングジムの方にも実
際に見ていただき、その新規性や着眼
点に対して興味を引き付けた。

実際の現場で働く社会人の方々の
デスクを見せてもらうことから始まり、
最終的には近畿大学東大阪キャン
パス全ての学部の事務に協力を仰
ぎ、デスクの現状を調べた。初期の
観察では無意識にものを置きっぱな
しにしてしまうことや収納場所の明確
さが重要であると位置づけて構想を
練り始めることにした。

私たちは使用感などを確かめながら試
作品の制作及び改良を繰り返した。
実際に働く人たちが業務の際にどのよ
うなものを使うか調査し、それに合った
収納スペースを設けることや、テストを
する中でタイピングの際に手が痛くなっ
てしまわないか検証して形を整えた。ス
マートに仕事にこなすための商品であ
ることは常に念頭に置いていた。

本商品のターゲットは事務職に就い
ている人である。調査に協力してい
ただいた大学の事務職の方々から
も好評を受けていたため、近畿大学
からこの商品の輪を広げようと考え
た。そこで、大学職員がよく利用する
文具店2店舗に交渉を持ち掛け、商
品化が決定した暁には実際に販売
していただく約束を取り付けた。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

経営者の観察経営理念のクレドから探索調査を継続し、ビジネスにおける課題発見を地
道に行う。そしてオフィスの整理整頓とその業務成果への影響力に注目した。何度も壁にぶ
つかりながらも、諦めることなく行動を繰り返した継続力は高く評価される。

社会課題を解決する印刷製品

Me i py〔スマートデスク〕
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滋賀大学　山下悠ゼミ/奥村佑典、初馬奈瑠美、安形侑哉

世界の文化をかるた形式で楽し
く学ぶ。

「あ」はアメリカ、「い」はイギリスというよ
うに50音のそれぞれの文字から始まる
国々のその国独自の文化や豆知識を
絵札読み札とし、それをかるたという単
純明快なゲームにすることで、誰でも簡
単に楽しく世界の文化や豆知識を学ぶ
ことができる商品である。
また、かるたの裏面にも白紙の読み札、
取り札を用意しておくことで、自分の国
の新たな文化や新しく知った文化につ
いても書き込むことができ、様々な人との
ゲームを通して自分だけのかるたを作る
ことができる。

商品開発を進めるにあたり、外国人
が近年増えている課題から身近な
外国人ということで留学生のお困りご
とに焦点を当てることにした。留学生
の友人たちから話を聞き、生活に関
する悩みよりも文化の違いに対して
困っているとのことより、他国の文化
を知り、文化の違いに寛容になれる
ものを考案した。

かるたを作成するにあたり、取り札に
はその国の文化をデザインするだけ
ではなく、国旗も描くことで、読まれた
文化とその国、国旗の三つがつなが
るようにした。また、裏面を使う際にも
ともとある文字の札と混同することが
ないように、自分で書く用の札はオリ
ジナルとは違う色で作成した。

販売促進として、まずは滋賀県の国
際交流協会の定例会での実践か
ら、会員であるさまざまな国の人々に
体験してもらい、そこでの感想や意見
をSNSなどインターネット上で宣伝す
る手法を考えた。また、商品自体のア
ピールポイントとして、競合商品よりも
価格を安くすることで、手に取ってもら
いやすくするような価格設定にした。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

どのような社会課題を解決するのかの検討に重点が置かれてしまい、どのように販売促進
を行うのか、販売することによってどのように社会課題の解決につながるのかについて、もっ
と考える時間があればよかったと思う。

社会課題を解決する印刷製品

OHAパケ〔世界のかるちゃかるた〕
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中京大学　宮内美穂ゼミ/佐々木直哉、加藤優帆、松本朋也

児童虐待の早期発見による防
止

児童虐待相談対応件数が増加の一
途であることに着目、心理的虐待・身体
的虐待に関する相談内容が多いことに
注目したことから「SOS発信下敷き」を
考えた。本提案は児童虐待の有無を
調べるチェックボックスを印刷した紙を
両面に圧着した下敷きである。自治体
に本製品を販売し、その後小学校に配
布、小学生に使ってもらう流れである。
「社会課題を解決する印刷製品」とい
うテーマに基づき、児童虐待を解決した
いというチーム全員の強い思いを詰め
込んだ。

虐待児本人から直接話を聴くことができ
ないため、虐待に関するNPO法人・専
門家及び自治体・小学校へ現状や提
案についてのインタビュー調査を行った。
専門家から「本提案により多くのSOS発
信がされる」との声を頂いた。我々は小
学生が身近に感じる、新たなSOS発信
法として本提案を考えた。この点より、多く
専門家からお墨付きを頂いた。

小学生が身近なものからSOS発信
できるようにするため、下敷きを発信
物として採用した。SOS発信に使用
する紙を下敷きに圧着させて、SOS
発信するときに剥がして使用するよう
にする。SOS発信に使用する紙の表
は下敷きと同じ柄を印刷、裏は専門
家と共に考えたチェックボックスを印
刷する。

本提案は小学校の協力なしには機能し
ないため、自治体の了承が絶対条件であ
る。我々は株式会社明成孝橋美術と共
に児童虐待防止に積極的な自治体への
交渉を行う。調査の結果、愛知県豊田市	
子ども権利擁護委員の方から購買ニーズ
を得ることが出来た。事業開始時は児童
虐待防止に積極的な自治体を主な販売
先とし、他の地方自治体への交渉も行う。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

社会問題を印刷技術で解決とのテーマに戸惑ったが、児童虐待に問題を絞ってからは解
決策がすぐに出ていた。しかし問題がセンシティブなだけに、各方面に協力を取り付けに四苦
八苦していた。2週間ツイッターでDMを送り続けた彼らに、大阪府長は応えて欲しかった。

社会課題を解決する印刷製品

チーム「虐待児の味方」〔SOS発信下敷き〕
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名古屋市立大学　山本奈央ゼミ/舘永理、小田美乃里、内藤早耶

子どもの明るい未来を守る歯み
がきプロジェクト

このプロジェクトでは、毎日歯を磨いてい
ない子どもに歯みがきの習慣をつけてほ
しいという思いから、歯みがきカレンダー
「みがくんダー」を作成した。これには、
歯を磨いたら色を塗るといった、子ども自
身が楽しんで取り組める工夫がされてい
る。まずは地元の子ども食堂を通して、
子どもたちに届けたいと考えた。そこで、
みがくんダーの寄付を実現するために、
商品の売上金の一部を寄付に充てるビ
ジネスモデルを考案した。その商品がデ
ザイン歯ブラシ「はもるん」である。寄付
付きのため少し高価格だが、他にはな
い可愛いデザインである。

私達は社会課題として子どもの貧困に着
目した。そこで、専門家である谷口准教授
を訪問し困難な状況の子どもほど口内
の衛生状態が悪いというお話を伺った。
また愛知県内の子ども食堂にアンケート
調査を実施し、幅広く情報を集めた。そ
の後複数の子ども食堂を訪問し、実際に
子ども達と触れ合いみがくんダーに関する
アドバイスを頂いた。

子ども食堂の方のアドバイスから朝と夜の
2回色を塗れるみがくんダーを、低学年用
と高学年用の2種類考案した。また、1週
間分の歯磨きカレンダーを作成し、習慣
づけることが出来るのかを確かめるため、
実際に小学生に使用してもらった。
歯ブラシに関しても、ラピス（株）に印刷含
め、デザインアイデア全てのプロトタイプを
作成して頂いた。

はもるんのパッケージでは、みがくん
ダーを寄付することで（株）明成孝
橋美術が社会貢献活動を行って
いることを紹介する。販売箇所として
は、アマゾン、大学生協、クラウドファ
ンディングを想定し、実際にPOPを
作成した。また、みがくんダーはあいち
子ども食堂ネットワークを通じて、子ど
もたちに歯ブラシとともに届けられる。

指導教員
山本奈央先生
からのコメント

子どもの口内環境改善という点に注目したことやそれを支えるビジネスモデルの構築が評
価できる。多くの関係者に協力依頼をする努力も素晴らしかったが、それが「多くの子どもた
ちに届けるために」を最優先したいという熱意からだったことを高く評価したい。

社会課題を解決する印刷製品

チームとんとん〔みがくんダー&はもるん〕
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/永井雄也、竹上颯馬、中村祐輔、川杉実音

産後のママを支えよう

産後のツラさや、育児への配慮を周りに
意思表示ができるバッチである。産後マ
マへの配慮として、赤ちゃんが泣いても
温かい目で見守ってほしい。困った様子
を見たら積極的に声をかけてほしい。バ
スや電車では席を譲ってほしい。という
意思表示ができる。つながりの貧困を解
決するツールとして、Mom	Link	を付け
ているママ同士は孤独を感じており、つ
ながりを求めているというサインになるた
め、新たなつながりが生まれることが期待
される。Mom	Linkが普及することで、よ
り育児のしやすい社会につながる。

育児を頑張るママとパパ（n=101）
に話を聞き、多くの悩みを聞いた。
孤独感・出産後がツラいという声に
注目した。そこで、ママ自身が意思表
示ができるツールを作り、周りが産後
ママの大変さを知る事とコミュニケー
ションによってつながりを作ることが
社会問題の解決になると考えた。

表面にMom	 Linkのマークを印刷
し、素材は、中にスポンジが入った柔
らかいものを使用した。イラストの下に
「産後だからつながりを求めていま
す」など、メッセージを印刷した。ママ
から親しみを持たれやすいような、柔
らかな、優しいイラストを使用した。

Mom	 Linkは、普及し、産後ママの
意思表示に対して、周りが気づき、配
慮できる環境が必要である。そのため
に、一般への認知拡大策としてマスメ
ディア関係者と、産婦人科の先生らを
招いたシンポジウムを大学内で行う。
ママへの認知拡大策として、影響力の
あるママインフルエンサーに宣伝をして
もらいMom	Linkの輪を広げていく。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

いつもいつも楽しそうに集まっていた。少しずつ少しずつ、企画が進んでいっていった。ママ
たちや幼稚園の先生たちにたくさんかわいがってもらったようだ。オムツ替えまで体験したの
で、いいパパになる準備はできている。

社会課題を解決する印刷製品

南山大学印刷チーム　TEAM　SMILEY〔Mom	Link〕
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日本大学　石田大典ゼミ/近藤咲希、中島愛奈、花島直輝

成長を実感できる!エコー写真ア
ルバム

生まれる前の大切な記憶を記録できる
アルバム。日記としては母子手帳、マタニ
ティーダイアリーなどの商品があるが、本
商品はエコー写真に特化したアルバム
である。エコー写真の長期保存を可能
にするためのフィルムが大きな特徴であ
る。さらに上から書き込むことも可能であ
る。これにより、オリジナリティを生み出し、
世界にたったひとつのアルバムを作るこ
とができる。お腹の中にいる時から赤ちゃ
んとの思い出を大切にしてほしい。そんな
思いの詰まった商品である。

妊婦さんのインタビューで、エコー写
真の行き場に困っているという意見
があった。サイトでも、エコー写真をそ
のまま保存している妊婦さんが8割い
ることがわかった。さらに産婦人科の
先生にインタビューに行ったところ、
エコー写真をそのまま母子手帳に挟
んでいる妊婦さんがほとんどという事
実が判明した。

このアルバムひとつあることで子供や
父親でもエコー写真の見方がわかる
よう、エコー写真に書いてある専門
用語の意味一覧を設けた。さらにグ
ラフをつけることにより、子供の成長
を数値化し視覚的に実感できる。ま
た、このアルバムは継続することが重
要なため、手軽に記入できるようシン
プルなレイアウトに仕上げた。

本商品の販路としては、診療所など
の小規模な産婦人科をターゲットと
している。オプションとしてアルバムな
どをつけていない診療所をターゲット
としている。本商品を診察の際に提
供してもらう。これにより、普段自らア
ルバムを作らないような家庭でも必
然的に提供される機会を得ることが
でき、認知拡大を図る。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

エコー写真は感熱紙に印刷され、数年で消えてしまうため、思い出として残すのは難しい。
彼らが着目した点はまさにそこである。Baby	 Memoryを使えば、エコー写真や成長の記
録をアルバムにできる。生まれる前から子供との思い出を紡ぐことができる製品である。

社会課題を解決する印刷製品

日本大学石田大典ゼミ　印刷班〔Baby	Memory〕
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日本大学　水野学ゼミ/鈴木蛍、關勇輝、板東美玖

眠っている写真を復活!アナデジ
いいとこどりアルバム

沢山の写真を撮った子供が小さかっ
た頃。しかし、当時は家事に育児に忙し
い。子供が自立した際、思い出が整理
されていないことに気づいた主婦をター
ゲットにした「オモイデジタル」。眠ってい
る写真を現代のメインツールであるスマ
ホの中でアルバムにしようという商品だ。
商品にセットした写真をペンでデコレー
ション。これをスマホで撮影したものを集
めたら、デジタルのかわいいアルバムを
作ることができるのだ。全てがデジタルに
対応していく現代社会に、オモイデジタ
ルを使って、昔の思い出に心を込めてデ
ジタルに。

子育てアルバムを作りたいと子育てを
終えた世代も思っていることが調査によ
りわかった。現在子育て中の世代はス
マホで撮影編集が済むのに対して、子
育てを終えた世代にはスマホでの編集
は難しく、そもそも小さい頃の写真は現
像された状態で保管している。「アルバ
ムはかさばるが、写真を並べるだけでは
寂しい」という声からこの商品を考えた。

クリアシートを写真の上に被せることに
よって書き込んだ文字が消せ、別の写
真で繰り返し使うことができる。また、サ
イズを正方形にすることで撮った写真
がスマホフォルダに入ってもレイアウトが
崩れないデザインになっている。柄はシ
ンプルなものから四季折々のものまで
様々なシリーズを作成。かわいいアルバ
ムを手軽に作れるようになっている。

本製品の販売経路に、デザイン文具
が多く集まるこだわりを持った文具店を
あげる。またこのようなこだわりのある店
にはインフルエンサーと呼ばれる人が
多く集まるので、その人たちと一緒に商
品開発をしてユーザーイノベーションを
行ってもらう。これによりユーザーのニー
ズに合った柄などが考案され、自分の
考えた商品を拡散してもらうのである。

指導教員
水野学先生
からのコメント

徹底した現場主義。このチームと企画を表現する言葉はこれしかない。「アナログな方法で
しか残せない思いも、デジタル時代に連れて行こう」というアイディアは、地道なフィールドワー
クの積み重ねの賜物だ。地道に努力をするこの姿勢は、きっと後輩の手本となるはずだ。

社会課題を解決する印刷製品

Ｓｔｉｃｋｙ〔オモイデジタル〕
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/汐﨑文哉、大森千聖、山岡真理子

訪日外国人のコミュニケーション
を手助けするマナーノート

心をつなぐ－Connect 	 the	 heart。日
本に来た外国人と日本人との心を絵巻
物とカードで繋げる。「伝えたいことが伝
わらない」、そんな時に絵巻物とカードを
見せるだけで簡単にコミュニケーション
をとることができる商品だ。ノートの形状
を日本ならではの絵巻物にすることで外
国人の興味を引き、カードには伝えること
が困難な内容をシンプルに記載するよう
工夫した。「社会課題を解決する」とい
うテーマに基づき、神戸の訪日外国人に
よって生じる課題を解消できるよう最後
まで知恵を振り絞った、努力の結晶でも
ある商品だ。

神戸の訪日外国人は増加しており、
外国人旅行者の抱える課題に目を向
けた。日本人と神戸の訪日外国人に
話を聞くことで「言葉の壁」という共通
の課題を発見した。神戸の訪日外国
人の方に「コミュニケーションはとりたい
か」と聞くと、9割以上が「とりたい」と答
えた。また「日本のマナーは好きだから
ちゃんと知りたい」という声に注目した。

日本らしさを感じてもらうため絵巻物
の形とし、素材に和紙と友禅紙を用い
ることで日本らしさをプラス。鳥獣戯画
や日本画でマナーを伝えることで、見
て楽しく分かりやすいものに仕上げた。
カードにはサンクスカードとしても使える
ような定型文や、主要なアレルギー食
材のイラストを入れるなど、外国人の声
をもとに工夫して試作品を完成した。

本商品を多くの神戸の訪日外国人
に手に取ってもらいたいと考え、外国
人がよく訪れる神戸市外国人インフォ
メーションセンターで販売できる企業
様を紹介していただき、取り扱い先を
増やす。さらに、北野異人館のチケット
売り場やビジターセンターに置くことで
売り上げが見込める。旅行者だけでな
く、日常生活でも需要が見込める。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

試行錯誤の結果、身近な問題でもあるインバウンドに着目した。増加する神戸の外国人や
関係機関へのヒアリングをもとに、簡単に楽しく使えるマナーノートのコンセプトをまとめた。デ
ザインにも工夫がみられ、旅先や生活での利用シーンをイメージできる面白い商品である。

社会課題を解決する印刷製品

C l e a r 	Wa t ch〔Connec t 	 t h e 	 h e a r t〕



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9104

法政大学　杉浦末樹・窪寺暁ゼミ/與嶋清貴、澁谷真央、中川詩織

備えが日常に溶け込む新商品

防災缶詰とボードゲームを掛け合わせ
た新商品「まわすとっく」。近年災害が
多発する中で、「備えへの関心の低さ」
という課題に着目し、日常に溶け込む防
災を目指した。どうぶつしょうぎを、缶詰
が入ったスリーブ（箱）で遊べる仕組み
になっている。いつでもゲームとして遊ぶ
ことができ、備えの一つとしても効果を発
揮する。缶詰（消耗品）を食べると、遊ぶ
ためのコマが足りなくなり追加購入を促
すため、ローリングストックという備蓄方
法につながる。大人はもちろん、子どもに
も備えることを楽しく認知させる、未来に
繋がる新商品である。

防災商社の方にお話をお伺いした際、
「防災への取り組みは面白いものが少
ない」という一言が印象に残った。そこか
ら日常に溶け込む楽しい防災を追求し
た結果、缶詰でボードゲームという新し
い視点にたどり着いた。缶詰は味に定
評があるスイーツ缶を使用し、知育玩具
である「どうぶつしょうぎ」も園児から人
気があることを発見し、組み込んだ。

スリーブ（箱）に切り込みを入れ、中身
である缶詰を取り出す時は、箱を破く
必要があるように工夫した。デザインは
子どもが親しみやすいものを使い、思わ
ず目を惹くような効果を狙った。素材
は消耗品であることも意識しつつ、あ
る程度の耐久性も備えた厚紙を用い
た。防災の要素を強く感じさせず、ワク
ワク感のある見た目を目指している。

この商品の強みが圧倒的新規性で
あるということから、多方面の販路にア
プローチすることができた。つまり、お客
様に届くパターンについて、様々な可
能性を秘めている。また、企画に対して
ご協力いただいている企業様の発行
するフリーペーパーや、ネットカタログに
よって認知を誘い、追加購入の仕組
みによって継続的な販売にも繋がる。

指導教員
杉浦末樹先生
窪寺暁先生
からのコメント

防災グッズ+ゲームというのは、非常に良いアイディアだった。一方、防災予算での購入は、
『遊び要素』では難しいという、ネットだけではわからない発見があった。AIなど今後の社
会では、自分の力で発見していくことが重要。今後も積極的にチャレンジしてほしい。

社会課題を解決する印刷製品

1 0 cm -じっせんち-〔まわすとっく〕
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法政大学　西川英彦ゼミ/加藤歩、木村光希、山下遥

認知症の予防・抑制を楽しく実
現できるカードゲーム

メンバーの祖母が軽度の認知症であ
る、という話をきっかけに生まれた「懐話
ふだ」。
自分の過去を話すことで、認知症の改
善になる心理療法「回想法」を取り入
れたカードゲームである。
また、認知症を予防するだけでなく、介
護現場の「その人にあった介護を行う
ために、入居者について深く知りたい」と
いう課題も同時に解決することができる。
実際に、祖母や入居者の方に使ってい
ただいたところ、昔好きだった人の話な
ど、とても笑顔で話している姿を見た。
絶対に実現させ、たくさんの人に使って
もらいたいと思う商品になった。

テーマが社会課題であることから、メン
バーの祖母の認知症に着目した。2025
年には高齢者の5人に1人が認知症と
いう時代。また実際に老人ホームの施
設の方 に々インタビュー調査をする中で
も、入居者の半数が認知症であるとい
う現状や、その対応に困っているといっ
た声を聞いた。そこから認知症を予防・
抑制する商品が必要だと認識した。

試作品をもって実際に老人ホームに
伺うことで、商品のブラッシュアップを
行った。カードのデザインは高齢者
にも配慮した大きな文字とアイコンに
し、色味も刺激色にならないようにや
さしいものに仕上げた。トークテーマ
も遊びやすいものに厳選し、読みや
すいよう言葉を変えるなど、工夫を凝
らした。

介護レクリエーション商品として、グ
ループホームを始めとする老人ホー
ムに対して販促を行う。
その中でレクリエーションカタログや
WEBサイトに働きかけ商品の認知
拡大を図る。
また、クラウドファンディングなどター
ゲットの家庭に直接届けるBtoCで
の販促に関しても視野に入れる。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

プラン優勝、本当におめでとう。「カードをめくる」というアイデア以外は、秋カンから大きく変
わったことが功を奏した。祖母を想う気持ちを手が掛かりに突き詰め、多くの共感を勝ち得
た商品だ。総合優勝戦に向けては、この共感の渦をどう広げていくかがカギだろう。

社会課題を解決する印刷製品

CMY . i nk〔めくって揃えて懐話ふだ〕
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立命館大学　吉田満梨ゼミ/稲森早耶、辰野亮大、野間菜々子

気付かぬうちにトラブル回避

この商品を用いることによって私たちが
社会課題として捉えた歩きスマホによる
事故を減らすことができる。床に貼ること
や絵柄にレンチキュラー加工を施すこと
で従来の広告よりもターゲットに視界に
入ることが出来る。また注意喚起ではな
く自然と歩きスマホをやめてしまうような
デザインにしているため従来の方法に比
べて効果が見込める。このステッカーは
今まで届かなかった人に届けたいという
思いがつまった新しい商品である。

歩きスマホをしている人の視線は下
を向いており従来の広告は視界に
すら入っていないということに着目し
た。また注意喚起のポスターを見て
も結果として歩きスマホをやめない人
が57%であることからナッジが有効で
あるのではないかと考えた。多くの人
から自然と事故を防げるのはよいとい
う意見をいただいた。

この商品の特性と土地権利の観点
から試作品を作ることは困難である
と判断した。その代替案として印刷し
たポスターを床においての観察とイン
タビューを行い視界に届きやすいこ
とを確認した。また行動経済学で明
らかになった人間の心理を用いてデ
ザイン展開を企画した。

初めは学校を対象として学園祭実
行委員や学校期間などに提案して
いく。そしてその取り組みを地元紙や
ウェブニュース、フリーペーパーなど
に取り上げてもらうことで認知拡大を
図る。認知拡大が確認できたところ
で学校以外の企業や商業施設に
アプローチしていく流れを想定してい
る。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

歩きスマホによる事故という社会課題に着目した点やそれを注意喚起ではなく感覚に訴え
る方法で解消しようとアプローチした点が良かったと思う。商品による受益者と購入者が異
なるためうまく事業化できるビジネスモデルを提案できればよりよかったと思う。

社会課題を解決する印刷製品

ちょんこま〔トリックフロアステッカー〕
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和歌山大学　佐野楓ゼミ/岩橋泉、金珉廷、古本真央

角をまもる・角ではさむ・角でわか
る

「ノートの角が折れてしまうのが気にな
る。」そんな声から生まれた商品が、この
エッジプロテクター。これをノートに貼り付
けることで、ノートの角が折れるのを防ぐ
だけでなく、ブックマーク機能も果たす
上に、プリントやしおりを入れるためのポ
ケットにもなる優れものである。また、付属
のメッセージカードには印刷技術が惜し
みなく施されており、SNSに勉強中の画
像を本商品と共にアップして友達と励ま
しあったり、友達にプレゼントし応援グッ
ズとして使用することもできる。印刷技術
を通じて人と人とを繋げる、そんな商品
である。

「SNSでなら実際の友達に言えないこ
ともすらっと共有できる」というような傾
向にある現在の若年層の特徴を活か
し、私たちは学生が使うシーンの多い
文房具にフォーカスした。その中でも、
「勉強垢」というハッシュタグを通じ、
自分らの努力を認めてもらいたいという
傾向にあるということがわかったため、
その夢を叶わせてあげたいと考えた。

透け感のある素材を用いることで、収
納の中身を分かりやすく、ファイルのポ
ケットを段にすることでプリントなど大き
な物から、付箋やシールなどの小物な
どサイズに合わせた収納ができる工夫
を凝らした。メッセージカードは背景を
透かしておしゃれな撮影アイテムに、プ
リクラやメッセージを入れてアレンジ自
在なギフトカードとしても最適である。

この商品のターゲット層は学生なの
で、SNSのハッシュタグ機能を利用
して主にインスタグラムでの拡散や
宣伝を狙う。また、文房具店や雑貨
屋で販売してもらう際には、目を引く
POPや、ノートに実際に貼り付けた
際の使用例を置いてもらうなどして、
手に取りやすい工夫をしてもらう。

指導教員
佐野楓先生
からのコメント

本チームは最近インスタグラムに注目されている「勉強垢」を切口にして、自己表現できる
収納文房具を開発した。秋カン以降、大学の生協だけでなく、数多くの小売店舗と販売
交渉をしていた。テーマ1位を取れなかったものの、学生の努力を評価したい。

社会課題を解決する印刷製品

M5〔エッジプロテクター〕
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/河盛泰成、清瀧祐花、迫田瑞巴

親子で作る!楽しく学ぶ!わが家
だけのぼうさいえほん

小学生の子を持つ家庭に向けた、家庭
で防災について話し合えていないという
社会課題を解決する防災絵本である。
商品名には「地震に備える	自信をつけ
る	あなた自身のものがたり」という意味
を込めた。
絵本を読みながら親子で楽しんで防災
知識を身に付けられる。そして、家族の
ルールや連絡先を書き込み、オリジナル
の絵本を作れる今までに無い防災商品
である。さらに、防災だけでなく、親子の
コミュニケーションツールとしての価値も
ある。表紙の"あなた"の部分にはお子さ
んの名前が入り、世界に一冊だけの絵
本が完成する。

日本では毎年のように大きな地震が起き
ている。しかし、インタビューを行ったとこ
ろ、避難場所を親子で共有できている家
庭は少なかった。
調査から「日本は地震大国であるが、家
庭で防災について話し合えていない」とい
う社会課題を見つけた。
そこで、防災について話し合う機会を作り
知識を身につけてもらうことが解決策だと
考えた。

和歌山大学や県庁の防災の専門家の
方々のお話を参考に、掲載内容を検討
した。
対象年齢を加味し、分かりやすく最低限
の知識を提示する。
「脳はアウトプットで記憶する」という実験
結果から、クイズや書き込めるページを組
み込んだ。
さらに、リュックの中身をシールを貼って完
成させることで体を使って防災知識を学
べる。

孝橋美術が製作した絵本を企業が
買い取り、それをCSRや事業の一環
として消費者に無料配布するという
BtoBtoCの販路を提案した。
加えて、間の企業が伝えたい防災
知識や情報を、カスタムページとして
絵本の中に組み込む。
取引先との密なコミュニケーションに
よってパッケージを作成するという、孝
橋美術の強みを活かしたものである。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

持ち前の発想力を生かして作り上げた「あなた、じしん」。世界でも類のない震災大国、日
本なのに、家庭で防災について話をしていない社会課題に真っ直ぐ取り組んだ素晴らしい
商品である。親子で楽しく防災知識を学び、防災対策を話し合える点が本当にいい。

社会課題を解決する印刷製品

M igh ty〔あなた、じしん〕
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山口大学　藤田健ゼミ/菅歩夢、佐伯鴻太、塩見梨紗、末永里佳

寄り添い広げる献血の輪

Bloovo（ブラーボ）は、既存の献血者
が新たな献血者を呼び、「献血の輪」
が拡大することを意図した、献血の未来
を育むパンフレットである。商品の特徴
は3つだ。①初回献血者が献血に際し
て感じる不安要素を「献血手順紹介」、
「献血適正チェックリスト」によって軽
減する。②「献血コラム」は献血者が
知りたいと感じる情報を掲載し、献血者
に献血に関する深い知識を提供する。
③「お誘いチケット」は、既存の献血者
が新たな献血者を献血会場へ誘う。
Bloovoは「若者の献血離れ」という深
刻な問題に一石を投じる商品である。

若者の献血離れの実態を知るために、
山口県赤十字血液センターへのヒアリ
ングを行った。その結果、若年層の献
血に対する正直な想いを知る必要性が
あるとわかった。大学生379人に対する
意識調査アンケートとインタビュー調査
を行い、多くの学生が初回の献血では
不安を感じていること、献血についてもっ
と知りたいと思っていることがわかった。

大学生にインタビューとアンケート調査
を実施し、掲載すべき情報・レイアウト・
色味までこだわって試作品を制作し
た。試作品には多くの機能を盛り込み、
それぞれを切り放せるようにしたことで、
複数の使用シーンに対応できる印刷
物に仕上がった。その後も改善を重ね
たことで、従来の献血プロモーションに
はない「わかりやすさ」が追求できた。

本商品のターゲットは、献血の運営を行
う赤十字血液センターである。まず、山
口県の血液センターに対して提案を行
い、共同開発のパートナーになってもらっ
た。そのうえで、山口県の実証実験を通
して商品を改良し、献血者増加という
実績を残すよう努力した。最終的に、他
県との連絡会議において本商品を紹介
してもらい、パートナーの増加を狙う。

指導教員
藤田健先生
からのコメント

このチームは、藤田ゼミの四天王が集っていた。当初はそれぞれが東西南北、別々の方
向を向いて戦っていたが、やがて心は一つになり、共通の目標をもって開発を進めるように
なった。四天王の共同戦線が功を奏し、独自に商品化を実現することができた。

社会課題を解決する印刷製品

エウレカ〔Bloovo（ブラーボ）〕
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日本旅行

2020年夏休みの学生旅行

大学生に人気のある夏休みの国内旅行先は、有名なテーマパーク

やリゾート地である。しかし大学生の夏休みの旅行を分析し、大学

生が求める新たな観光地を深掘りすることで、ターゲットのニーズに

あった旅行プランを作成する。その上で旅行プランのマーケティング

計画を立てて提案する。

創業115年を迎える老舗の旅行会社「日本旅行」が、国内旅行商

品ブランド「赤い風船」として商品化を実施。
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1 1 2	 1泊2日岐阜旅行

1 1 3	 2020年夏休みの学生旅行	ゆったりとした奈良の旅	奈良の歴史に触れよう

1 1 4	 愛を叫ぼう愛スクリーム旅

1 1 5	 Excitama

1 1 6	 20旅in宮崎

1 1 7	 宮崎×就活

1 1 8	 まるっとびわ湖

1 1 9	 テストで疲れたあなたのための旅行

1 2 0	 全身で味わう!体験尽くしのドライブ旅

1 2 1	 心焦がす、あいちの離島

1 2 2	 好奇心の赴くままに	～あなただけの時間を～

1 2 3	 レトロ巡り～映えを求めて～

1 2 4	 エモ旅～癒しを求めて～

1 2 5	 町に溶け込むディープな旅	弘前編

1 2 6	 大人数で楽しむ大阪周遊ゼミ旅行

1 2 7	 神戸まるごとツアー

1 2 8	 2020年夏休みの学生旅行
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/杉田隼、野小生和輝、濵野千怜

その瞬間を、あなただけのフレー
ムで。

オリジナルフォトフレームを作り、そのフォト
フレームとともにいろいろな瞬間を写真
に収めようという1泊2日の旅行プランで
ある。1日目はモザイクタイルミュージアム
に行って、フォトフレーム作成をしてタイ
ルで作られた作品をみたあとは和み舎
せせらぎに移動。そこでは自然に囲まれ
たログハウスコテージでバーベキューな
どを楽しみ、宿泊。2日目は郡上八幡で
食べ歩きや散策、最後にはモネの代表
作である睡蓮のような名もなき池を見て
帰宅。

"旅行の計画を立てるなんて面倒くさ
い"そんなメンバーの声があった。そこ
で私たちはそのような人たちをターゲッ
トに旅行計画を立てた。学生が旅行
にどのようなことを求め、どんな旅行に
行きたいのかを調査した。学生は旅
行にアクティビティや自然を求めてお
り、インスタグラムの投稿を参考に旅
行先を決めていることが分かった。

学生がインスタグラムで個性を発揮し
たいと考えていることが分かったことか
ら、フォトフレームを使ってその一瞬を
撮影しようとなった。実際に現地に足
を運び、周辺スポットなども調査した。
周りを気にせず友達とたくさん喋りた
いという学生の意見を取り入れ、宿
泊先は和み舎せせらぎという自然に囲
まれたログハウスコテージを選択した

学生がどうしたら日本旅行様を利用
してくれるのかについてはSNSの広
告で写真とフレーズの投稿をして興
味をひかせて特設ページに飛べるよ
うに工夫した。さらに来店促進案とし
ては店舗限定予約でカメラレンタル
サービスやオリジナルフォトアルバム
作成をすることで店舗に足を運んでも
らおうと考えた。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

企画案は、ターゲットは旅行計画を立てるのが苦手でSNS好きな人、ポジショニングは独
自のフォトフレームでアルバムを作る旅である。マーケティング戦略の基本が明快で、実行
に向けた広告などもよく練られていた。Sカレの経験を就活、将来の仕事に活かしてほしい。

2020年夏休みの学生旅行

アトラス〔1泊2日岐阜旅行〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/小林玲菜、後藤健留、城甲和也

奈良の歴史や地元でのおいし
いグルメ

本プランでは美味い、安い、映えるを軸
に作った。まず初めに、紹介するのは三
つ葉ラーメンだ。ここのラーメン屋さんは
オープンから並んでいるほど地元民や
関西人に愛されており、古くからあるレト
ロな町並みには写真映えするかき氷や
プリンなどが盛り沢山。朝と夜、また一
味違ったならまちを楽しむことができる。
宿泊先は奈良バッカーズである。一泊
3000円台といったコスパと、さらにライト
アップしている奈良公園がすぐそこなの
でお散歩がてらにぜひ。

大学生50人に旅行に行く際、一番
重視するところを聞いたところによる
と、1位グルメ、2位写真映えだった。
そのほかには、ホテルや旅館などの
宿泊施設やコスパなどという回答が
あった。

実際に行ってみたところ、京都や大
阪よりはまだ人が少なく、急ぐこともな
く気持ち的にも体力的にもゆったりと
した旅行ができた。真っ白な個性的
なラーメンは写真映えすること間違
いなし。オープンから並んでいるほど
地元民や関西人に愛されているラー
メン屋である。

このプランのチラシやホームページを
作り、日本旅行さんにおいてもらい、
SNSのインスタグラムのストーリーに
広告として出るようにする。日々大学
生はインスタグラムを見る時間が非
常に長く、ストーリーを見ていると何回
もランダムに出で来るので、インパクト
のあるホームページを作成する。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

目的地ありきでプランの全体的なストーリー性やテーマ、ベネフィットに欠けているところが
あったのは残念な点である。

2020年夏休みの学生旅行

京産〔2020年夏休みの学生旅行	ゆったりとした奈良の旅	奈良の歴史に触れよう〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/市来祐馬、小野萌子、藤原華乃

好きなものを通して旅行の楽しさ
を知ってほしい

アイスクリーム消費量1位の石川県、そ
の加賀市に位置する山中温泉アイススト
リートを始めとする、様々なアイスに関す
るスポットを巡るツアーを開発した。
本商品は「202 0年夏の学生旅行」と
いうテーマに沿っているだけでなく、本来
は旅行のおまけであるアイスクリームに
焦点を当てて考案した革新的なコンセ
プトの旅行商品である。
そして、本商品が認められ、北陸シェア
No . 1を誇る北國新聞で私たちの記事
が掲載された。
私たちは本商品の商品化を通じて、山
中温泉並びに周辺地域の更なる発展
を望んでいる。

3泊4日で30個も食べるほどアイスが
大好きな人がいた。その人は好きな
アイドルのためなら全国各地移動す
るのに、アイスを巡る旅をしたことがな
かった。私たちはそこに着目し、その人
をペルソナとしてインタビューなどを重
ねた。また、アイス好きな人37名に「ア
イスを巡るツアーに行きたいか」と聞く
と、8割近くが行きたいと答えた。

旅行商品の開発で避けて通れない
のは現地調査だ。実際に私たちは
石川県の山中温泉を訪問し、アイスス
トリートでアイスを1日で13個食した。
そして、山中温泉観光協会の方 と々
協議を行い、ツアープランの修正を
行った。現地調査を経て私たちは山
中温泉の魅力を知り、地域振興の力
になりたいと決意を固めたのである。

本商品のターゲットがアイスマニアな
ので、アイスマニアのコミュニティであ
るアイス部やその部長様などインフル
エンサーの方々に協力を要請、認知
度拡大を図る。また、アイスだけでな
く、おふろマニアにも販促するため、
学生がライター活動をしているキュ
レーションサイト「おふろ部」に関連
記事を掲載予定である。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

たった1人のエクストリーマーを手がかりに、デザイン思考をフル活用。観察調査を徹底し、
「ジャーニー」ストーリーを創り上げた。また現地に足を運び現地の人 と々の関係を気づき
応援の輪を広げそれを力に変えた。まさに企画の王道。

2020年夏休みの学生旅行

NorthandWestカンパニー〔愛を叫ぼう愛スクリーム旅〕
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甲南大学　佐藤圭ゼミ/岡本彩楓、杉本優輝、寺田樹生、中東珠里

2番じゃダメなんですか

大学生にオススメのスポットを詰め込ん
だ、「わくわくする」埼玉旅行である。
1日目の活動では、日本で2番目に激流
の「長瀞ラフティング」をしたり、「お風
呂ca f é 	 u t a t a n e」という独創的な宿
泊先でくつろいでもらうなど、これまでの
旅行プランとは一味違う仕上がりとなっ
ている。
他にも、2日目の川越氷川神社の夏季
限定の「縁むすび風鈴」といった夏らし
くフォトジェニックなモノも取り込んでいる
ので、大学生受けするプランである。

現役の大学生が旅行に何を求めて
いるのか、アンケート調査を行った。
その結果、彼ら/彼女らは「非日常・
癒し」を求めていることがわかった。
このニーズを満たす場所は、現在、
観光地としての認知度が低く、観光
客は少ないが、魅力的なスポットも沢
山ある「埼玉県」であると考えた。

プランは計4回作り、中でも金沢には
現地に赴き実際にプラン通りに行動
をしてみた。
実際にプラン通りに行動することで、
机上ではわからなかったプランの良
さや、難点を感じることができた。
金沢のプラン試作品づくりの経験が
あったからこそ、埼玉のプランにそれ
らを活かすことができた。

日本旅行様の希望とする、実店舗へ
の誘導を兼ねて、「Instagramのス
トーリー」の活用を提案する。
Instagramの主なユーザの大学生
の興味を惹く内容でストーリーに広告
を掲載して、ウェブサイトへの誘導を
促す。同時に、企業アカウントのフォロ
ワーを獲得し、継続的に情報発信を
行うことで、自動的な販促を実現する。

指導教員
佐藤圭先生
からのコメント

「2番目の楽しみ」というコンセプトの慎ましさとは対照的に、行程の随所に「行ってみたい」
とユーザーに思わせるアイデアが散りばめられている。コンセプトに基づくさらなるアイデアの
統一とターゲットの明確化を行えば、さらに良い提案となったことは言うまでもない。

2020年夏休みの学生旅行

pu t y ohenza〔Exc i t ama〕
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神戸大学　宮尾学ゼミ/蒲田ほのか、長島奉久、箭子翔太、山本美奈子

2020年、20歳を迎えるあなたへ
贈る、20の絶景

202 0年に、成人式発祥の地と言われ
ている宮崎県で20の絶景スポットを巡
る、圧倒的に20という数字にこだわった
旅行プランだ。このコンセプトの裏には、
「今もその先も話したくなる旅を提供し
たい」という私たちの想いが込められて
いる。20旅という珍しいコンセプトを打つ
ことに加え、2日目に訪れる青島にある幸
せの黄色いポストに未来の自分への手
紙を投函するというイベントを用意するこ
とで、一生語れるような旅行プランの実
現を目指した。

学生と社会人にインタビューを行っ
た。学生からはSNSなどを通じて友
達に旅行のことを自慢したいという声
が多くあがった。神戸大学MBAに通
う社会人の方々にお話を伺った際に
は、昔の旅行の思い出を楽しそうに話
していたのが印象的だった。これらを
踏まえ、私たちは「今もその先も話した
くなる旅」というコンセプトを設定した。

私たちはまず、書店で旅行関連の書
籍を見たり、先生にデザインについて
の本を何冊かお借りして、分かりやす
いパンフレットはどのようなものか研究
した。そして、ここで得られた情報をも
とに作成に取り掛かった。具体的に
は、全体を青で統一することや、旅程
に沿って写真を使いながら旅をイメー
ジしてもらうといったことを工夫した。

店舗誘導策として、店舗で予約してく
ださったお客様に現地のお店20店
舗で使える2020円分の商品券をプレ
ゼントする。さらに、店舗へ足を運んで
くださったお客様を確実に掴むため
に、この旅行の推しポイントをまとめた
現地レポート冊子を作成した。これに
より、店頭販売員が本プランの魅力
を余すことなく伝えることが可能となる。

指導教員
宮尾学先生
からのコメント

夏の調査旅行,インタビュー調査など,とても良いチームワークで進めていた。20にこだわっ
たコンセプトも良かっただけに,結果は少し悔しかった。1冊のノートを共有して検討の経緯
を記録するといった工夫が秀逸。プロジェクトの進め方を学べたのは大きな成果。

2020年夏休みの学生旅行

うりぼートラベル〔20旅in宮崎〕
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駒澤大学　菅野佐織ゼミ/杉林和喜、佐々木比奈子、部屋美月、甘建升

宮崎で自分を変える!リフレッシュ
&リスタートの旅

これまでの大学生活でロクに勉強もせず
ダラダラと過ごしてきた大学生たち。しか
し、大学3年生に対する調査の結果、
大学3年の夏、少しでも就活を意識し
始めたという学生がかなり多かった。イン
ターンや合同説明会、大学主催の就
活セミナーなど、就職活動が本格的に
始まろうとしている大学3年の夏。ダラダ
ラと怠惰な生活をしてきた学生たちが、
内面から「リフレッシュ」するだけでなく、
就活にむけて「リスタート」できるようなプ
ランとなっている。

私たちは大学3年生の実態を知り、
ニーズの理解を深めることを目的と
し、関東を中心とした大学3年生に
様々なアンケート調査を行なった。す
ると、大学に入って生活がだらけ始
め、就活を控えている大学3年の夏
には焦りを感じている学生が非常に
多いということが明らかになった。

旅の全体を通してココロもカラダもリ
フレッシュできる内容となっている。ま
た、初日のホテルで誓いの手紙を書
いてもらい、2日目の最後には縁結び
の言い伝えのある幸せの黄色いポス
トから大切な家族や友人、そして一
年後の自分にお気持ち表明をしてリ
スタートしてもらうという、特に就活に
対してアプローチできるものにした。

就活に関連した旅行プランということ
で、実際に「マイナビ」のサイトに私た
ちのプランを掲載してもらうことで販
売経路の拡大をねらう。また、現状
お金がなく就活費用を稼がなけれ
ばならない学生を考慮し、就活が終
わった後に料金を支払ってもらう就
活後払いシステムを提案。店舗への
来店促進にも繋がると考えた。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

彼らの提案は、だらけた日々を送る3年生をターゲットとした旅行プランである。だらしない自
分へさよならし、就活に向けてリセットするという、ターゲットのインサイトを掴んだ提案である
と感じた。ぜひこのプランを通して、心も体もリセットしてほしいものだ。

2020年夏休みの学生旅行

2 0 2 0年夏休みの学生旅行班〔宮崎×就活〕
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滋賀大学　山下悠ゼミ/渡辺稔也、中島慧、川内丸なつき、木下沙恵

海に不満をもつ学生に「びわ
湖」の旅を

日本最大の湖である「びわ湖」を軸に、
夏ならではの楽しい遊びや体験を組み
込んだプランとなっている。海に不安を
持っている方には、きれいな水上でマリン
スポーツやBBQを楽しんだり、夜には感
動的な夜空を眺めながらゆっくりとくつろ
ぎ、船でしか行くことのできない琵琶湖に
浮かぶ島で願い事をすることもできる。最
後に向かう黒壁スクエアでは一緒に訪
れた友人とたくさんの体験をし、心だけ
でなく形に残る旅を堪能してもらう。びわ
湖を周りながら、学生時代の思い出を刻
んでいただきたい。

大学生は夏休みの旅行に何を求めて
いるのかを調査し、「海・景色・体験」
の3つをびわ湖と結び付け、学生が行
きたいと思えるようなプランを練った。夏
といえばやはり海に行きたいという学生
は多かったが、一方で海に潜む危険
が不安という意見も多かった。びわ湖
なら、その不安の大半を解消できると思
い、びわ湖の魅力を広めようと感じた。

実際に行ったことがないと気づくこと
ができないことがあるのではないかと
思い、まずは現地調査に向かった。
その時の改善点も踏まえ、魅力的
に感じ、なおかつしっかりとびわ湖の
素晴らしさを伝えられるようにパンフ
レットを作成し、実際に学生にインタ
ビューをし、すべての方から好印象
な意見をいただくことができた。

学生に実際に店舗を訪れてもらうた
めにはどうしたらよいか、ということを考
え、多くの学生に店舗への関心を調
査した。すると、店舗に来店すること
のハードルが高いことなど、新たな発
見があったため、私たちはより店舗に
入りやすいような相談キャンペーンや
マッチングの提案を行った。

指導教員
山下悠先生
からのコメント

2020年夏休みに開催される東京オリンピックより魅力的で、かつ大学生が求める新たな
観光地を発見するというテーマはかなり難しかったが、滋賀県が持つ観光コンテンツのうち
レクリエーション活動に特化したプランを作成できたことは、良かったと思う。

2020年夏休みの学生旅行

SUS〔まるっとびわ湖〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/金子倫子、南赫、渡邉悠人

2日間だけ大学生を忘れてみま
せんか

夏休みに2日間だけ大学生を忘れられ
る旅行プラン。ターゲットは、東京都・神
奈川県在住の、テストやレポートの疲れ
をリフレッシュしたい大学生。旅行先は
今も自然豊かで歴史ある伝統的な営み
が受け継がれている五箇山。都会では
味わうことのできない感覚を楽しむことが
でき、リフレッシュできる。喧騒から離れた
五箇山で地域の住民と触れ合うことに
より、様々な価値観を得ることができ、大
学生を忘れて自分自身を見つめ直す旅
行プランである。

東京都・神奈川県在住の大学生
71人を対象とした調査から、回答者
の9割が大学でのテストやレポートに
疲れを感じていることがわかった。こ
のことから、勉強から解放されリフレッ
シュできるような旅行プランを作成す
ることを考えた。また旅行先は、訪れ
たことがない学生が多い、富山県五
箇山とした。

実際に五箇山へ足を運び、地域の
住民との触れ合いが大学生を忘れ
られる瞬間であると感じた。昔懐かし
い風景が残る五箇山で地域の住民
と交流し、ディープな時間を楽しむこ
とができるコンテンツをプランに組み
込んだ。観光地化が進んでいない五
箇山は、都会の喧騒から離れている
こともあり、非日常体験ができる。

大学生が気分転換にSNSをよく見る
という調査結果から、コミュニケーショ
ンアプリ	 LINEを利用した広告を提
案する。最も目につきやすい位置であ
るトーク画面の最上部に広告を掲
示する。また、来店促進案として、実
際に店舗まで足を運んだ人には、最
近注目を集めるようになった、旅のし
おりを特典としてプレゼントする。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

旅行プランへの期待を高める、興味を惹くコンセプトであった一方で、プラン自体の独自性
や意外性という点で、インパクトが弱かったように思う。五箇山でなければない何か、五箇
山でなければ出来ない経験を盛り込めると良いものになったように思う。

2020年夏休みの学生旅行

ちょやわ〔テストで疲れたあなたのための旅行〕
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/入沢夏海、大田原加奈、堀田佐保

全身で味わう!体験尽くしのドライ
ブ旅

私達はドライブとアクティビティの両方を
旅行の中で楽しみたい学生をターゲット
に群馬県でのモデルプランを考案した。
大自然の中で夏を感じられるウォーター
アクティビティのSUPをはじめとし、たくさ
んのアクティビティをご用意した体験型
の旅となっている。景色が綺麗なことはも
ちろん!道も単調な為初心者でも安心し
てドライブを楽しむことができるのも魅力
である。

旅行のストレス調査をしたところ、移
動手段や混雑についてのストレスが
あると8割が回答した。更に、好きな
移動手段は車と回答した人が半数
いた事から、ドライブ旅行ができ、混
雑の少ない未開拓の観光地を探し
た。この調査から今回の観光地を群
馬県と設定した。

設定した観光地に何度も足を運び、
ルート、おすすめポイントなどを設定し
た。その中には群馬県名物水沢うど
んやパスタも盛り込んだ。知られてい
ない場所も多くあり、学生が旅行に
求めるアクティビティ要素も多く取り
入れることができたプランとなった。

今はネット予約が便利で店舗での
予約数が少ない、という問題があっ
た。この事から、SNSの活用、キャン
ペーン、割引、カメラ貸し出し特典な
どを取り上げた。また、より多くの学生
にこのプランを知ってもらう為、大学
への店舗出張やゲーム企画を提案
した。

指導教員
佐藤敏久ゼ先生
からのコメント

群馬県は美味しい食べ物、豊かな自然と様々な体験型の旅ができる点も魅力である。店
舗訪問客の増加策や学生ならではの視点を加える点に苦労した。自ら体験して訪問先を
選定したり、自分達で積極的に動き協力先を探したり、限られた時間でよく動いた。

2020年夏休みの学生旅行

おさかなくらぶ〔全身で味わう!体験尽くしのドライブ旅〕
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/岡田悠暉、菅田沙季、川谷拓図

カスタマイズ島時間

大学生が持つ「旅行代理店でツアー
を予約するのは手間がかかって面倒く
さい」というイメージを逆手に、代理店で
友達とワイワイしながら自由に楽しく組み
立てられるカスタマイズツアーを企画し
た。ヒアリング調査で得た大学生のニー
ズを基に海や魚介に関連した体験・グ
ルメをメインにツアーを立案。名古屋か
ら一番近い離島である日間賀島で自分
たちの組んだツアーを楽しめる顧客中
心のツアーとなっており普段の旅行会
社のツアーと比べて非常に自由度が高
いことが特徴である。

大学生70人にヒアリング調査を実
施。大学生が旅行に求める3つの要
素として「アクティビティ」「非日常」
「グルメ」が挙がった。中でも海や
魚介に関連した体験・グルメが人気
であり、これらをベースに離島で非日
常を感じられるようなツアーを考案し
た。

旅行代理店への「手間がかかる」
「予約が面倒くさい」といった意見
を受けて友達と店舗に行き、自分た
ちでツアー内容を決めながら楽しく
予約ができるプランを考案した。旅の
行先には名古屋からのアクセス・観
光資源の両面で優れた日間賀島に
白羽の矢が立った。

多数のオプションを揃えたプランを店
舗限定プランにすることで顧客の誘
引を図った。それに加えて「1コイン伊
勢海老チャレンジ」という10 0円玉
一枚の低コストで伊勢海老が手に
入る店舗限定のキャンペーンを用意
した。どちらも予算がほぼ必要ない低
コストの販促策である。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

秋カンでの「釣ってさばける俺になる!」コンセプトは素晴らしかった。説明が長いし、いろい
ろ遠回りをしたみたいだが、それがかえって誰にも真似ができないことにつながるのかもしれ
ないと思った。そして,日間賀島では多くの人に会い助けられた。

2020年夏休みの学生旅行

チームハレノヒ〔心焦がす、あいちの離島〕
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日本大学　石田大典ゼミ/上原優奈、梶川智也、佐々木絢菜、田口雄太

大学生に「ひとり旅」の魅力を
是非知ってほしい!

疲れた大学生に一泊二日で自分と向き
合ってもらう時間を作るため、
「ひとり旅」に注目をし目的地を群馬県
の四万温泉とした。
四万温泉は県内の温泉地と比べ認知
度が低いことから、静かに自由に旅行が
できる。
例えば、四万温泉のメインスポットである
「奥四万湖」へ向かったり、
無料の足湯でのんびりしたりと個人で自
由に楽しめる旅行プランとなっている。
旅館を出発した後は温泉街を散策して
気になるお店に立ち寄ることもできるので、
あなただけの時間を作っていただく大切
な旅行となるだろう。

「大学生は疲れている」ということが調
査の中で得られた。
疲れている内容として、「勉強」や「人
間関係」、「就活」などの意見が多く集
まった。その時に「大学生は自分と向き
合う」時間が必要と考え、ひとり旅に注
目して調査した結果、ひとり旅はしたこ
とはないが今後ひとり旅をしてみたいと
回答した人が多くいることが分かった。

旅行パンフレットを製作するうえで、「見
やすさ」と「分かりやすさ」に注目した。
パソコンで作成し実際に印刷して手に
取って見てみると、かなり印象が違っ
て見える。グループで納得のいくパンフ
レットにするため、旅行プランのメインと
なっている文字や写真の配置、大きさ
を変えて何枚も作成することに苦労し
た。

大学生は頻繁にSNSをチェックしている結
果から大学生のアカウント保有率の高い
Instagramに広告を打ち出す。また説明
の少ない写真にすることで興味を引き、
今回のプランのページを見てもらう。さらに
「#ひとらべる」を作成し、
フォトコンテストを開催することによって「ひと
り旅」について深く知ってもらう販促となっ
ている。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

一人旅はしてみたいが実際に経験した大学生はあまり多くない。この意欲から行動に結び
付いていないという実態を基に、彼らは一人旅をコンセプトとした旅行プランを提案した。大
学生という若者だけでなく、中年の私も行ってみたいと思うような素晴らしいプランだった。

2020年夏休みの学生旅行

おひさま〔好奇心の赴くままに	～あなただけの時間を～〕
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日本大学　水野学ゼミ/遠藤清志、濵野友寧、杉本莉香

レトロ巡り～映えを求めて～

大学生の多くが旅行で撮った写真を
SNSに投稿をする。ターゲットは特にそ
の行動をする
量産型女子大生である。調査を経て、
その映える写真に合うレトロに関心があ
ることが
分かった。そこで、「写真映え×レトロ」を
掛け合わせた『レトロ映え』をテーマとす
る。
*福島県には「会津若松」という風情あ
るレトロな町があり、徒歩と周遊バスで
1泊2日をコンパクトに巡ることができる。
写真映えを求めるニーズに適しているた
め、本プランの使用エリアに設定した。

旅行に行くきっかけが思い出を残した
いからということが分かった。また、イン
スタ映えという言葉が誕生し、大学生
はインスタに投稿する際、写真映えを
求めるようになった。そのインスタ映え
に対する意識が高く、個性や派手さ
を求めていない女子を一般的に「量
産型女子」と呼び、思い出を残したい
量産型女子大生をターゲットとした。

レトロな雰囲気に女子大生が強く興
味がある事がわかった。コンセプトに
合致し、選んだ旅先が福島県会津
若松、七日町である。モデルコースで
は、風情溢れるカフェや店舗を周遊
バスで巡ることができる。また、各店
舗、宿に訪問してアポイントをとり、パ
ンフレットを作成した。

代表者の割引を提案する。旅行プラン
を予約する際、代表で予約を取る人と
乗っかる人がいる。だが、予約を取る人
のほうは負担が大きい。そのため店舗
で予約する際その手続きする人を割引
する。実際には、割引額は変わらないが
みんなが割引になることも可能とする。
更に、店舗に来て頂いた学生の卒業
旅行の際の割引もする。

指導教員
水野学先生
からのコメント

「量産型女子」と「レトロ映え」。今どきの大学生らしい、ほんわかとしたこのコンセプトと裏
腹に、そこにたどり着くまでの「旅」は、山あり谷ありの険しく、苦しい道のりだった。しかし、半
年以上にわたるこの「旅」は、企画だけでなく3人をも大きく成長させてくれた。

2020年夏休みの学生旅行

必殺技　たいあたり〔レトロ巡り～映えを求めて～〕
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/草別祐太、藤川桜、綿谷萌花

「エモい」を感じる旅行。

若者を中心に流行している「エモい」と
いう言葉。私たちが考えたのは、夏休み
の間意外とゆっくりできていないという大
学生の日々の疲れを癒し、エモさを感じ
取ってもらう旅行プランだ。舞台となる兵
庫県多可町ならではの食や体験を盛り
込み、このプランでの楽しみ方を提案。
訪れるそれぞれの場所からエモさを感じ
取ることができるようにした。地方と「エモ
い」は親和性が高く地方創生事業とも
なりうる。徹底的に「エモい」にこだわっ
たほかにはない旅行プランだ。

まずは大学生の夏休みについて調
査を行った。そこで得た情報からター
ゲットは「いつめん（いつもの一緒に
いる友人グループ）」、疲れを癒すコ
ンセプトでプランを作成することにし
た。ただ、癒しだけでは訴求力が低
いので、大学生の目を惹くために癒し
と親和性の高い「エモい」を組み合
わせることにした。

メンバーの出身地でもある兵庫県
多可町で「エモい」体験ができるス
ポットを探し、順番も考慮してプラン
を作成した。実際に足を運び、多可
町商工観光課や各施設の協力を
得て、関係者へのヒアリングでより充
実したものにした。さらにグループイン
タビューを行い大学生の意見も取り
入れた。

パンフレットは目を惹くように魅力的な
写真を大きく使い、実際に人物の写っ
た写真を用いることで旅行をイメージし
やすくした。人通りの多いTiS大阪支
店前に本格的な多可町PRブースを
設置するなど人目を惹くイベントでプラ
ンのPR活動を行う。各スポットでの割
引やサービスを店舗予約特典とするこ
とで店舗誘致を促す策も提案した。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

「エモい」というキーワードに注目し、大学生ならではの発想で考えられた旅行プランであ
る。現地の協力も得て、自分たちの目線で地域資源の魅力をつなぎ合わせ旅のストーリーを
作りあげた。兵庫県はもちろん全国各地域へと展開可能性を持つ優れたコンセプトである。

2020年夏休みの学生旅行

J ou rney ' s〔エモ旅～癒しを求めて～〕
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法政大学　西川英彦ゼミ/加藤美里、田澤大輔、井上莉子

町にちょっと溶け込んで地元の
人と触れ合うディープな旅

私たちの旅行プランを一言で言うと「地
元と触れ合う弘前旅」である。自分たち
が赴いた現地調査の中で、私たちの印
象に最も強く残っているのが「地元の人
との触れ合い」だ。これこそが旅ならでは
の魅力だと感じた。また、探索的調査に
よって、地元の人との思い出話をする大
学生が多かったため、このコンセプトを
考案した。地元の魅力を十分に伝えるべ
く、メンバーの地元である「弘前」を旅
先に選定。パンフレットに載っていない地
元の人だから知っている情報、そして地
元の人と交流できる場所を選び、本モデ
ルプランを作り上げた。

調査の中で「旅行中に地元の人と触
れ合えるのっていいよね」という声があっ
た。その理由として「今はSNSで誰とで
もつながれる環境にいるから逆にアナロ
グなつながりに良さを感じる」というデジ
タル世代ならではの声が上がった。
ここから、デジタル世代である大学生だ
からこそ地元の人との触れ合いをより魅
力に感じることに気づいた。

現地調査での写真をメインに使用する
ことで、この旅の一番の魅力を伝えた。
さらに発信源効果を見越して、地元出
身のメンバーの写真・声を取り入れた。
レトロなフォントを選択し、全体的に暖
色を使用することで、旅先で出会う人の
「温かみ」を表現した。デザインの工夫
として、モデルプランの想定時間の部
分は、青森名物のりんごを模している。

本プランの魅力を伝えるために、日本旅
行の既存にあるSNSアカウントを使った
動画のプロモーションを使う手段を選
択した。また、動画のプロモーションを
選択するにあたり、ターゲットの大学生
に多くフォロワーを持つインフルエンサー
と交渉、これを確約し、インフルエンサー
を使った動画プロモーションを販売促
進として使用する予定であった。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

「ことりっぷ」の大川さんも絶賛する、秀逸なアイデアだ。地元の人とのコミュニケーションこ
そが、想い出に残る旅のカギだと気づき、それをベースに組み立てた企画である。それだけ
でなく、他地域への横展開を可能にした汎用性のあるアイデアである点も優れている。

2020年夏休みの学生旅行

Compath〔町に溶け込むディープな旅	弘前編〕
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立命館大学　吉田満梨ゼミ/浜田陽、神渡直樹、藤田佑亮

大人数で楽しむ大阪周遊ゼミ
旅行

ゼミ同士の交流により新たな学びを得る
ことを目的にし、大人数で大阪を楽しめ
るプラン。また、大阪周遊パスという大阪
にある施設はもちろん、大阪メトロを始め
とする交通機関が乗り放題の乗車券を
使い、お得に、大学生が大阪を楽しみ
つつ、学びを深めることができる。また日
本旅行様にどうしたら来店するかを考え
た際、団体旅行だと手続きや団体旅行
のプランを考えてくれるので来店すると考
え、ターゲットをゼミ旅行の企画担当者
に設定した。

実際チーム3人のうち、2人が夏のゼ
ミ旅行の担当者だったため、団体旅
行の個人手配の限界がわかってい
た。そのため、ターゲットをゼミ旅行の
企画担当者に変更した。実際の自分
たちの経験を活かすことができた。実
際、大阪観光局を訪れ、大阪の穴場
スポットや大阪周遊パスのついての
情報をたくさん教えていただいた。

試作品の制作のパンフレット制作で
は、コミュニケーションアプリを真似し
て、わかりやすく、また端的に説明を
つけた。背景の色は、大阪周遊パス
のオレンジを活用した。アイコンには、
その観光地の写真を使用し、どんな
場所かがわかるようになっており、A3
見開き1ベージになっている。

ゼミ旅行する側が日本旅行様に来
店し、まず立命館大学の吉田ゼミを
拠点にゼミ交流を行う。その後、他
大学他ゼミも追加していき、最終的
にはリスト化することで全国の大学を
ターゲットをにすることができる。この
販売促進のメリットは、継続性であ
る。ゼミの先生から学生に、また先輩
から後輩に伝えることができる。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

メンバーのゼミ合宿幹事としての経験に基づき解決すべき課題が定義されたこと、また他
大学との交流というゼミ旅行固有のニーズへの対応が検討されたことが良かった。もっと商
品内容の詳細を具体化して検討し、実現可能性を高められればいっそう良かったと思う。

2020年夏休みの学生旅行

レイス〔大人数で楽しむ大阪周遊ゼミ旅行〕
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流通科学大学　清水信年ゼミ/胡中貴司、時澤祐成、田渕晃多、中尾優介

忙しい日常にゆったりとした日常
を

2020年夏休み、私たちの地元神戸の良さを学
生の皆に知ってもらうために、神戸を舞台とした。

神戸は六甲山と瀬戸内海に囲まれた豊かな町
に加え、開港以来、外国の文化を受け入れてき
た。この街は独自の文化を発展してきた街でもあ
り外国人居留地や南京町など異国情緒を感
じられる街である。

私たちの提案は、神戸のお菓子などが食べれ
るカフェ北野工房のまちや神戸の地酒の作っ
ている酒蔵神戸酒心館など神戸を楽しめるツ
アーになっている。
旅行から帰った後、また神戸来たいと思ってもら
えるようなツアーである。

大学生が旅行をする上で何を重要
視しているのかということに注目した。
大学生約70名を対象としたアンケー
トを実施した結果、「食」を重視する
という答えが4割以上を占めた。その
結果から私たちは観光の他に神戸の
「食」にスポットを当てることにした。

コンセプトは前日からでも予約出来る
ツアーを考えていた。だが、前日から
ツアーの予約を入れることができるた
めの仕組みが考えられず断念。当初
に考えていた、地元神戸の文化を
様々な人に知ってもらい、まったりと楽
しんでもらうという内容に変更した。

本商品は大学生にこのツアーについ
て知ってもらうということが重要だと考
えた。そこで全国の大学にこのツアー
のパンフレットを設置し、それを日本
旅行の支店に持ってきた場合に割
引をするという戦略を考えた。また、
Instagramの広告にツアーの詳細
を載せるなどといった認知度拡大も
重要だと考えた。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

なかなかうまくまとまらないチームだったようで、リーダーの苦労をねぎらいたい。魅力的なコ
ンセプトをまとめる、という作業には企画メンバーのまとまり自体が必要だ、ということを全員
が痛感したのではないか。その反省が次の機会に活きるようにしてもらいたい。

2020年夏休みの学生旅行

流通科学大学　清水ゼミ〔神戸まるごとツアー〕



1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9128

和歌山大学　佐野楓ゼミ/魚谷優⾐、河野和樹、佐野彩菜、山本沙織

福井県で憧れの自分に近づく2
日間

ストレスを解消する旅ではなく、ストレスに
強くなる旅。旅を楽しみながら、心身共に
強くなるようなチャレンジ要素を含めた。
この旅では、まちあるきマップを配布す
る。そのマップでは、街歩きをより楽しめる
ような仕掛けや憧れの自分に近づくため
の工夫があり、自分だけのオリジナルマッ
プを作成できる。そして、東京オリンピック
から正式種目になったサーフィンに挑戦
し、今後の自信につなげてもらう。ストレ
ス社会といわれる現代において、ストレス
への耐性を持てるよう後押しをしたいと
私たちの願いが込められた商品である。

大学生に日常生活でストレスを抱え
ているかアンケートを109名に取った
ところ約7割の学生が抱えていると
回答し、さらに3年生の割合が高いと
いうことが分かった。今回の旅の目
的地である福井は、大阪からのアク
セスが良く福井に着いてから十分楽
しめるということ、また自然豊かである
ということから選んだ。

食べ歩きや歴史ある建物の散策な
ど、観光を楽しみながら私たちのコン
セプトである憧れの自分に近づけるよ
うな旅を、フィールドワークでの結果
を踏まえながら考えた。また、観光ス
ポットについて書かれており、同時に
目標が書き込める欄を設け、さらに歩
く距離を提示したまちあるきマップの
配布を考え、作成した。

私たちは商品における販売促進とし
て、インスタグラムを通じて旅の感想
やレベルアップの内容について書き、
インスタグラムに投稿してもらうという
ことを考えた。また日本旅行様の店
舗に来て頂くために、特典として街歩
きマップや割引券の配布、音楽ライ
ブや旅フェスなど若者が集まるイベン
トでの宣伝などで店舗誘致を図る。

指導教員
佐野楓先生
からのコメント

本チームは福井県を旅先にして、ストレスを解消するための「癒し旅」ではなく、「ストレスに
強い心身を作る旅」を提案した。福井県にフィールドワークを行ったり、数多くのアンケート
調査を実施したりしていた学生の努力に感心している。

2020年夏休みの学生旅行

いこらよ〔2020年夏休みの学生旅行〕



大正製薬

リポD若年層ユーザー拡大策

近年、エナジードリンクなどの清涼飲料水市場の成長が進み若年
層の需要も高まるなか、同じく若年層の顧客の開拓に乗り出した大
正製薬。定番の栄養ドリンク剤である「リポビタンD」の若年層にお
けるエントリーユーザー獲得のため、ラベルデザインやノベルティ、小
売の店頭や新たな販売チャネルにおける取組み、イベント、SNSの
活用法などを含め全体戦略を学生目線で考えていく。
採用案の具現化は、健康増進、病気の予防から治療まで生活者
の健康をトータルサポートする「大正製薬」が実現。
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1 3 0	 就活応援!best	 f ightキャンペーン

1 3 1	 ヘルプイッパツ!ラベル

1 3 2	 ドライブdeリポビタンD

1 3 3	 リポDカクテル

1 3 4	 DreamリポD～応援する人を応援～

1 3 5	 リポビタンD×箱根駅伝

1 3 6	 就活生にファイト!リポビタンD

1 3 7	 ファイト「ほっ」一発

1 3 8	 健康的な学習習慣を目指すためのキャンペーン

1 3 9	 告白ファイト!一発!応援キャンペーン

1 4 0	 リポビタンD

1 4 1	 リポDe繋ぐ父子の絆

1 4 2	 私だけのリポビタンDレシピ

1 4 3	 あなたの朝を応援する夜行バス

1 4 4	 PHOTORM

1 4 5	 LINE公式アカウント設立と大学におけるリポビタンDブースの設置

1 4 6	 HAVE	FUN!リポビタンD
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大阪市立大学　小林哲ゼミ/田中萌華、畑谷玲那、岡本琢廊

企業はしご中に、リポビタンDで、
bestファイトを。

「就活応援!bes tファイトキャンペーン」
を考案。1日の間に複数の企業の説明
会や面接を受ける「企業はしご」をする
就活生をターゲットに選定した。企業
はしご中にリポDを飲んでもらうことで、
就活生が午前中の面接による心理的
疲労・慣れないスーツでの移動などに
よる身体的疲労を払拭することを目指
す。「午前の面接のONモードから、午
後の面接のONモードへとスイッチの切
り替えを行って、午後の面接でもbe s t
ファイトが出せるように」という願いから、
「 O NからO Nにb e s tファイト」という
キャッチコピーを作った。

大学生におこなったアンケートの結果、
リポビタンDの「効能や飲むシーンが
わからない」という課題を発見した。また
「ファイト一発」「疲労回復」という、リ
ポビタンDのメッセージや強みを活かし
たいと考えた。大学生活において、上
記の課題解決や強みを生かす上で最
も合うシーンが「就職活動」であると
考え、ターゲットを就活生に選定した。

ラベルデザインの変更を行い、就活
応援のキャンペーンであることとコンセ
プトが伝わりやすいよう工夫した。夢
や希望をイメージする青空を背景に
入れ、「就活=夢につながる前向きな
イベント」と捉えてもらえるようにした。ま
た、ラベル右上に「ONからONにbest
ファイト」のキャッチコピーを入れ、飲
料シーンをイメージしやすくした。

3月の就活が本格化するころに、QR
コードを用いたサンプリングを実施し
認知の拡大や効能を実感を狙う。面
接や説明会で忙しくなる4月から実際
の販売を開始する。利用が多いコン
ビニでの店頭POPや公式Twitter
で、サンプリング・実際の販売両者の
宣伝を行い、東京・大阪に限定するこ
とで集中的に利益拡大を図る。

指導教員
小林哲先生
からのコメント

就活生を対象としたリポビタンDのキャンペーンは、市場規模も大きく、メインターゲットのエ
ントリー層になり得るため、市場の底上げ効果は高いと言える。販促活動に、もう少しインパ
クトや新規性があれば、より良い企画になったと思う。

リポD若年層ユーザー拡大策

OCUリポビタン〔就活応援!best	fightキャンペーン〕



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 0 1 9 131

1 .観察 Observation 2 .試作品制作 Prototyping 3 .販売促進 Promotion

関西大学　徳山美津恵ゼミ/長谷川舜、竹井美夏、廣瀬賀隆

リポDでヘルプイッパーツ!

共働き夫婦が増加傾向にあるということ
に着目し、20代の働くママをターゲットに
した。アンケートの結果、ママの8割は家
事・育児の面で旦那に不満があり、一
方で7割のパパは自分は育児・家事を
手伝っていると答えた。私達はこの夫婦
間の気持ちにギャップがあると考え、この
ギャップを埋めるためのコミュニケーショ
ンツールとして、リポDコミュニケーション
を考えた。ママのヘルプを付属のヘルプ
イッパツ!ラベルに乗せて、リポDとともに
パパへ渡し、パパはそれを遂行すること
でこのリポDコミュニケーションは成り立
つ。

より詳しい共働き夫婦の実態を知る
ために、保育園4カ所と遊園地のイ
ベントに来ていた親子にアンケート調
査を行った。ほとんどのママがパパに
不満があり、その中でも子どもに関連
した不満が最も多かった。この結果
をもとに秋カンからの課題であった、
プロモーションを考えた。

思い出として残せるように、すぐくしゃく
しゃになってしまうような素材は避け、
またSNS映えも意識して、透けるクリ
アーな素材を使用して試作を作成
した。小さい子供でも書けるように大
きめに作成し、元気がもらえるような
明るい黄色をカラーに選んだ。小さ
い枠に贈る人の名前を、大きい枠に
メッセージを書くものとなっている。

なかよしかぞく大作戦と名付け子どもか
ら貰ったものは何かと捨てにくい、子ど
もから貰ったものは何かと写真に残そ
うとするなどの親の心理を活用しようと
考えた。そのために保育園や幼稚園で
リポDとラベルを無料配布し、持ち帰っ
た子どもから受け取った夫婦がラベル
を使い始めることでリポDへの接触を
促すというプロモーションを考えた。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

リポDそのものが女性をターゲットとすることの難しさがあった中で、非常にチャレンジングな
ターゲット設定である。ただ調査を重ねることで、20代ワーママのリアルが明らかになったの
ではないか。販路開拓につながるようなプロモーションが提案できれば、と思う。

リポD若年層ユーザー拡大策

しゅんと〔ヘルプイッパツ!ラベル〕
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関西学院大学　石淵順也ゼミ/田中駿之介、平林美月、村松真侑

楽しさのそばにリポビタンD

「ドライブ時に選ばれるドリンクにする」と
いう思いから「ドライブdeリポビタンD」と
いうサンプリング企画が生まれた。このサ
ンプリング企画は、楽しいはずのドライブ
に不安や悩みを抱えている大学生、市
場は拡大しているが、大学生の事故に
よる車の修理費が増大しているというレ
ンタカー会社、疲労回復・集中力維持
の効果はあるが、若者に飲まれていない
というリポビタンD、これら3つが相互的
に働き、悩みを解消できるものだ。その結
果、リポビタンDと大学生の距離が近づ
き、エントリーユーザー獲得に繋がること
が期待できる。

調査の結果、ドライブに行く大学生は
多いが、車の保有率は低いことが分
かった。ここでレンタカー利用が多いの
ではないかと考え調査を進めると、大学
生はレンタカーをよく利用していることが
分かった。さらにレンタカー会社に足を
運び調査を行うと、大学生の事故によ
る車の修理費が増大しているという悩
みを抱えていることが明らかになった。

試作品として、3つの広告デザインを
考えた。1つ目はレンタカー会社で掲
示するポスター。2つ目はノベルティー
として配布するティッシュ。3つ目は販
売時に付けるネックPOPである。ポス
ター、ティッシュで「ドライブ=リポビタ
ンD」のイメージ定着、ネックPOPで
アイキャッチの効果、3つ全てでシーン
の提供、効果の理解を期待できる。

私たちの提案全体が販売促進と
なっている。レンタカー会社でのサン
プリングから始め、まずはリポビタンD
を手に取ってもらい、実際に飲んでも
らうことから始める。そこで、大学生が
よく行うドライブと結びつけ、ブランド
体験をしてもらい、大人になった際の
車の運転時に思い出してもらうことで
購入を促せるのではないかと考えた。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

学生のレンタカー使用の実態、長距離運転時の疲労回復ニーズに目を付けた優れた販売促
進案である。この案は、同様のニーズを持つ他セグメントにも適用できる点、長期的なロイヤル
ユーザー育成を考えている点でも優れている。Sカレの経験を就活、将来の仕事に活かして。

リポD若年層ユーザー拡大策

DDD〔ドライブdeリポビタンD〕
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京都産業大学　上元亘ゼミ/古牧諒祐、是永燎杜、清水麻帆

ファイト一発!チャレンジ

リポDカクテルは、リポDとお酒を混ぜ
合わせ、カクテルにしたものだ。リポDの
弱みとして、味があまり美味しくないとい
う事があげられるが、カクテルにすること
によって、飲みやすくすることが出来る。
そして、このリポDとお酒を混ぜるという
ものをファイト一発!チャレンジというコン
セプトのもと、YouTu b eの企画として
YouTuberに依頼するというものだ。そ
してYouTuberに混ぜ合わせると美味
しくなるお酒をより多く発見してもらい、居
酒屋で提供しようというものだ。

リポDは、味があまり美味しくないとい
う事を言う人があまりにも多いこと。
そして最近の大学生はテレビよりも
スマホでも手軽に見ることが出来る
YouTubeを見ているのでは無いか
ということを考えた。それらの事から
YouTubeでこの様な企画をしてもら
おうと言うことを考えた。

リポDと赤ワインを混ぜたもの、スパー
クリングワインを混ぜたもの、ハイボー
ルを混ぜたものの3つの試作品を
作ってみた。赤ワインは赤ワインのク
セが消え、ワインの苦手な人は、飲み
やすくなるかもしれない。スパークリン
グワインは、まずいため、あまり適さな
いかもしれない。ハイボールはいい感
じになった。という結果になった。

販売促進の方法としては、特定の
y o u t u b e rにこのリポDカクテルを
作ってもらうという企画を行ってもらう
のではなく、様々な大学生くらいの若
者が視聴するYouTuberに行って
もらう。そうする事により様々な顧客を
獲得する事ができるということが考え
られる。

指導教員
上元亘先生
からのコメント

栄養ドリンクとしてのリポビタンDがお酒と合わさることでどういったベネフィットがあるのかが
今一歩であると思うがYouTuberと親和性のあるプランになったと考えられる。

リポD若年層ユーザー拡大策

京産リポD〔リポDカクテル〕
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近畿大学　廣田章光ゼミ/嶋田雛乃、田頭直哉、平賀輝

応援する人を応援

ターゲットである高校生マネージャーの
「いつも作っているマスコット（チームを
試合優勝に導くお守り）では物足りな
い。もっと選手の力になりたい。もっと応
援の気持ちを伝えたい。」という強い想
いを叶えるリポビタンDの無地バージョン
の商品である。無地にすることで、自分た
ちの想いを箱に込められ、ラベルには手
書きの文字で応援の想いを伝えることを
可能とした。また、リポビタンDの効能を
分かり易く記載することで、マネージャー
が選手の体調まで気を遣っていることが
選手に伝わり、マネージャーのサポート
の幅をも広げた。

高校運動部のマネージャーが「私た
ちは試合には出られないけれど、少しで
も選手の力になりたい。」という想いで
作るマスコット作りは、非常に大変な作
業だが、高校生マネージャーの誰一
人として手を抜いてマスコットを作ること
を望んでおらず、むしろ「マスコットだけ
では物足りない。もっと応援の気持ち
を伝えたい。」という願いを発見した。

当初は無地だったが「これでは、マ
ネージャーが選手の体調まで気遣って
いることが伝わらない」という声から、	リ
ポビタンDと疲労回復の効能を大きく
記載した。また、瓶をマスコットスタンドに
し、家に飾ることで、自然と広告となる。
さらに、引退試合前という一番頑張っ
ている時に飲んだ選手にとっては、将
来自分を奮い立たせる道具ともなる。

商品概要をIn s t a g r amアカウント
載せた所、一週間で101件のいいね
が集まった。そして、私たちのアカウン
トには、「是非商品化してほしい。」
「参考にしたい。」とのお声が集まっ
てきている。また、マネージャーがマス
コット作りの際に参考にしている某
Ins t a g r amアカウント様が本商品
の紹介を前向きに検討している。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

高校クラブマネージャーという選手を陰ながら支える人 と々その行動に注目できたところがすば
らしい。彼女達の強い想いが反映され社会の共感性も高い。高度なデザイン思考の活用が
光ると共に、最後まで諦めずにマネジャーの想いを社会に伝えたい気持が反映された企画。

リポD若年層ユーザー拡大策

Not	angel〔ＤreamリポＤ～応援する人を応援～〕
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駒澤大学　菅野佐織ゼミ/坂間俊文、梅干野司、富沢春花、滝川英里香

市民からエリートレベルまでのア
スリートを支えたい

現在リポビタンDの若年層ユーザーが
エナジードリンクの影響によりどんどん
減って来ている。その理由して、リポビタ
ンDは効果がありそうだがどの様な効果
があるかが具体的に分からないという声
が多く挙げられた。そこで私達は若年層
が活躍している箱根駅伝とリポビタンD
をコラボレーションさせる事によって、より
多くの若者にリポビタンDを手に取って
もらいその効果を実感してもらおうと考え
た。また、これを機に様々なスポーツ業界
と手を組み多くのアスリートを支えていき
たいと思った。

リポビタンDは先日アンチドーピング
認証というアスリートが安心して飲め
る医薬品という称号を頂いたため、
アスリートをメインとしたPR活動に使
えないかと考えた。箱根駅伝とコラボ
をして多くの大学生アスリートにリポ
ビタンDを飲んでもらい効果を実感し
てもらう。

駅伝の事をより深く知ってもらうため
に、一年間のシリーズドラマCMを
製作する。世界観はコミカルな雰囲
気にしていくが、駅伝部のリアルな一
年間の活動内容をしっかり描く事に
よって、話題性が生まれ駅伝を全然
知らない人や興味のない人にもこの
CMをきっかけに興味を持ってもらい
駅伝を見るきっかけを作ってもらう。

駅伝とリポビタンDのコラボサイトを作
り、そこで駅伝本番の順位予想や区
間予想をしてもらい当たった人には豪
華景品プレゼントなど様々な企画を行
い、更に駅伝を盛り上げていく。また、
駅伝といえば箱根駅伝という関連付
けを顧客にしてもらう事によって駅伝
の感動をリポビタンDと関連付けても
らい更なる購買促進が期待できる。

指導教員
菅野佐織先生
からのコメント

駒澤大学は駅伝の名門校であり、同じ教室で学んでいる学生が、お正月の箱根駅伝に
出場することもよくあることである。大学生の自分たちの身近でがんばっている人に焦点を当
てたプロモーションを考えたことは、大変評価できると思う。

リポD若年層ユーザー拡大策

駒澤大学　リポビタンＤ班〔リポビタンＤ×箱根駅伝〕
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滋賀県立大学　山田歩ゼミ/中野佳奈、吉見奈那子

リポD×就活カフェで就活生を
強力サポート!

わたしたちは、就活生を応援するプロ
モーションを考案した。
若者最大のファイトイベントでありながら、
孤独に頑張らなければならない面の多
い就活をサポートし、リポDは自分たちの
味方でもあるという印象を抱いてもらうこ
とで若年層ユーザー拡大を目指すもの
だ。
若者のイメージにない効能を実感しても
らうためにも、就活カフェとのコラボが適
切なアプローチだと考えた。
コラボにより最初の1本を飲んでもらうだ
けでなく、そのコラボへの誘導や飲用の
継続化など、プロモーション全体の流れ
を特に意識した。

滋賀県立大学の学生にリポDにつ
いてアンケートを取ったところ、自分の
世代のものではないという回答が多
く、また「ファイト一発!」のイメージが
浸透しており、栄養補給や免疫強化
などの効能は知られていなかった。そ
こで私たちは親しみを与え、また効能
を知ってもらうために若者とリポDと
の接点を作る必要があると考えた。

リポDと若者との接点として就活に着
目し、就活カフェとのコラボを軸に企
画することにした。
ドリンク無料やES添削、模擬面接な
ど場所や対策面から就活生をサポー
トする就活カフェと、体調管理や気持
ちのスイッチを後押しするリポDの相
乗効果により、就活生目線に立った
応援というプロモーションを目指した。

就活カフェに足を運び、4店舗に企画を
提案、2店舗と交渉成立。カフェメニュー
化の他、模擬面接前に1本プレゼントし、
ルーティンの力による本番の応援を狙うア
プローチも考案。「ここぞという時にリポD」
を定着させ、断続的な購買を狙った。
既存の合同説明会会場での無料配布
を改良し、効能の周知やコラボの宣伝に
繋げる方法も提案した。

指導教員
山田歩先生
からのコメント

「応援してるよ」と口で言うのは簡単。本当に応援できているか。就職活動でファイト100発
している学生がまさにファイトを充電する就活カフェで、今日のファイト1発を贈るアイデア。
ファイト100万発時代を生きる若者に深いインパクトを残す優れたアイデアである。

リポD若年層ユーザー拡大策

滋賀県立大学山田ゼミ〔就活生にファイト!リポビタンＤ〕
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専修大学　奥瀬喜之ゼミ/菊池智大、桐生紗季、山川奈々

忙しい学生生活中でもリポDで
「ほっ」と一息つける場面を

皆さんはリポビタンDをビンで飲む以外
の方法を考えたことがあるだろうか。私
達はビンでは飲みづらいという声に耳
を傾け、若年層に寄り添った提供方法
を考えた。それが知るカフェによるファイト
「ほっ」一発である。この提案は若年層
に今後も需要があるカフェにおいて、リ
ポビタンDをカップで提供することにより、
疲労回復とカフェでの安らぎを一度に
体験出来るというものである。若年層の
中でも特に疲労を感じている大学生を
ターゲットに設定し、一息つきたいときに
リポビタンDを手に取ってほしいという想
いが込められている。

ビンで飲んだ場合とカップで飲んだ
場合で飲みやすさに違いがあるかイン
タビュー調査したところ、飲みやすさ
が55%から81%に増加した。被験者
からは甘く感じた、飲み口を気にせず
飲めるといった意見が出た。このことか
ら、カップに出し、若年層が集まりやす
い場所で就活カフェとして利用されて
いる「知るカフェ」での提供を考えた。

当初は就活中の女子大生をターゲッ
トに設定し、自分用の他、差し入れ用
として相手を元気づけるプロトタイプ
を作成した。しかし、ラベルや首掛け
広告を変えたところで一時的な購買
になると考え、リポビタンDを手に取っ
てもらうためのきっかけ作りに重点を置
くことにした。そこでカフェスタイルでリポ
ビタンDを提供する方法を提案した。

知るカフェアプリを活用し、リポビタン
Dを注文すると知るカフェポイントが更
に付与されるシステムの導入を想定し
ている。また、市販のリポビタンDに付
いているシールと知るカフェ専用シー
ルを連動させたキャンペーンを行うこ
とで、知るカフェ店内の無料配布だけ
ではなく、市販のリポビタンDの購買に
結び付けることを視野に入れている。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

就職活動中の大学生が集まる知るカフェでの販促というアイディアは面白い。ただし、無料
配布やキャンペーンには多大な販促費がかかることになる。知るカフェでのキャンペーンが
店頭購買につながることを論理的に示せると良かったと思う。

リポD若年層ユーザー拡大策

専修大学奥瀬ゼミ　リポビタンＤ班〔ファイト「ほっ」一発〕
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高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/佐藤海斗、笠原友希乃、池田仁美

リポDで叶える、健学習慣

資 格 取 得を目 指 す 大 学 生をター
ゲットとして、リポビタンD公式アプリ、
Studyp l u s（勉強記録アプリ）、大学
生協事業連合の3社連携によるキャン
ペーンを考えた。内容は、Studyp l u s	
APIという他のアプリとの連携システムを
利用し、Studyp lus内でリポビタンDを
飲んだ本数を記録した後、数に応じて
キャンペーンに応募できるシステムだ。景
品として、各種ギフトカード、旅行券、各
資格の参考書などを予定した。このキャ
ンペーンを試験日程が多く、大学生が
夏休み中である7月から9月の2カ月間、
開催する。

アルバイトやサークル、就活などに追わ
れる大学生は体調管理が不徹底な点
に注目した。私たちの調査では6割以
上もの大学生が体調を崩しやすくなっ
たと答えた（n=186）。アンケートや試飲
調査を行い、資格取得には健康管理
が大切なこと、また『長期の学習の継
続』にはエナジードリンクより、リポビタン
Dが適していることなどを発見した。

キャンペーンを広める方法として、広
告のデザインを考えた。健康維持と疲
労回復に適したリポビタンDとNo.1勉
強記録アプリであるStudyplusの連
携、学習へのやる気を起こすような内
容、学習に体調管理が大切だという
こと、期間限定のキャンペーンであるこ
と、無料でダウンロードできることなどの
内容を強調する見た目を心がけた。

私 たちが 考えた 広 告を用いて、
S N S 、リポビタンD 公 式アプリと
Studyplusの両アプリ、電車の中吊
り、大学内ポスター、10本箱ラベル
の5つで視覚的に訴える。また、大学
生協とも連携し、学生が大学生協で
資格を申し込む際に、チラシとリポビ
タンD1本のトライアルセットが配布さ
れるというシステムをとる。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

探索的調査、コンセプト開発、検証的調査、市場化プロセスと上手くまとまった企画案であ
る。想定した効果が得られれば、かなりインパクトがある。不確実なのはプロセスに含まれる
メンバーの参画度であり、ターゲットが将来顧客になるかどうかである。

リポD若年層ユーザー拡大策

希望のハラミ〔健康的な学習習慣を目指すためのキャンペーン〕
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中京大学　宮内美穂ゼミ/渡辺智哉、館農紗英、服部拓斗

日常の小さなファイト!一発!キャン
ペーン	告白Ver.

高校生の告白を応援する、「告白ファイ
ト!一発!キャンペーン」。これは、高校生
が告白前に勇気が出ないこと、リポDの
ファイト!一発!のイメージをコラボしたキャ
ンペーンだ。ラベルを従来イメージから
一新し、高校生の告白をテーマにしたデ
ザインに変更。また、ラベルに付属された
QRコードを読み取る事で、TikTokに
動画を投稿可能。告白が成功した場合
のカップル動画、振られてしまった場合
のヤケクソ動画など、リポD購入後も楽し
める要素を追加。高校生の告白の現状
を分析し、バズる要素を追加したキャン
ペーンである。

高校生のリポDに対する意識調査を312
名に行い、そこから2点のことが分かった。
①疲れを感じた際、栄養ドリンクではな
く、お菓子等を摂取する
②エナジードリンクを飲む人でも効能面
でなく、味を最優先に考える
以上2点から、疲労回復という効能面で
なく、ファイト一発のイメージと告白前に勇
気が出ないことに目をつけ、提案した。

高校生が手に取りやすいように、リポ
ビタンDの従来のデザインを一新し
た。我々のテーマが告白であるため、
告白を容易に連想できるものに変
更。このデザインは同ゼミ生のデザイ
ンを専攻している友人に作成を依頼
した。全3パターンの試作品を作成
し、高校生20 2名に人気投票を行
い、本デザインに決定した。

高校生にいきなり本提案を購入させ
ることは、ハードルが高いと考えた。そ
のため、まずは高校生がよく行くプリ
クラやカラオケで無料配布を行い、
認知度向上を目指す。その後、コン
ビニエンスストアでPOP等の強化を
行い、高校生が本提案を手に取りや
すい環境を整える。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

兎角、及び腰になる関係者を説得し複数の高校でアンケートを配布・回収して、真摯にリ
ポDの現状把握に努めていた。結果、従来の疲労回復といった効能推しでは響かないこと
を確信し、高校生の新しいファイト一発を考え出した案が認められず残念だ。

リポD若年層ユーザー拡大策

小さなファイト一発！告白応援し隊〔告白ファイト!一発!応援キャンペーン〕
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中村学園大学　明神実枝ゼミ/愛甲梨乃、中尾弥春、重山未玲

未来の`疲れた`を先回り解消

私たちは未来のことを考えた時に浮か
ぶ若者の`疲れた`の瞬間にリポビタンD
を飲んでもらいたいという思いから、飲む
タイミングと効能を伝えるための商品を
企画した。
調査の結果から`次の授業嫌だ、課題
面倒臭いな`のような、未来のことを考え
た時の疲れが若者には存在することが
分かった。
しかし若者は、疲れた時に疲れを取るた
めに行動を起こさない。また、リポビタン
Dの効能や飲むタイミングを理解してい
ない。
その2つの問題点を解決し、大学生の
疲れに寄り添った商品となっている。

若者には未来のことを考えた時の疲
れが存在することが判明した。
また、疲れていてもあまり行動を起こ
さず、栄養ドリンクなどに頼らないこと
も分かった。
そこで、疲れた後ではなく、未来のこと
を考えた時に浮かぶ疲れたの瞬間
にリポビタンDを飲んでもらいたいと
考えた。

学年ごとに異なっている疲れの瞬間に合
わせたラベルを製作した。
1、2年生には授業の合間や学校終わり
のバイト前に飲んでもらうことを想定し、調
子が上がる様子を赤矢印で表現。3、4年
生には就活前に飲んでもらうことを想定し、
就活を乗り越えて行く様子を表現した。
見えない疲れを認識してもらうために動く
首かけpopも製作した。

献血とコラボした販売促進策を考え
た。大学内の食堂や、コンビニに置くだ
けでは大学生に手に取ってもらえない。
そこで、大学生に関わることができ、大
学構内に直接来る献血車に注目した。
具体的には、献血の声かけと一緒にサ
ンプリングを行う。献血では年齢確認
を行うため、学年ごとに作ったラベルを
相手に合わせて渡すことが可能となる。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

学生の表面的なウォンツの奥にある本音のニーズを探り、学生本人も気づかない間に溜め込
む疲れ解消に正面から取り組んだ意欲的な企画になった。この商品があったら退学せずに済
んだかもしれない学生たちの顔が浮かんだ。歯車を太陽に見立てるアイディアは斬新だった。

リポD若年層ユーザー拡大策

レナトゥス〔リポビタンD〕
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南山大学　川北眞紀子ゼミ/菜切翔、西松陸、杉江将太

リポDe繋ぐ父子の絆	日頃言え
ない気持ちを手軽に仕送り

学生はリポDを買わない。調査を通じて
この事実が明らかになった。そこで、既
存のリポDユーザーを通して若者とリポ
Dとの接触シーンを作り出し、将来のリ
ポDユーザーの獲得に繋げる施策を提
案した。リポDユーザーの父親が一人暮
らしをする子供へ、手軽にリポDを仕送
りできる施策だ。リポDボトル・パッケージ
のデザインやリポDeありがとうクーポンに
よって、親子のコミュニケーションを活性
化させる仕組みを作った。
「本当はもっと子供と連絡を取りたい。」
この父親の思いを、リポDで解決できる
のはないかと考え抜いた施策案だ。

リポD世代である父親へのヒアリング調
査を進めると、「子供が大学生になっ
て以降、話す機会が減ってしまった。」
という悩みを発見した。実際に父親50
人にアンケート調査を行うと、半数以上
が子供とコミュニケーションが取れてい
ないと回答した。この結果から、1人暮
らしの子供とその親との主な連絡手段
となる仕送りに着目し、調査を進めた。

普段からリポDを購入する父親に、手に
とってもらえるようなボトルのデザインに仕
上げた。
中心を空白にして、子供の顔を思い浮か
べてもらうように促した。
また、ボトル裏に添付したQRコードを読み
取ると、専用仕送りフォームサイトが開く。
この仕組みで、面倒くさがりの父親でも手
軽に仕送りできるようにした。

主な販路として、ドラッグストア・コンビニ・スー
パーを考えた。
しかし、コンビニでの販売場所の確保は障
壁が高いことを想定されるため、駅付近のド
ラッグストアでの店頭POPを主な販路・広
告手段とした。
それに伴い、愛知県名古屋市に本社を置く
アマノ株式会社様にアプローチをかけ、広
告手段や施策案に関する意見を頂いた。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

学生はリポビタンDを買わないけど、愛用者からもらえば、冷蔵庫にあれば飲むんじゃないか
というストーリー。ドラッグストアのアポ取りに苦戦しながらもヒアリングに行き、いろんな経験
ができた。納得感のあるプレゼンをするのが上手くなった。

リポD若年層ユーザー拡大策

南山大学　リポビタンＤチーム〔リポＤe繋ぐ父子の絆〕
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日本大学　石田大典ゼミ/宇津井杏香、大川佳南、勝浦愛、冨田悠介

朝のリポ活で素敵チャージ

認知度はほぼ10 0%のリポビタンDだ
が、薬のような味やおじさんの飲み物と
いった原因であまり飲まれていないこと
がわかった。私たちの案は調査結果を
もとにどうしたら若者に近づけるか、また
手に取ってもらえるかを4人で試行錯誤
して考えたリポビタンD若年層ユーザー
獲得策である。実際にこのような企画が
あったら自分たちは手に取るのかを軸に
進めたため、同年代へのアンケートやイ
ンタビュー調査を念入りに行い多くの人
の声を生かせるように努めた。

朝食を食べない若者の増加とリポビタ
ンDヘビーユーザーは朝にリポビタンD
を飲んでいる事が調査からわかり、その
2つに着目しインタビューやアンケートを
実施した。また、朝はスムージーだけを
飲むという声を深掘りした結果ジュー
サー購入予定の20代は5人に1人いる
ことがわかり、リポビタンDとジューサー
を混合して売る方法を考えた。

朝食によく飲まれているドリンクとリポ
ビタンDの飲み合わせを行い、リポビ
タンDより飲みやすくなる飲み方など
を実際に調査した。これにより、今は
あまりリポビタンDを飲まないユーザー
の味が苦手という声も、リポビタンDを
毎朝のように飲んでいるというヘビー
ユーザーのより少し美味しく飲みたい
という声も叶えられる商品である。

ジューサーやミキサーの購入予定
率が高かったことから家電量販店で
のプロモーションを考えた。家電量
販店での試飲をし、ジューサーやミ
キサーの購入時にリポビタンD×◯
◯という今までにないリポビタンDの
飲み方にも興味を持っていただこうと
考えた。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

20代の若い女性をターゲットとし、美容・朝という新たな切り口からリポビタンDをポジショ
ニングしようとした意欲的な提案である。今回のプロジェクトを通じてリポビタンDのヘビー
ユーザーになった女性たちが中心のチームだからこそのアイデアだといえるだろう。

リポD若年層ユーザー拡大策

石田ゼミ　リポビタンＤ班〔私だけのリポビタンＤレシピ〕
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兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/合田響、中本鋼希、村山由奈

ファイトイッパーツ!リポDはわたし
達の公式サポーター

リポDの効能を若者に体感してもらいた
い。この私達の思いを形にしたのが、"あ
なたの朝を応援する夜行バス"である。
これは疲労の溜まった夜行バス到着
後にリポDを飲むことで疲労回復の効
果を体感してもらうイベントである。この
イベントと青空を基調とした宣伝ツール
で、リポDは朝の疲労回復ドリンクであ
ると認知してもらいたいと考えた。また、
Instagramによる施策を通して若者の
日常をサポートする、もっと身近な栄養ド
リンクであると感じてもらいたいと考えた。
リポDはあなたの公式サポーターであ
る。

大学生の日常を調査したところ、約8
割の学生が費用面などから旅行に
夜行バスを使うことがわかった。加え
て、夜行バスでは十分に睡眠がとれ
ず疲労がたまるという声があった。そ
こで、若者の夜行バスで感じる「疲
労」という課題を解決できるのがリポ
Dではないかと考えた。

実 際にバス会 社である株 式 会 社
OTBと共にバスツアーを企画し、路
線や開催時期の確定、配布予定の
ノベルティの試作を行った。加えてこ
のイベントを通してリポDは"朝の疲
労回復ドリンク"であると認知してもら
うため、電車広告や販売ビジュアル
を作成した。

バスツアーの告知は大正製薬株式
会社と株式会社OTBのHPでの掲
載に加え、大学生協でのチラシの設
置を行う。また、In s t a g r amアカウ
ントを開設。#わたしの公式サポー
ターを使い、リポDが"若者のサポー
ター的ドリンク"となるようなPR活動
を行った。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

同製品のエントリーユーザーとなるアクティブな大学生の生活シーンを観察し、行動の起点
となる夜行バスに着目した点がユニークである。実際にバス会社の協力も得て具体性あるプ
ランに仕上げた。店頭やSNSを通じたストーリー構築のアイデアも面白く秀逸な企画である。

リポD若年層ユーザー拡大策

check-maters〔あなたの朝を応援する夜行バス〕
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法政大学　杉浦末樹・窪寺暁ゼミ/田村和佳奈、土門希予志、林優花

世界にひとつのリポビタンDボト
ルが作れるサービス。

リポビタンDに触れるタッチポイントから、
実際に購入しエントリーユーザーを獲
得するまでの道筋を3STEPで考えた。
若年層が共感しやすい、疲れているけ
れど頑張らなければならないというシー
ンに着目し、同じようなシーンに遭遇する
ごとにリポビタンDを手に取るような施策
を打つことで、リポビタンDが日常に定着
させ、エントリーユーザーの拡大を図っ
た。
ターゲットが我 と々同じ若年層だったた
め、自分たちの体験や、自分たちだった
らやるかといった学生視点を第一に、
チーム一丸となって作り上げたプロモー
ションである。

アンケートから知名度は高いものの、
興味がないといった若者が多いことが
わかった。そこで、我々は興味を引くこ
とに注目し、プロモーションのSTEP1
のPHOTORMに最も力を入れた。
自分がとった写真でオリジナルボトル
作れるサービスである。オリジナルとい
う特別感や、思い出を残したいといっ
た今の若者の気持ちを大切にした。

秋カンで指摘された現実性を高める
ことに注力した。
我々がターゲットにしたドライブ帰り
の若者がよく利用するサービスエリア
の選定しPHOTORMの設置SAを
決め、写真を印刷するシールには二
層シールを採用した。ボトルから剥が
して旅行の思い出として持って帰れ
るように工夫を施した。

興味をもった若者をエントリーユー
ザーにすべく、若者の日常に溶け込
んでいるLINEに着目した。リポビタ
ンDの公式LINEアカウントを作成
し、STEP2ではLINEクーポンを、
STEP3ではショップカードを利用す
ることで日常で疲れを感じた際にリ
ポビタンDを手に取ってもらう施策を
打った。

指導教員
杉浦末樹先生
窪寺暁先生
からのコメント

若者視点での潜在顧客へのタッチへのアイディア、そこから実際の購入につなげるウェブ
販促のストーリーと、完成度の高い提案だった。勝負の結果はわからないもの。今後、マー
ケティングを生業とするかは未定だろうが、今回の努力には是非胸を張ってほしい。

リポD若年層ユーザー拡大策

りぽびたま〔PHOTORM〕
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立命館大学　吉田満梨ゼミ/金子裕香、和田大輝、森田健太郎

毎日にフレフレと愛情を

LINEの公式アカウントを通して、他者
からクーポンが送られることでまずは認知
をはかり若年層特に大学生をターゲット
に生協食堂でのアプローチを行うことに
より繰り返し触れてもらうきっかけを設け、
日常に浸透させるというものだ。大学生
の多くが日々利用する生協の食堂を使
うことでより身近に感じてもらうことを狙い
とした。
LINEアカウントと生協食堂という段階
を踏むことで将来かならずリピートユー
ザーとしてリポビタンDを飲んでもらうこと
に繋がると確信した上での施策である。

インタビューやアンケートを通して、若
者はリポビタンDに馴染みがないとい
う点から初めから能動的に手に取る
のではなく、まずは受動的に親など
現在のリポビタンDユーザーからライ
ンを通して、リポビタンDを与えられる
機会を設ける必要があると考えこの
策を考案した。

LINE公式アカウントの作成にあた
り、スタンプをきっかけに追加してもら
うことを狙い可愛らしいデザインでス
タンプ作成を行った。また、毎日の配
信を通してLINEアカウントをブロック
されない工夫をすることでLINEアカ
ウント自体を追加してくれた方々の日
常に浸透させることを心がけた。

生協の食堂にて学生自体は無料で
手に取れる仕組みを作り、保護者か
ら入学時や新学期にリポビタンDを
4年間で100本飲むことができるパッ
クを生協のプランと合わせて入会し
て頂くことで販売する方法を考えた。
もしくは大学側に学生の健康促進
のために置いてもらう契約を取る方
法を考えた。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

最初から最後まで強い熱意で取り組み、ゼミ外も含めて多くの協力者を得ながら提案に
取り組むことのできたチームであった。コンセプトや提案を論理立てて考えるだけでなく、
LINE公式アカウントのプロトタイプも作成して検証を行うなど、実行力を発揮してくれた。

リポD若年層ユーザー拡大策

リポビンドール〔LINE公式アカウント設立と大学におけるリポビタンＤブースの設置〕
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和歌山大学　柳到亨ゼミ/酒井夢佳、竹藤章浩、西村百惠

疲れることなく思い切り遊ぶこと
ができる栄養ドリンク

HAVE	 FUN !リポビタンDは、授業や
サークル、アルバイト等、忙しい中でも思
い切り遊びを楽しみたい大学生に向け
た商品である。遊ぶ前の飲用により、疲
れることなく思い切り遊びを楽しめる。具
体的には、遊びの前に身体がだるいと
感じる時や長時間遊ぶ時、遊びの後に
予定がある時等に使用する。HAVE	
FUN!リポビタンDで、大学生という貴重
な時間を思い切り楽しんで欲しいという
思いを込めた。このHAVE	FUN!リポビ
タンDを通して今までリポビタンDに興味
がなかった若者にもユーザーになって欲
しい。

インタビューで、若者にとってリポビタ
ンDは程遠い存在であることが分かっ
た。若者の中でも注目したのは“遊び"
を目一杯楽しでいる大学生である。大
学生は、音楽フェスやテーマパーク、ボ
ウリング等様々な遊びを楽しんでいる。
しかし、大学生314人にアンケートを
行ったところ、2人に1人以上がこのよう
な遊びで疲れていることが分かった。

楽しさをテーマに、大学生が身近に
感じられるラベルデザインを制作し
た。青空を背景にし、キャッチコピー
である“HAVE	 FUN! "を中央に大
きく記載した。大学生にパッケージテ
ストを行ったところ、現在のラベルに
魅力を感じる大学生が28.5%であっ
たのに対し、提案したラベルに魅力
を感じる大学生は78.6%であった。

大学生に人気のアミューズメント施
設や遊園地でサンプリング・イベント
を行う。また、人気のYouTube rに
商品の紹介・使用動画を投稿しても
らう。これらの販促により、“遊びの前
のリポビタンD"というイメージを定着
させるとともに、リポビタンDを身近に
感じさせ購買に繋げる。

指導教員
柳到亨先生
からのコメント

穏やかで心優しい3人組、いざ商品企画になると情熱的で燃え上がる。若者に注目されな
かったリポビタンDのイメージを転換し、若者の“遊び"や“疲労予防"にポジショニングを変
える斬新な商品企画である。残りの大学生活、楽しく過ごしてね!“Have	Fun ! "

リポD若年層ユーザー拡大策

Lap i n s〔HAVE	FUN !リポビタンD〕
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Sカレ2018総合優勝戦ʦ商品化達成チームʧ

快眠美活を叶えるアパレル商品
大阪市立大学 / 小林哲ゼミ

「快眠スイッチ温パジャマ」

総合優勝

もらってウレシいクリアシート小物
南山大学 / 川北眞紀子ゼミ

「ぺっちゃんこ虫かご」

総合準優勝

枡技術を応用した新商品
法政大学 / 西川英彦ゼミ

「ますカプセル」

総合3位

壁に使うDIYマグネキット
関西学院大学 / 石淵順也ゼミ

「ドシラソふ͊ みネット」

優秀৆

関西学院大学 / 石淵順也ゼミ
「関空限定	リラックマTシャツ」

優秀৆ インバウンドin 空港売店

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「DolFitter（どるふぃったー）」

優秀৆ パチッと止めよう「クリップ」で！！

Sカレ2019コンセプト・テーマ1位

名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ
「わたしいろ」

枡技術と縁起を
活用した商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ポッチャリン袋」

クリアシート小物

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ホッと快適らくりんぱ」

人生がより充実する
旅雑貨

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「まぐねまもーる」

介護福祉に役立つ
マグネット

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「Chack	Clinic」

簡単設置の
避難所ブース

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「あなた、じしん」

社会課題を解決する
印刷製品

兵庫県立大学 / 秋山秀一ゼミ
「エモ旅～癒やしを求めて～」

2020年夏休みの
学生旅行

兵庫県立大学 / 秋山秀一ゼミ
「～リポDプレゼンツ～『あなたの朝を応援する夜行バス』」

リポD若年層
ユーザー拡大策
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受৆結果 S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 1 9  R e s u l t s

Sカレ2018総合優勝戦ʦ商品化達成チームʧ

快眠美活を叶えるアパレル商品
大阪市立大学 / 小林哲ゼミ

「快眠スイッチ温パジャマ」

総合優勝

もらってウレシいクリアシート小物
南山大学 / 川北眞紀子ゼミ

「ぺっちゃんこ虫かご」

総合準優勝

枡技術を応用した新商品
法政大学 / 西川英彦ゼミ

「ますカプセル」

総合3位

壁に使うDIYマグネキット
関西学院大学 / 石淵順也ゼミ

「ドシラソふ͊ みネット」

優秀৆

関西学院大学 / 石淵順也ゼミ
「関空限定	リラックマTシャツ」

優秀৆ インバウンドin 空港売店

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「DolFitter（どるふぃったー）」

優秀৆ パチッと止めよう「クリップ」で！！

Sカレ2019コンセプト・テーマ1位

名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ
「わたしいろ」

枡技術と縁起を
活用した商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ポッチャリン袋」

クリアシート小物

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ホッと快適らくりんぱ」

人生がより充実する
旅雑貨

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「まぐねまもーる」

介護福祉に役立つ
マグネット

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「Chack	Clinic」

簡単設置の
避難所ブース

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「あなた、じしん」

社会課題を解決する
印刷製品

兵庫県立大学 / 秋山秀一ゼミ
「エモ旅～癒やしを求めて～」

2020年夏休みの
学生旅行

兵庫県立大学 / 秋山秀一ゼミ
「～リポDプレゼンツ～『あなたの朝を応援する夜行バス』」

リポD若年層
ユーザー拡大策
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受৆結果

Sカレ2019プラン・テーマ1位ʦ商品化権利獲得チームʧ

法政大学 / 杉浦未樹・窪寺暁ゼミ
「愛犬御守」

枡技術と縁起を
活用した商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ポッチャリン袋」

クリアシート小物

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「キャリーのように開く！トラベルリュック」

人生がより充実する
旅雑貨

流通科学大学 / 東利一ゼミ
「ぱず缶」

介護福祉に役立つ
マグネット

名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ
「CANox」

簡単設置の
避難所ブース

法政大学 / 西川英彦ゼミ
「懐話ふだ」

社会課題を解決する
印刷製品

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「愛スクリーム旅」

2020年夏休みの
学生旅行

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「DreamリポD～応援する人を応援～」

リポD若年層
ユーザー拡大策

S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 1 9  R e s u l t s

Sカレ2019プラン優勝戦

社会課題を解決する印刷製品
法政大学 / 西川英彦ゼミ

「懐話ふだ」

プラン優勝

クリアシート小物
和歌山大学 / 柳到亨ゼミ

「ポッチャリン袋」

プラン準優勝

人生がより充実する旅雑貨
神戸大学 / 宮尾学ゼミ

「キャリーのように開く！トラベルリュック」

プラン3位

2020年夏休みの学生旅行
近畿大学 / 廣田章光ゼミ

「愛スクリーム旅」

日本マーケティング学会৆

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「キャリーのように開く！トラベルリュック」

学生৆ 人生がより充実する旅雑貨
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受৆結果

Sカレ2019プラン・テーマ1位ʦ商品化権利獲得チームʧ

法政大学 / 杉浦未樹・窪寺暁ゼミ
「愛犬御守」

枡技術と縁起を
活用した商品

和歌山大学 / 柳到亨ゼミ
「ポッチャリン袋」

クリアシート小物

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「キャリーのように開く！トラベルリュック」

人生がより充実する
旅雑貨

流通科学大学 / 東利一ゼミ
「ぱず缶」

介護福祉に役立つ
マグネット

名古屋市立大学 / 山本奈央ゼミ
「CANox」

簡単設置の
避難所ブース

法政大学 / 西川英彦ゼミ
「懐話ふだ」

社会課題を解決する
印刷製品

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「愛スクリーム旅」

2020年夏休みの
学生旅行

近畿大学 / 廣田章光ゼミ
「DreamリポD～応援する人を応援～」

リポD若年層
ユーザー拡大策

S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 1 9  R e s u l t s

Sカレ2019プラン優勝戦

社会課題を解決する印刷製品
法政大学 / 西川英彦ゼミ

「懐話ふだ」

プラン優勝

クリアシート小物
和歌山大学 / 柳到亨ゼミ

「ポッチャリン袋」

プラン準優勝

人生がより充実する旅雑貨
神戸大学 / 宮尾学ゼミ

「キャリーのように開く！トラベルリュック」

プラン3位

2020年夏休みの学生旅行
近畿大学 / 廣田章光ゼミ

「愛スクリーム旅」

日本マーケティング学会৆

神戸大学 / 宮尾学ゼミ
「キャリーのように開く！トラベルリュック」

学生৆ 人生がより充実する旅雑貨
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有限会社大橋量器/協和チャック工業株式会社/公益社団法人日本マーケティング協会関西支部

大正製薬株式会社/株式会社ディーエイチシー/ニチレイマグネット株式会社

株式会社日本旅行/日本マーケティング学会/株式会社美販/株式会社明成孝橋美術

株式会社有൹ֳ/流通科学大学（企業・団体名50音順）

˓支援企業

委 員 長

委 員

秋 カ ン

冬 カ ン

：

：

：

：

石井३蔵

西川英彦/清水信年　

西川英彦

廣田章光

秋カン学生委員長

冬カン学生委員長

学 生 委 員

：

：

：

൧প守輝

大崎駿

大西勇磨/岡本大樹/小澤里依/川村未来/鈴田風歌

背戸一真/武原康滋/中村美穂/道井健太/吉田理ۣ

同෭委員長

同෭委員長

：

：

種橋由夏

川満英貴

˓ Sカレ委員会

ʻ学生委員ʼ	

ʻ秋カン学生スタッフ̓

五十子᪃流/内田彩都/大島遥/倉持功喜/佐々木夏穂/高崎日花里/田中里奈

௽澤茉ਘ/බ村実咲/藤居史帆/増山由ཏ/宮越萌実/山口翼/山田莉紗子

ʻ冬カン学生スタッフ̓

赤川遥香/石黒裕二/生田佳孝/宇野遥香/江口直哉/喜田健太/児玉莉那

園田将樹/田中翔/馬場ののか/Դ丹裕貴/巻田秋穂/三島典子/元川܆

ʻSカレ本編集チームʼ

西川英彦/小澤里依/武原康滋

˓ Sカレ学生委員会

定価	：	本体5,000円		＋		税  発行	：	Sカレ委員会  発行日	：	2020年3月23日
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Sカレ

SカレFacebookもチェック！

Sカレ
@StudentInno
vationCollege

Sカレ2019 WEBサイト公開！

Sカレ




